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    人物紹介


    



    古織木綿（ふるおり　もめん）


    　脱だつ衣い士しの家系を継ぐ


    　むっつりスケベな男子高校生。


    



    天縫ミシン（あまぬい　みしん）


    　木綿のパートナーのお針はり子こ巫み女こ。


    　生粋の大和やまと撫子なでしこ。


    



    美服院姫乃（びふくいん　ひめの）


    　木綿とミシンの後援者。


    　下ネタ大好きな大富豪のご令嬢。


    



    切原うさ子（きりはら　うさこ）


    　凄腕のハサミ使いの美少女脱衣士。


    　性格にやや難がある。


    



    天縫マチ（あまぬい　まち）


    　天縫家の正統なるお針子巫女。


    　ミシンの姉。


    



    妹ヶ原美杏（いもうとがはら　みあん）


    　マチのパートナーの脱衣士。


    　強大な脱衣力の持ち主。


    



    森野灯夜（もりの　とうや）


    　イケメン脱衣士。


    　木綿のことを敵視している。


    



    弥勒峠ルリヲ（みろくとうげ　るりを）


    　日本唯一の男子お針子巫女。


    　パートナーの女子脱衣士に恋している。

  



  
    第一章　〈脱だつ衣えの儀ぎ〉本戦開幕


    



    　人込みでごった返している東京駅前。


    　そこで俺とミシンちゃんは、二か月ぶりにあの美人なお姉さんと再会を果たしていた。


    「やぁ、久しぶり。青少年に愛とエロスを惜しみなく振りまく憧あこがれのお姉さんだよ」


    「なんですかそのキャッチフレーズ。あなたただのビッチでしょ」


    「かかっ。久々に会ったってのに冷たいな、木綿もめん君は」


    　美び服ふく院いんさんは久々に会ったのになにも変わってないよな！


    　真っ赤なポルシェに乗った美服院姫ひめ乃のさん───俺たちの後援者である彼女は、東京駅前まで迎えに来てくれていた。


    　実は俺、東京に来るのは初めてだ。正直、目的地にたどり着ける自信はない。だからこうして迎えに来てくれる人がいるのはありがたいことだった。


    　とはいえ、初めての東京。テンションも上がってしまう。


    「美服院さん、スカイツリーってここから見えます？　どの方向ですか？　あと、秋あき葉は原ばらに行ってみたいんですけど連れてってもらえます？」


    「到着早々うるさい奴やつだな。試合が終わったらゆっくり東京案内してやるから、ほら、さっさと車に乗れ」


    「は、はいっ」


    　俺は自分とミシンちゃんの荷物をそそくさとトランクに詰め、自分たちもポルシェの後部座席に乗り込んだ。


    「んじゃ、さくっと行くとするかね」


    　そして勢いよく車が発進した。向かう場所は、日につ本ぽん武ぶ道どう館かんだ。


    



    　お針はり子こ巫み女こと呼ばれる特殊な技能者が作り出す超常の衣服・天てん衣い。それを纏まとった脱だつ衣い士し同士が、互いの服を脱がし合う一対一の決闘。それが俺たちの参加している〈脱だつ衣えの儀ぎ〉だ。


    　今年の春まで、脱衣士だの〈脱衣の儀〉だの、存在すら知らなかった俺───古ふる織おり木綿もめんも、パートナーのお針子巫女・天あま縫ぬいミシンちゃんとの厳しい修行や予選大会東海ブロックで相対した脱衣士たちとの熱くエロい戦いを経て、今では一人前の脱衣士になれたと自負している。


    　予選大会を勝ち抜き、本戦への出場権を獲得してから、はや二ふた月つき。


    　今や日本全土で〈脱衣の儀〉ブームが巻き起こり、その熱は治まる気配もない。


    　俺の地元である愛知県でも連日〈脱衣の儀〉に関するテレビ特番が組まれたり、『〈脱衣の儀〉オフィシャルデータブック』なるものが出版された際には、名古屋の大きな書店で俺とミシンちゃんのサイン会を開くことになった。はたして俺のサインをありがたがる奴なんているのかと心配したが、サイン会は超満員だった。まぁ、主にミシンちゃんのファンが大半を占めていたのだけれど。


    　さらに、俺たちは愛知県の観光大使にまで任命され、〈脱衣の儀〉を通して愛知県の魅力を全国に伝える使命まで負ってしまった。俺たちが新幹線に乗って名古屋駅を発つ時も、大勢の人々が集まり送り出してくれた。


    　俺たちは一躍、時の人というやつだ。


    　そして今日、俺たちはこうして本戦開催地である東京へやってきたのだ。


    　ポルシェの中から興味深く東京の街を眺めていると、美び服ふく院いんさんが口を開いた。


    「なぁなぁ、予選終わってからずっとミシンは木綿君の家に居い候そうろうしてたんだろ？　うっかりお風呂で鉢合わせしちゃう的なエロハプニングとかなかったの？」


    　出会い頭に下ネタかよ。この人は一見、西洋風の美人お嬢様だが口を開くと下ネタ三ざん昧まいの残念な人なのだ。


    「姫ひめ！　そんなことあるはずないじゃないですかっ。健全な生活を志し、しっかり身を守ってました！」


    　そうなんだよなぁ……ミシンちゃんのガードは鉄壁だった。寝起きを共にしているというのに、お風呂も着替えも、パンチラ一つ見せてはくれない。生活の端々にまで気を張っていて、俺のエロい期待は期待のまま儚はかなく散った。


    「うっそだー。だって木綿もめん君だぜ？　童貞でエロスの塊の木綿君がミシンみたいな仔こ羊ひつじちゃんを目の前にして大人しくしてるわけないだろ。なぁ、風呂を覗のぞくくらいはしたんだろ？」


    「美び服ふく院いんさん、いい加減にしてください。あと童貞とか軽々しく言わないでくださいっ」


    　いや、童貞なんだけどさ。脱だつ衣い士しってのは童貞もしくは処女じゃないとその資格が与えられないのだ。まぁ、モテない俺は、脱衣士にならなくてもきっと童貞のままだったろうけど。


    「予選の後の二か月間はみっちり特訓の日々だったんですよ！　毎日くたくたでしたよ」


    　本戦までの二か月、元脱衣士のじいちゃんとミシンちゃんのダブル鬼コーチのしごきによって、俺はとことんまで鍛きたえ上げられた。


    　そんな地獄のような日々を、逃げずに送ってこられたのも全てはこの本戦のためだ。


    　全国から集つどいし選び抜かれた処女たちの裸を拝み倒してやるんだ！　という不屈の闘志で俺はさらなる高みエロスを目指した……。


    「木綿君の目は相変わらず正直だな。いやらしさが漲みなぎっている」


    　ルームミラー越ごしに俺を見て美服院さんはにやついていた。


    　あまつさえ。


    「ほら、久々のお姉さんの胸の谷間ですよー。後方からじっくりと眺めるといい。目の保養になるだろ」


    　と言って、大胆に開いた胸もとを強調してくる始末。このビッチ姫、ホント相変わらずだな。後部座席から腕を回してそのでっかい乳揉もみしだいてやろうか。


    　とか思っていると、隣でミシンちゃんが俺に冷たい目を向けていた。


    「木綿君はそんなことしませんよね。私、信じてますから」


    「あ、当たり前だろっ。美服院さんの冗談なんてもう慣れたっての」


    「別に冗談で言ってるわけでもないんだけどな。私の胸ならいつでも拝んでくれていいよ」


    　美服院さんがその特盛りな胸をゆっさゆっさと揺らしてみせる。


    　そうやってわざと胸を揺らしたせいで運転が荒くなり、ミシンちゃんの体が俺の方へ倒れ込んできた。とっさに摑つかんだミシンちゃんの肩。細くて柔らかい。そしてさらりとした髪からいい匂においが漂ってくる。


    　うわ、このままミシンちゃんのこと抱きしめてぇ。


    　そんな欲望を抑えつつ、俺はミシンちゃんの両肩を支えるに留とどめた。


    「ありがと、木綿君」


    「いや、大丈夫。なんてことないから」


    　お互い顔を赤く染めて、それからミシンちゃんは俺から離れてシートベルトをきつく締めた。


    「あー、なんか車内が甘酸っぱいラブ臭で満ちてて酔いそう。運転ミスったら君らの責任な」


    「へ、変なこと言ってないでちゃんと前見て運転してくださいっ！」


    　ミシンちゃんの一喝が入ってもなお、美び服ふく院いんさんはなんだかにやつきながら俺たち二人のことを観察していた。


    　……俺がミシンちゃんのこと好きなの、知ってるんだよなこの人。お願いだから引っ搔かき回さないでくれ。


    



    　そうしてるうちに日につ本ぽん武ぶ道どう館かんが見えてきた。


    　武道の聖地であり、金色のたまねぎが天てつ辺ぺんに載っているので有名な建物だ。なにげなくテレビで見ていたものも本物を見るとやっぱり感動する。


    「それで姫ひめ、私たち選手には武道館近辺に選手村が用意してあると聞いているんですが、まずはそこへ行くんですよね」


    「それは後回しだ。実はあと三〇分もしないうちに本戦開幕式が開かれることになっててな。だからこのまま私たちは武道館に乗り込むことになる」


    「なんで俺たちはいつもそんなギリギリなんですか！」


    「だってほら、遅れて登場するほうがヒーローっぽくて格好いいかなって思って。てへっ」


    　てへっ、じゃねぇよ美服院さん！　俺は式典に出られるような格好してないよ？　ロンＴにジーンズで開幕式に出ていいのか？　


    「ではいっそ、木綿もめん君には車内で着替えてもらうのはどうでしょう」


    　ミシンちゃんは真ま面じ目めな顔で提案した。ちなみにミシンちゃんはいつでも巫み女こ服ふく姿なので着替えなくとも正装だ。


    「でも着替えるって言ってもなんに着替えればいい？」


    「それはもちろん、天てん衣いに決まってます」


    　ミシンちゃんはおもむろに足下に置いていた一抱えほどの大きさの鞄かばんに手を伸ばすと、それを膝ひざの上に載せた。


    「まさか……その中に入ってるとか」


    「えぇ、持ち運びを便利にするために小型化しておきましたので。では、着替えさせていただきますっ」


    「ちょっと待って、窓から丸見えになるって……！」


    　言ってる途中で、抵抗する隙すきもなく狭い車内であっという間に俺は裸にされ、さらに瞬またたく間に天衣が体を覆おおっていく。


    　視界に映るのは幾重にも折りたたまれた布と宙を走る針と糸。


    　わずか三秒にも満たない時間で、俺は全身着替えさせられてしまった。


    「天あま縫ぬい流瞬間着衣術〈天てん装そう〉」


    　ミシンちゃんが落ち着いた声色でそう囁ささやいた。


    　以前にも体験したことがあったが、やはり華麗かつ素早い手さばき。


    　俺は改めて自分の姿を眺めた。


    　脱だつ衣い士しが着てこそ真価を発揮する超常の衣服、天てん衣い───純白の狩かり衣ぎぬに紫の袴はかま。その名を〈白はく鶴つる童どう子じ〉と名づけられたミシンちゃんお手製の天衣だ。


    「準備は万全だな。そんじゃ、行くぞ」


    　こうして美び服ふく院いんさんの運転する車は関係者専用駐車場へと入っていった。


    



    　関係者専用の駐車場で降りると、俺たちの姿を発見した巫み女こ装しよう束ぞくを身に纏まとった関係者らしき人たちが、待ちかねていたようにすぐさまこちらに駆け寄ってきた。


    「東海ブロックのチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめん選手と、天あま縫ぬいミシンさんでお間違いないですね！」


    　早口で告げる巫女さんに困惑していると、美服院さんが代わりにうん、と頷うなずいた。


    「開幕式が迫っております。早くこちらへ」


    　時間ぎりぎりということもあって、巫女さんたちも焦っている様子だ。俺とミシンちゃんを連れて駆け足で会場内へと入っていく。


    　後援者である美服院さんとはここで一いつ旦たんお別れのようだ。


    　武ぶ道どう館かんの舞台裏らしき狭苦しい場所を巫女さんに連れられて進んでいくと、「ここで待つように」とロッカーのようなさらに狭苦しい空間に押し込められた。もちろんミシンちゃんも一緒だから、互いに体が密着してしまうのも仕方ない。


    　なんだかよくわかんないけどラッキーだぜ。ミシンちゃんの吐く息がわかるくらいに近づけるだなんて。


    「くくっ……」


    　思わず笑いがこみ上げてしまった。するとミシンちゃんがこちらを向いて、目を吊つり上げた。


    「いいですか、木綿君。本戦の開幕式なんですよ。威風堂々と振る舞うのです。決して臆おくしてはいけませんよっ」


    「わかってるよ。胸張ってればいいんだろ？」


    　予選大会の開幕式では、試合の前にほかの選手に服を脱がされてミシンちゃんと入れ替えて着せられ、恥をかかされたので、今回こそは格好良く決めたいところだ。


    「もう。さっそく襟えりが曲がってますよ」


    　そう言ってミシンちゃんが俺の襟に手を伸ばした。


    　その瞬間、ぐらっと足下が揺れた。


    「きゃっ……」


    　バランスを崩したミシンちゃんの体を俺はとっさに腰に手を回して抱き留めた。あと数センチ下にミシンちゃんの可愛かわいいお尻しりがある。惜しい。どさくさに紛れて触っとけばよかった。


    　するとそのまま足下の床がぐぃぃんという音を立ててせり上がっていき、頭上からまばゆい照明が照りつけた。


    



    『これで最後の一組となりました！　とりを飾るのは、東海ブロックからやってきましたチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉脱だつ衣い士し・古ふる織おり木綿もめん！　お針はり子こ巫み女こ・天あま縫ぬいミシン！』


    



    「は……？　え、なに……？」


    　館内中に響き渡る声で俺たちの名前が呼ばれると、一斉に歓声が上がり、熱気が全身を包み込む。そして会場内に設置してある巨大モニターには、抱き合ったままの俺たちの姿がでかでかと映し出されていた。


    「木綿君っ、離してください」


    「あ、ごめんっ」


    　すぐさま俺はミシンちゃんから離れ、状況を整理する。


    　つまりこれは、本戦出場のチーム名が紹介されると同事に、床から選手たちがせり上がって登場するという演出なのか。


    　そういう演出なら先に言ってくれよ！　ぎりぎりで会場入りした自分たちにも非があるけど、お陰で俺はミュージカルよろしく、ミシンちゃんを抱いたまま登場する羽目になってしまったじゃないか！　とはいえ、わずかだけれども柔らかなミシンちゃんの胸の感触を堪たん能のうできた。美お味いしいシチュエーションをありがとう。

  


  [image: ]



  
    　内心そうほくそ笑んでいると、報道席から一斉にカメラのフラッシュが焚たかれ、同事に何台ものテレビカメラが向けられる。そうだ、本戦大会は全国ネットで生放送されるんだった。


    　全国で行われた〈脱だつ衣えの儀ぎ〉予選の平均視聴率は六〇パーセントを超えていたという。本戦ともなればさらに注目が集まるだろう。


    「眩まぶしいっ……目が見えないって……！」


    　フラッシュから目を逸そらしていると、しばらくしてようやく光が治まった。


    　そして見えてきたのは───。


    　武ぶ道どう館かんの中央に設置された神楽殿をぐるりと取り囲むようにして立っている選手たちの姿。


    　選手それぞれにスポットライトが当てられている以外、会場はうす暗くなっている。そのため、居並ぶ選手たちの存在感が際立っていた。


    　研ぎ澄まされた緊張感が選手たち一人一人から発せられている。


    　そんな中、俺の目は自然とあるチーム……というかある人を捜していた。


    　その人の名は、切きり原はらうさ子さん。


    　予選ブロック最終戦で激闘を繰り広げたライバルでもあり、俺の特訓に付き合ってくれたとっても優しくて可愛かわいい女の子だ。


    　うさ子さんの姿はすぐに見つけることができた。俺たちの立ち位置からかなり離れているが、向こうも俺の姿を見つけてくれて、にっこりと笑いかけてくれた。


    　俺はそんなうさ子さんの笑みに緊張がほぐれ、つい小さく手を振ってしまう。


    「木綿もめん君、へらへらしない。ここはもう決勝の場なんですよ」


    　すかさず隣にいるミシンちゃんから注意される。


    「す、すみませんっ……」


    　即座に謝り、気を張り直す。


    　そう、ここに集つどっているのは全国九ブロックから勝ち抜いてきた精鋭たちなのだ。意気込みも気迫も、そしてそれら選手たちに向けられる観客の期待も。その全てが桁けたハズレだ。


    　ミシンちゃんも場の空気に呑のまれそうになっているのか、ぎゅっと俺の袖そでを握った。


    　今、俺たちは二人揃そろって〈脱衣の儀〉本戦の地に立っている。


    　そう思うと、改めてミシンちゃんの存在を心強く感じた。


    



    『それでは全ての選手が揃いましたので、これより全ぜん日につ本ぽん脱だつ衣い連れん盟めい会長───織おり姫ひめ真ま幌ほろ様より開幕の挨あい拶さつを賜たまわりたいと思います』


    



    　次の瞬間、俺たち選手の輪の中心をスポットライトが照らし、神楽殿が浮かび上がる。


    　十メートル四方のその舞台は、俺たち脱だつ衣い士しにとっての闘技場だ。


    　その中央に、巫み女こ装しよう束ぞくの少女がひとり立っていた。俺と同い年くらいに見えるその少女はきらびやかな金色の羽衣を纏まとい、頭には金色の冠を被かぶっていた。髪は艶つややかな漆黒。


    　少女は会場の中心にいながら、ぐるりと俺たち〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加する選手を眺めた。その顔は想像を絶する程に美しく、高貴な印象。さながら太古の女王のようにも見えた。


    　会場はいつしか、しんと静まりかえっていた。


    　そして自然と、俺はその場に跪ひざまずいていた。そうしなければならないような気がしたのだ。


    　ミシンちゃんも俺同様、跪き深々と頭を下げている。


    　ほかの選手たちもみなそうだ。


    　全ぜん日につ本ぽん脱だつ衣い連れん盟めい会長と紹介された少女、織おり姫ひめ真ま幌ほろは一言も発しないまま、その威厳でもって俺たちを跪かせたのだ。


    　そして静寂の中、澄んだ声色が響いた。


    「混迷の時代の救い手を生むために。みな、よき脱衣を」


    　織姫真幌、いや織姫様のその声は静寂だが胸にすっと染み込み心に炎を灯ともらせた。


    「これより、〈脱衣の儀〉本戦の開催を宣言します！」


    　織姫様がそう宣言すると、無数の鈴の音とお囃子はやしの音が会場内を包み込み、俺はやっと顔を上げることができた。


    　途端、会場内が再び熱を帯び、観客たちの声が上がる。


    「あれが……織姫様……」


    　ミシンちゃんが目に涙を浮かべながら、立ち上がる。


    「なんて言うか……言葉が見つからないけど、すごいな……」


    「あれこそがお針はり子こ巫み女この頂点に立つお方です。お目にかかれる日が来るだなんて……」


    　ミシンちゃんが感動にうち震ふるえるのもわかる気がする。織姫様は普通の人とは違う。なんというか神様のような浮き世離れした雰囲気があるのだ。


    　お針子巫女ではない俺でさえ、なにか胸にこみ上げてくるものがあるくらいだ。


    　そんな状況の中、織姫様は電光掲示板に手を掲げた。すかさずアナウンスが入る。


    



    『つづきまして〈脱衣の儀〉本戦トーナメント表の発表へ移ります。トーナメント表は事前に行われた後援者によるくじ引きを基に公平に作成されております。では、発表します！』


    



    　巨大モニターにトーナメント表が映し出された。十八チームの名前が記されている。


    　本戦は一度でも負ければ即敗退のトーナメント方式という厳しいルール。どこでどのチームとぶつかるかが優勝への命運を握る。


    　モニター画面に自分たちのチーム名を見つけた俺は、思わず声を漏もらしてしまった。


    「俺たち、第一戦目だ……」


    「そうみたいですね、ちょっと心配です」


    　ミシンちゃんらしくないセリフだ。いつも冷静沈着。時に俺を窘たしなめ、時に励ましてくれるのがミシンちゃんだ。けれど、そんなミシンちゃんも本戦ともなれば不安も感じるのだろう。


    　ここはパートナーとして、格好よくフォローして好感度アップを図るべきところだ！


    「だ、だいじょう……」


    「木綿もめん君は場の空気に呑のまれやすいですからね。こんな大舞台の初戦だと絶対にプレッシャーを感じてしまうはずです。どうしたら木綿君を緊張から解放できるか、それが課題ですね」


    「……って。俺の心配かよっ」


    「えぇ、そうですよ。私は木綿君のパートナーです。木綿君以外の誰だれの心配をするのですか」


    「そう言われると、ちょっと嬉うれしいけど……」


    　なんか情けなくもあった。いつか俺もミシンちゃんを支えてあげるような存在になってみたいぜ。まずはその第一歩として、ミシンちゃんを安心させるところから始めよう。


    「俺は全力で頑張るから。きっとミシンちゃんの期待に応えてみせる。目標は優勝だろ？　一回戦なんかでビビってらんないっての」


    「ですね。木綿君、以前より精神的にも成長してるのかもしれませんね」


    「もちろんっ。俺だってちょっとは度胸がついてきてるって。なにせ地元愛知の期待を背負う男なんだからな」


    　するとここで、突然巨大モニターの画面に動きがあった。トーナメント表も発表となり開幕式は終わるのかと思ったが、なにかまだ発表することがあるらしい。


    



    『最後になりましたが、織おり姫ひめ真ま幌ほろ様そして全ぜん日につ本ぽん脱だつ衣い連れん盟めいよりここに集つどいし十八チームの脱だつ衣い士しとお針はり子こ巫み女こに、ある発表があります。それは───』


    



    　巨大モニターに映されたのは、極太明朝体で書かれた思いがけない文字だった。


    



    〈恋愛禁止令〉


    



    　俺たち選手を含め、会場中がざわつく。


    　そのざわつきを治めたのは、織姫様の声だった。


    「皆の者、静粛に。これから重要な話をします」


    　会場が静まるまで少しの間を置いてから、織姫様は話し出す。


    「古来より〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加できる脱衣士とお針子巫女は処女か童貞でなければならない。そう定められてきました。しかしかつての〈脱衣の儀〉において、全国から選えりすぐりの選手たちが集められた際、その良き血統を次世代に受け継ごうと多くの選手たちが大会期間中にもかかわらず貞操を捨て、浄きよき体を失いました。そうなれば〈脱だつ衣えの儀ぎ〉への参加資格は剝はく奪だつされ、敗退となることを覚悟しつつもです」


    　難しい言葉がたくさん出てきて困惑気味な俺に対し、ミシンちゃんが声を潜めて耳元で補足を入れてくれる。


    「つまりはここにいる選手たちは全国から選ばれた優秀な脱だつ衣い士しやお針はり子こ巫み女こばかりですよね。脱衣士やお針子巫女はより優秀な跡取りを常に求めています。ですからここに揃そろった選手同士がくっついて子どもを作れば、一族にとって大きな財産になるわけです」


    「それってつまり、大会中に……」


    「何百年も前に行われた過去の大会では異性間で性交し繁殖することが頻ひん発ぱつしたそうです。もちろんそんなことをすれば〈脱衣の儀〉から脱落するとわかっていながら。一族の未来のほうを優先したんでしょうね」


    「ぶっ……！」


    　異性間で性交って！　ミシンちゃんさらりと言ってくれてるけど、それってセックスだよね。しかも繁殖って！　そんな単語使われたら生々しくて余計にエロいわ！


    　鼻の穴を広げて興奮している俺を置き去りにして、織おり姫ひめ様の話は続く。


    「選手間で通じ合い、敗退が相次ぎそして〈脱衣の儀〉そのものが破は綻たんしてしまった。そんな事例もあったと記録に残されています。私は今大会を成功に導く責任者として、同じ過ちを犯すわけにはまいりません。ですから、今をもちまして大会終了までの間、選手たちは世俗とは一切関かかわりを絶ち、また選手たち同士も男女別々の施設に宿泊し異性間の恋愛を固く禁ずることをここに決定いたします。この規則を破れば、そのチームは即敗退とします！」


    　織姫様のその宣言には強い意志が込められていた。


    〈恋愛禁止令〉。セックスどころか恋愛まで禁止するってのは厳しい気がするけれど、本戦には年ごろの選手たちが多く集まっているのだし、大会主催者側が万が一に備えたくなるのもわかる気がする。


    　そういえばオリンピックでは参加選手たちに無料配布されたコンドームが瞬またたく間に品切れになったっていうし。そういうことってやっぱり起こりうるよなぁ。


    　俺ももしかしたらミシンちゃんとエロエロな一線を越こえちゃったりして……。


    「わざわざ禁止令なんて出さなくても、恋愛にうつつをぬかしている暇ひまなんてないというのに。私たちは大丈夫ですよね」


    　純粋なまなざしで俺を見てくるミシンちゃん。


    　やばいなぁ……俺、ミシンちゃんのこと好きだもんなぁ。


    　それにミシンちゃんは今や全国に顔が知られていて、しかも結構人気のある美少女お針子巫女だ。ミシンちゃんを好きになるやつだって出てくるかもしれない。


    　どうなるんだろ、本戦。いきなり波乱の予感がしてきたぜ。


    



    　開幕式を終えた俺たちは、武ぶ道どう館かん近辺に建設された選手村へとやってきていた。


    　入り口では案内係のお姉さんが、俺たち一人一人にタブレット端末を渡してくれた。このタブレットで選手村の地図や施設を検索できたり、ガイダンスなんかも見られるようだ。


    　タブレットに表示された情報によれば選手村には四階建ての女子寮、食堂、トレーニングジム施設にリラクゼーション施設。それにミーティングルームなど様々な施設が揃そろっていた。


    　たった十八チームのために用意された施設にしては無駄に豪華だよな。


    　選手村には後援者である美び服ふく院いんさんも出入りできるので、俺たちは入り口付近で合流した。


    「それじゃあ、この中では木綿もめん君とミシンは別行動ってわけだ」


    　美服院さんはタブレットで選手村内の色々な施設を確認しながら、そう口にした。


    　俺たちには〈恋愛禁止令〉の名の下に男女別々の寮が用意されてる。


    「そうですね。女子寮はあそこみたいです」


    　ミシンちゃんが指差したのは、入り口付近からでも見える旅館のような建物だった。実際、タブレットの情報を見ると、温泉から岩盤浴、専用の整体マッサージ師まで居るそうだ。至れり尽くせりの環境だ。


    「女子はいいよなー。男子宿舎なんて見た感じロッジだぜ？　そこに男子だけで生活するなんて、マジで憂ゆう鬱うつだ」


    「仕方ないですよ、男子選手は全員で四名しかいないんですから」


    　ミシンちゃんが至極真っ当な意見を言う。確かに、全十八チーム、三十六人の選手のうち、男子選手は四人のみ。男子と女子で待遇の差があるのは当たり前か。


    「かかっ。にしても百パーセント童貞と処女の集団に対して〈恋愛禁止令〉とはねぇ。マジでウケるな。企画としては面白いけど」


    「姫ひめ、企画なんかじゃありませんよ。これは厳然たる規則です！　私たちもそろそろ別れないと、男女でいつまでも一緒にいてはいらぬ勘ぐりをされかねません」


    「だな。一応、夜の八時まで使える男女共同ミーティングルームってのもあるみたいだけど。とりあえず、今日のところは二人はそれぞれ寮に向かった方がいいな」


    　美服院さんの意見には賛成だ。すっかり日も暮れてしまっていて、正直俺は旅の疲れもあった。明日の試合に備えて休みたい。


    「そんじゃ、ミーティングは明日の朝ってことで。また明日、会場でな」


    　そう言って、美服院さんは選手村を出て行った。


    「では、私たちも行きましょうか、木綿君。明日の朝、選手村の入り口で待っています」


    「うん、わかった」


    　二人に別れを告げて、俺はこれから一週間近く宿泊する予定となっている男子寮へと向かった。にしてもミシンちゃんと離ればなれかぁ。俺はミシンちゃんが向かう女子寮を眺めた。


    　あそこは処女の楽園。目と鼻の先にそんな魅惑の寮があるというのに、男子の立ち入りは厳禁、破れば一発で本戦失格となる。


    　とわかっていても、禁止されると余計に覗のぞきに行きたくなってしまう。静まれ、俺のエロス。目先のエロスに惑わされて、これまでの努力を無駄にしてしまっては駄目だ！


    　もんもんとした心を抑え、タブレットの案内に従って歩いて行くと、選手村のはじっこに目的の男子寮はあった。


    　っつーか、遠いよ。女子寮とかなり距離が離れている。これも女子と交流を持たせないための策なんだろうな。


    　俺が男子寮───一軒のロッジの入り口に立つと、すでに中から明かりが漏もれていた。


    「えっと、お邪魔します……」


    　ぎこちない挨あい拶さつと共に、俺はロッジの扉を開けた。


    　玄関を上がってすぐがリビングになっていて、そこにはすでに二人の男子……いや、一人は完かん璧ぺきな大人の男の姿があった。


    「おっ、最後の一人がやっときたな」


    　無ぶ精しよう髭ひげを生やし、伸ばした髪を後ろで縛っているワイルドな感じの男が俺に向かって、愛想良く声を掛けてきた。一応、本戦参加選手たちの顔と名前は把握済みだ。


    　この人は、確か脱だつ衣い士しのなかでは最年長だったはず。


    「や、俺は赤あか城ぎ和泉いずみ。三十八歳で脱衣士やってます。しばらくの間だけどよろしくな。あぁ、今、お茶淹いれてきてあげよう」


    「どうも。お構いなく……」


    　赤城さんはそそくさとキッチンへと消えていった。


    　三十八歳の童貞のおっさんに甲か斐い甲が斐いしく出迎えられた俺は、ひとまずリビングに荷物を置いた。やっぱ見ず知らずの人たちと生活を共にするだなんて気後れするな。馴な染じめるだろうか……。


    　なんて思っていると、リビングのソファーに座った少年が、俺のことを興味深そうに見上げているのに気づいた。白シャツにサスペンダーで吊つったハーフパンツ。巻き毛が特徴的なその少年は、一見少女にも見えるほどの可愛かわいらしい顔つきをしていた。


    　その子に見つめられて、俺はようやく自己紹介しなければと思い至った。


    「あの、俺、東海ブロック代表の古ふる織おり木綿もめんです。年齢は十六歳」


    　すると少年は、にかっと笑みを浮かべる。


    「僕は四国ブロック代表の弥み勒ろく峠とうげルリヲ。十四歳。よろしくな、木綿」


    　いきなり人のことを呼び捨て扱いしてるが、愛想のいいガキだ。こいつとならそこそこ話せるかもしれない。


    　って……こいつが弥み勒ろく峠とうげか、日本で唯一の男子お針はり子こ巫み女こだと[image: ]うわさに聞いている。


    「よろしくな、弥勒峠君。本人を前にして言うのもおかしいけど、やっぱ信じらんないな、男子お針子巫女なんて」


    「ルリヲでいいよ。男子お針子巫女ってそれもう巫女じゃないじゃんっとかツッコまないでね。ホント偶然お針子巫女の家系に生まれて来ちゃっただけだから」


    「ふぅん、そんなこともあるんだ」


    「遺伝とか才能とか僕にもよくわかんないけどね。生まれた時にはすでにお針子巫女の性質を持ってたらしい。しかも僕の一族は、もう跡取りは僕しかいないからさ。なんか期待されちゃって」


    「そりゃ大変だな。つっても俺も兄弟とかいないし、跡取りは俺だけってことになるのか」


    　ルリヲが座っているソファーの横に腰を埋うずめつつ、俺はふとそんなことを考えてしまった。


    「脱だつ衣い士しもお針子巫女も跡取りが大事だからなー。木綿もめんもそのうち、別の脱衣士の女と見合いとかさせられるかもしれないよ？」


    「見合いかぁ……それは嫌いやだな」


    「なんで？　あ、もしかしてもう好きな子いるの？」


    　楽しそうにルリヲが声のトーンを上げた。なんかすげー勢いで懐かれてる気がする。悪い気はしないけど。


    　するとそこにお盆にお茶を載せた赤あか城ぎさんが戻ってきた。


    「なんだ、もう仲良くなったのかい。年が近いと楽しそうでいいねぇ」


    「赤城のおっさん、今、木綿の恋バナ聞くとこだったんだよ。木綿、好きな子いるんだよなっ」


    「なんというか……まぁ、その。一応は」


    「なぁ、どんな子？　可愛かわいい？　年は？」


    「待てよ、ルリヲ君。そんな根掘り葉掘り聞かれると木綿君も困るだろ」


    　人の良さそうな赤城さんからお茶を受け取ると、俺はそれを一口飲んだ。


    「なんでー。いいじゃん、教えてくれたってさ。僕にだって好きな人居るんだよ。片思い中だけどね」


    「もしかして……パートナーの脱衣士だったり？」


    「え？　なんでわかるの？　木綿、すごい！」


    　いや、俺もパートナーのお針子巫女であるミシンちゃんが好きだからそう思っただけだ。


    　やっぱりずっと一緒にいるパートナーに恋愛感情が湧わきやすいのは当然だろう。


    「じゃあルリヲは大会が終わったら告白でもするのか？」


    「まぁね。いつかはしようと思ってる。っていうか、結婚とか……して欲しいなって……」


    　顔を真っ赤に染めて、ルリヲはモジモジと指を絡めている。


    　なんだろうこのガキ、可愛い奴やつだな。


    　すると俺の真正面に座っていた赤あか城ぎさんが、はぁ、と溜ため息いきをついた。


    「いいねー。若いとそんな夢のある話もできて。俺なんかこんな年だから、必死で結婚相手探さないと相手見つかんないんだよなぁ。脱だつ衣い士しに理解のある嫁さんってなかなかいなくてさ」


    「マジで切実な悩みですね。……ちなみに本戦の選手で狙ねらってる子とかいないんですか？」


    「いるわけないだろ。ほら、本戦の選手たちってみんな俺の半分くらいの年齢の若い子ばっかりだしね。さすがに十代に手を出すわけにはいかんでしょ」


    　たしかに、赤城さんの年齢で十代の女の子と付き合ったら犯罪っぽい。


    　でも赤城さん、顔もワイルドだし、人もいいんだからモテそうなもんだけどな。それとも童貞歴三十八年というのは、やはり男として相当なマイナス要素なんだろうか。


    「赤城のおっさんは生涯童貞を貫いて伝説の脱衣士になればいいじゃん」


    　ルリヲが空気を読まずにひどい発言をする。さすがに赤城さんも苦笑いを浮かべているが、怒らないところが偉い。俺ならそんなこと言われたら絶対キレている。


    「本当にそうなる可能性が高いから、冗談に聞こえないねぇ。……でも俺はこの大会を機に脱衣士を引退しようと思ってるんだ。そんで、目指すは結婚。人生まだまだこれからだしな」


    「そうですよ。まだ諦あきらめる年じゃないですよ、とか俺が言うのも偉そうですけど……」


    「木綿もめん君、ありがとよ。希望は捨てないさ」


    　ぐっと親指を突き立てて赤城さんは笑った。


    　その仕草に俺もルリヲもつられて笑ってしまった。


    　……とはいえ、結婚かぁ。俺もいつかは脱衣士を卒業し、童貞を捨てて結婚する日がくるんだろうか。


    　結婚するならミシンちゃんがいい。毎食、天むすを出してきそうだけどそれも大目に見る。ミシンちゃんくらい性格がよくて可愛かわいい子、ほかにいないもんな。


    　そんなことを考えていると思わずにやけてしまう。


    　俺はふと気になることを思い出して、赤城さんに尋ねた。


    「あの、さっき俺がここに入ってきたとき、『最後の一人』って言ってましたけど……」


    　今大会に出場する男子選手は全部で四人のはずだ。一人足りない。


    　そのときロッジの奥の方から物音が聞こえた。


    　振り向くと、そこには個室から出てきたと思われる少年の姿があった。前髪をさらりと伸ばした、色白の美少年。古風な詰め襟えりの学生服に身を包んでいて、身長も高い。


    　イケメン、高身長、切れ長の目。なんつー高スペック。羨うらやましい野郎だぜ。


    　そんなイケメン野郎は、こちらに一いち瞥べつをくれるとすたすたとリビングまで歩いてきた。


    「おぉ、ちょうどいいところに来た。これで四人顔合わせできたな。あ、木綿君、こっちの子は近畿ブロック代表の森もり野の灯とう夜やくんだ。年は……」


    「十八……」


    　ぶっきらぼうに答えて、イケメン野郎は明らかに俺を睨にらんでくる。


    　なんで？　俺、なんかしたか？　初対面でこの態度はないだろ。


    　森もり野のから不穏な空気が発せられているのに気がついたのか赤あか城ぎさんが話を続ける。


    「短い期間とはいえ、一緒に暮らす仲だ。みんな仲良くやっていこうな」


    「仲良くって……俺たち、ライバルなんですよ。なんで馴なれ合わないといけないんですか」


    　折角、赤城さんが和やかムードを作ってくれているのに森野の言葉は刺とげ々とげしかった。


    　しかもやっぱり俺を睨んできているし。ちっ……年上とはいえさすがにむかついてきた。


    「俺、先に風呂使わせてもらいます」


    　そう言って、脱衣所に入っていく森野。


    　赤城さんがあはは、と空そら笑わらいをして頭を搔かいた。ルリヲはあからさまにむっとした表情を浮かべている。


    「僕、あいつのこと好きじゃない。なんであんなに感じ悪いのさ。しかもなんか偉そうだし」


    「言ってやるな。灯とう夜や君も本戦前でぴりぴりしてるんだろ。そっとしといてやろう」


    「ま、関かかわらなければいい話ですもんね」


    　俺も頭に血が上っていたが、ルリヲみたいに直情的になるのも大人げないと思って冷静を装って立ち上がった。


    「そろそろ俺、休ませてもらおうと思います。部屋はどれ使ってもいいんですか？」


    「個室は二つしかなくて、相部屋になるんだ。灯夜君はもう自分の部屋決めてるみたいだけど、俺たちはまだだからな。さて、どうするかな」


    　赤城さんが顎あごに手を当てると、ルリヲがいち早く手を上げた。


    「はいはい！　僕、木綿もめんと相部屋がいい！　灯夜と一緒なんて絶対嫌いや」


    「そうかい。で、木綿君はそれでいいのかな？」


    「えぇ、構いませんよ」


    　内心ラッキーと呟つぶやく俺。俺も森野と一緒の部屋なんてごめんだ。


    「じゃあ、決まりだ。俺は灯夜君と相部屋になろう」


    　その言葉を皮切りに、俺とルリヲは自分たちの部屋へと向かった。


    



    　部屋はあまり広いとはいえず、ベッドが二つ並び、簡素な机にモニター、あとはクローゼットがあるくらいでビジネスホテルの一室といった感じだ。


    　ルリヲは窓側のベッドを自分のベッドと決めたみたいなので、俺はその隣のベッドにどさりと腰を落とした。


    　ふぅ、今日は一日いろんなことがあって疲れたな。このまま休みたいところだけど、俺には明日の試合に向けてやっておかなければならないことがある。


    「ねぇ、木綿って明日朝イチから試合なんでしょ？　やっぱ緊張するよなー」


    　一緒に部屋に入ってきたルリヲがすぐに俺の傍そばにやってくる。しかし俺はガキと遊んでいる暇ひまはないのだ。


    「ほら、邪魔だから静かにしてろ。あと、モニター使ってもいいか？　明日の対戦相手のこと、予習しておきたいんだ」


    「木綿もめんの明日の対戦相手って誰だれ？」


    「北越ブロック代表チーム〈カニバルハピネス〉。脱だつ衣い士しの名前は罪つみ木き四し季き、でお針はり子こ巫み女こは彼ひ岸がん花ばなリコって子だな」


    「うわ、あのチームなの？　初戦からついてないね」


    「そうか？　強敵って印象はないけどなぁ……。あれ？　ていうかどんな試合してたっけ？」


    　本大会が始まる前に、俺は美び服ふく院いんさんから、予選大会の全ブロックの試合映像のデータをもらって、すべての試合に目を通していた。


    「木綿はどうせ派手な試合ばっかりに目がいってたんだろ。罪木四季みたいなのが要注意人物なんだって」


    「そうなのか……？」


    　俺は予選大会のデータが入っているディスクをモニターに取り付けてある再生デッキへと挿入した。


    　映し出されたのは、眼鏡をかけナース服を着た美人脱衣士の姿。これが罪木四季さんだ。


    　データによると年齢は俺より二つ上の十八歳。なのに、なんだか体中から大人のお色気フェロモンみたいなものが出ているような気がする。要するにどことなくいやらしい。


    「〈カニバルハピネス〉の罪木四季は、予選大会中に一度も自分から攻撃していない。全部、相手の自滅で勝ってるんだ。絶対おかしいよ！」


    　モニターを見つめるルリヲ。見ると、モニターには罪木さんと戦う相手脱衣士の異常な行動が映っていた。


    　その相手選手は罪木さんに攻撃されるまでもなく自分の手で天てん衣いを脱いでいく。罪木さんはその姿を、うっすらと笑みを浮かべて見ているだけだ。


    　そして相手脱衣士は罪木さんが一度も攻撃しないうちに、全裸になってしまった。


    「そういえばこんな不戦勝もあったよな……」


    「いや、おかしいでしょ？　こんなの戦いとは呼べない。自滅もいいとこ。でも自滅する理由なんてない。ってことは罪木四季がなにかを仕掛けたに違いないって思わない？」


    「例えば、催眠術とか？」


    　自分で言っておいてなんだが、罪木さんがなにか特別な───例えば暗示をかけるような行動をとっていたようにも見えない。


    「あ、見て見て。手に注射器持ってる。あれで幻覚を見せる薬をこっそり注入したのかも」


    　ルリヲは再生していた映像を停止させ、罪木さんの手を指差した。


    　確かに罪つみ木きさんは左手に注射器、右手にはメスのようなものを持っている。一応、武器は所持しているようだ。


    「でも幻覚剤って。そんなのってありかよ。どう考えても違法薬物だろ、それ」


    「だったら……〈第六感〉とか？」


    　ルリヲのその言葉にはっとなった。


    〈第六感〉とは脱だつ衣い力りよくを極限まで研ぎ澄ますことによって得られる超常の力のことだ。俺の場合、一～二秒先に起こることを予見できる〈未み来らい視し〉が〈第六感〉にあたる。


    「〈第六感〉の力を使って相手を操ってるってことなのか？」


    「そんなことできるのかな。僕は脱だつ衣い士しじゃないからよくわかんないけど。〈第六感〉ってのはあくまで人間が元より持っている感覚を増大させて得る力なんだろ？　人を操るなんて無理だと思うけどな」


    「だとしたら……なんなんだ？」


    　俺はリモコンをほっぽりだして、ベッドの上で大の字になった。


    　わけわからん。ただ、罪木さんのその美び貌ぼう、そしてナース服姿は絶対に脱がしたいと思えるものなのは確かだ。


    　催眠術だろうが人体操作だろうが、絶対に突破してみせる。


    「そういや、ルリヲ。お前の方はいいのか？　試合の準備しなくても」


    「試合は明後日あさつてだからね。それに準備は万端整ってるよ。僕の脱衣士は絶対負けない」


    「凄すごい自信だな」


    「当たり前だろ、自分のパートナーに絶対の信頼を寄せないでどうするんだよ」


    　ミシンちゃんもそう思ってくれてたらいいんだけど。


    　ミシンちゃんの期待に応えるためにも、俺は明日の第一戦目、確実に勝ってみせる。そんな風に気持ちを昂たかぶらせ、俺は明日の試合に向けて再度、罪木さんの試合をチェックする。


    　エロエロナースな罪木四し季きさん。やはり男たるもの、一度は脱がしたいナースコス。しかも相手は処女ナースだ。当然、全裸にするしかない！


    



    　そして翌日。


    　昨夜はテンション高く意気込んでみせたものの、大会当日となるとやはり緊張してきた。


    　俺は朝の空気を胸いっぱいに吸い込んで、ミシンちゃんとの待ち合わせ場所である選手村の入り口へと向かう。待ち合わせの場所にはすでにミシンちゃんが立っていた。


    「おはよ、ミシンちゃん」


    「おはようございます、木綿もめん君」


    　挨あい拶さつを終えると、どちらからともなく俺たちは歩き出した。選手村は武ぶ道どう館かんの近辺にあるので、そのまま歩いて向かうことができる。というより、俺たちは選手村と武道館以外の場所には行けないのだ。俗世から隔離された選手村だけが俺たちの唯一自由に行動できる場所だ。


    「そういえばミシンちゃん、そっちはどう？　女子寮はいい感じ？」


    　っていうか乙女の集つどう魅惑の花園の情報が少しでも欲しい！　俺には絶対に近づけない場所だと思うと、知りたくて仕方がない。


    　しかしミシンちゃんはあっさりと。


    「別に普通のホテルと変わりません。個人部屋ですし、部屋にシャワーも完備されているので温泉や大浴場に行く必要もないですしね」


    「でも、部屋にこもってるだけなんてもったいないな」


    　大浴場に入ったら処女の裸見放題なのに！　とは言えずに、俺は想像だけで股こ間かんを熱くさせることにした。


    　そんなことを話しながら武ぶ道どう館かんの関係者入り口付近に行くと、ミシンちゃんがふいに俺の腕にしがみついた。


    　え!?　なになに？　いきなり密着されると興奮するんですけど！


    「ど、どうしたのミシンちゃん？」


    　ミシンちゃんの視線をたどると、武道館に入り口に二つの人影があった。


    　そしてよくよくその姿を見て、俺もようやく気づいた。


    「ミシンちゃん、あの人は……」


    　凍りついたようなミシンちゃんの表情からは、俺の言葉が聞こえているのかどうかすら、わからない。そこに立っていたのはミシンちゃんがよく知る人物。


    　中国ブロック代表、チーム〈妹いもうと姫ひめ〉の脱だつ衣い士し、妹いもうとヶが原はら美み杏あんとそのパートナー。


    「マチ……姉さん」


    　その名を口にしたミシンちゃんは、深呼吸をすると意を決した表情で一歩を踏み出す。そして、俺とミシンちゃんは待ち構えていた二人に近づいていった。


    「ふふっ、ごきげんよう。ミシン」


    　巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ女性が声を掛けてきた。その人の顔はミシンちゃんとよく似ていて、違いがあるとすれば吊つり目のミシンちゃんに対して、相手は垂れ目なところくらいか。


    　彼女とミシンちゃんの顔が似ているのは、彼女───天あま縫ぬいマチさんがミシンちゃんの三つ年上の実の姉だからだ。


    　マチさんがチーム〈妹姫〉のお針はり子こ巫み女ことして本戦に出場することは事前に知っていた。とはいえ、こんなに早く対面することになるとは思ってもいなかった。


    　ミシンちゃんとマチさんの姉妹の間には、複雑な事情がある。


    　実は、本来、俺のパートナーとなるお針子巫女はマチさんで、それは、古ふる織おり家と天縫家で決められていたことだったのだ。ミシンちゃんはそんな取り決めに逆らって半ば強引に俺をパートナーにしてしまった。つまりマチさんから俺というパートナーを奪ったことになる。


    「ど、どうしてこんなところに……」


    　マチさんに対する罪悪感からか、ミシンちゃんの声にいつもの凜りんとした調子がない。


    「私の妹の試合なんですもの。応援しないわけにはいきませんわ」


    「でも私はっ、姉さんから木綿もめん君を……奪ったのですよ。恨んではいないのですか……？」


    「確かに、本家の方では、一族の取り決めを破り、勝手に〈脱だつ衣えの儀ぎ〉へ出場したことは許されざることだという厳しい意見も出ています。勘当すべきという声もあるくらいです」


    　マチさんの口調は優しいが、その内容はとても厳しいものだ。その言葉をミシンちゃんはうなだれてじっと聞いている。


    「しかし、私個人の意見は違いますわ。予選の試合を見て感じました。ミシンもまた一人のお針はり子こ巫み女ことして〈脱衣の儀〉へ本物の情熱を注いでいるようですね。だからミシン、私はあなたを一人前のお針子巫女だと認めているのですよ」


    「姉さん……そんな風に言ってくれるなんて。私、勝手なことばかりしてるのに……。ずっと謝りたかったです」


    　ミシンちゃんは背せ筋すじを正してマチさんの真正面に立つと、深く頭を下げた。


    「木綿君を奪ったこと本当にごめんなさい。私は自分の生き方を自分で選びたかったんです。そのことで姉さんに迷惑をかけてしまいました」


    「いいのですよ、もう謝らなくとも。ミシンの気持ちは充分に伝わりました。それに木綿君とミシンが戦っている姿を見て私は思いました。きっとあなたたち二人は最初から運命の糸で繫つながれていたのだと」


    　そしてマチさんは、頭を下げたままのミシンちゃんの肩に手をかけた。


    「これからは良きライバルとして共に本戦に挑みましょう。どちらがより優れたお針子巫女か、勝負です。妹だからといって手加減してあげませんからね」


    「はいっ、こちらこそです。姉さんには全力で挑みます！　姉さんと戦うまでは、私たちは負けません！」


    　そう言ったミシンちゃんの顔は晴れやかなものだった。


    　罪悪感は振り切れたようだ。


    　するとマチさんが傍かたわらに控えていたブレザーの制服姿の少女に視線を移した。


    　おかっぱ頭に色白の肌。どこを見ているのかわからないぼんやりとした瞳ひとみ。その少女を見ているとどこか儚はかなげな印象を受けた。


    「紹介するわ。私のパートナー。脱だつ衣い士しの妹いもうとヶが原はら美み杏あんよ」


    「俺の代わりってことですか。……でもどうやって見つけたんです？」


    「天あま縫ぬい宗家が総力を挙げて、全国に居るパートナーを持たない脱衣士を捜し出したのです。美杏は島根県の出雲いずも市で神世の時代から続く脱衣士の一族でしたが、パートナーとなるお針子巫女の一族がおらず、そこで是非私のパートナーとなってくれるように頼んだのです」


    「お姉様が私を見つけてくれなかったら、私は〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加することもできなかった。お姉様には心から感謝してます」


    　とろんとした瞳ひとみでマチさんの顔を見上げる美み杏あんさんの頰ほおは赤く染まっていた。


    「ふふっ、今では私と美杏は深い絆きずなで結ばれた常勝無敗のタッグです。……ねぇ美杏、どうかしら。私の妹とそのパートナーは。あなたの良き好敵手になると思って？」


    　言われた美杏さんはその瞳を俺へと向けると、頭をゆったりと傾かしげた。


    「さぁ。別に強そうには見えない。お姉様と私の相手ではないと思います」


    　平へい坦たんな口調のわりに手厳しい言葉だった。


    　真っ向からそう言われてはなにか言い返したくもなるのだが、美杏さんの淡々とした口調になんだか言い返す気も起きなかった。


    　次の瞬間、美杏さんの全身から爆発的な脱だつ衣い力りよくが放出された。その脱衣力は赤いオーラとなって俺たちを呑のみ込む勢いで広がっていく。


    　一瞬にして、ぼんやりとした瞳が別人のように凜りんと鋭くなっていた。


    「脱衣戦は心の強さ、強い気持ちが勝敗を決める。私はお姉様と共に優勝すると強く心に決めている。だから私の想いは誰だれよりも強い」


    　ごぉっとさらに勢いを増す脱衣力。


    　俺には一瞬、美杏さんの姿がオーラを纏まとって巨大に見えた。それほどまでの圧倒的脱衣力。
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    　心が折れそうになる。自然と後ずさってしまった。


    「美み杏あん、そこまで。あまり相手を怯おびえさせてはいけませんよ」


    「はい、お姉様」


    　マチさんと美杏さんは互いに顔を見合わせ、和やかに微ほほ笑えみあった。


    「私と美杏の相性は抜群ですわ。それに美杏の脱だつ衣い力りよくには誰だれも及ばない。あなたたちがどう挑んでくるか、今から楽しみです」


    　ゆったりと頭を下げて、マチさんが美杏さんを連れて俺たちの横を通り過ぎていく。


    　戦う前から勝者の余裕に満ちている。でもこのままじゃ悔くやしい。俺は振り返って、マチさんの背中に向かって一言浴びせた。


    「想いの強さが勝敗を決するなら、俺の想いは誰にもまけませんっ。必ず美杏さんも倒してみせます！」


    「だったらまずは一回戦突破ですわね。ここで負けてはお話になりませんもの」


    　マチさんは振り返らずにそう告げると、去っていってしまった。


    　マチさんの言う通りだ。


    　一回戦の対戦チーム〈カニバルハピネス〉を打倒し、勢いに乗ってやる。


    　俺たちは、張り詰めた緊張感をひしひしと感じながら会場へと足を踏み入れた。


    



    　控え室にはすでに美び服ふく院いんさんがいた。


    「おっはよー。会場前でミシンの姉ちゃんに会ったでしょ」


    「どうして姫ひめが知ってるんです？」


    「だってあの二人、私が来た時にはもう会場前で待ってたから。軽く挨あい拶さつしておいたよ。うちのチームはてめぇらみたいな小娘には絶対に負けないってな」


    　それ完かん璧ぺき喧けん嘩か売ってるじゃないですか！　だからあんなに闘志むき出しだったのか。


    　美服院さんはミシンちゃんの目の前に立つと、ミシンちゃんの頭をぽんぽんと撫なでた。


    「姉ちゃんとはちゃんと話しできたか？」


    「は、はい……仲直りはできたと思います」


    「かかっ、そりゃよかったな。姉妹仲がいいのが一番だ」


    　さっき喧嘩売ってたよな！　やってることと言ってることが矛盾してるって！


    「さてと、そんじゃ第一回戦に挑もうじゃないか。木綿もめん君、当然だが負けるなんて許さないからな」


    「わかってます。美服院さんに恨まれるわけにはいきませんし」


    　美服院さんにこの国の頂いただきに登るという野望があるように、俺には俺の、対戦する処女を全員脱がすっていう野望があるんだ。初戦敗退なんてことはしないさ。


    



    　天てん衣いに着替え終えるのとほぼ同時に、係の人が試合開始一〇分前を伝えにやってきた。


    　俺は一度深呼吸をしてから、控え室を出る。


    　そして通路を抜けて神楽殿に続く花道を歩き出した。すると俺たちに強烈なスポットライトが当てられ、満員の会場が盛り上がり始めた。


    　そんな中、俺は手に嵌はめた黒い手袋に目をやった。


    　この手袋はミシンちゃんとの絆きずなの証あかし。


    　天あま縫ぬい家奥義と言われる〈糸い心しん伝でん針しん〉という技によって、俺とミシンちゃんは心と体を繫つなぐことができる。具体的にはテレパシーのような意識のやりとりや、手袋を嵌めた両手をミシンちゃんが操作し、糸と針による攻撃を仕掛けることも可能だ。


    〈今回は一度でも負けたらそこで終わりだ。ミシンちゃん、二人の力で必ず勝ち進もう！〉


    　俺が心の中でそう念じると、花道を歩いていたミシンちゃんが無言で力強く頷うなずいた。心の声は届いている。


    　そして俺は戦いの舞台となる神楽殿に飛び上がった。そこから見えるのは、大観衆の姿。何万人という人間に見られて戦うという感覚は、予選大会以来だ。


    　自らの中で湧わき上がってくる熱意や緊張感などがない交ぜになった感情に、体が震ふるえた。


    　いわゆる武者震いってやつだ。会場の熱気は予選を遥はるかに上回っている。観客たちから向けられる期待の声や視線が俺を奮い立たせている。


    　俺が舞台の上で観客たちを仰ぎ見ていると、突如としてどっと会場が沸わいた。花道の向こうから対戦相手の罪つみ木き四し季きさんが観客に手を振りながら歩いてくる。


    　そして会場を沸かせながら、罪木さんは神楽殿へと上り俺の前に立った。


    　つややかな髪をさらりと流し、ワンピースタイプの白衣を纏まとっている。頭には白いナースキャップ。そして顔には眼鏡がかけられていた。


    　眼鏡越ごしの美び貌ぼうが眩まぶしい。妖よう艶えんな魅力に[image: ]あふれている。さらに白衣に白いタイツ姿というのもそそる。今にも脱がしたくなる組み合わせだ。


    　会場のあちこちから罪木さんを応援する声が上がっている。


    　ちなみに俺に対する女性ファンの黄色い声援というのは皆無だった。


    　男たちの「脱がせコール」だけが向けられる。


    「では両者揃そろいましたので、試合を始めさせていただきます。私は審判兼実況を務めます、桜さくら海え老び子こと申します。みなさま、お見知りおきを」


    　相対する俺と罪木さんの間に立ったのは、東海ブロック予選大会でお馴な染じみの巫み女こさんだった。


    「え？　なんで全国大会にまで……？」


    　すると海老子さんは俺の傍そばによってきて、ぺこりと頭を下げた。


    「えへへ。〈脱だつ衣えの儀ぎ〉審判兼実況の巫女人気投票で、全国一位になりまして。こうして本戦の大舞台に立たせていただくことになりました」


    　海え老び子こさんがこっそりとそう教えてくれた。


    　予選大会では、脱がすべき相手のことばかり見ていて海老子さんのことをまじまじと見たことはなかったが、改めて見ると人気投票全国一位に相応ふさわしい可愛かわいさを持っていた。


    　大きな瞳ひとみに、笑うと八重歯が覗のぞくその表情なんかたまらない。


    　あぁ、脱がしてやりてぇ。なんで海老子さん選手じゃねぇんだよ。


    　なんか試合前からムラムラしてきた。心の奥底からエロスが湧わき上がってくる。


    「くくっ……今日は調子がいいぜ」


    　俺はたまらず青いオーラとなった脱だつ衣い力りよくを全身から放出した。その勢いは、こんこんと湧き出る泉のように留とどまるところを知らない。


    「おっとさっそく脱衣力を燃やしているようです。なぜか私のこともちらちら見ているのが気になりますが、ここはまず両者共に名乗りを上げてください」


    　海老子さんからマイクを渡されると、俺は勢いよく名乗りを上げた。


    「チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめん！　目指すは優勝！　誰だれであろうと丸裸にしてみせます！」


    　この名乗りに、会場がさらなる盛り上がりを見せた。


    　続く罪木さんは妖よう艶えんな魅力を体中から[image: ]あふれさせながらマイクを握った。


    「うふっ。私はチーム〈カニバルハピネス〉の罪木四し季き。古織木綿君、君にはとても興味があるの。男子の脱だつ衣い士し……とっても美お味いしそうね」


    　ふふっと不敵に笑って、罪木選手は俺の体を上から下まで舐なめるように見た。


    　なんだか視線がいやらしいのは気のせいか？　これが全国レベルか。エロさも凄すさまじいぜ。


    



    『ようこそ、私の夜の診察室へ。ほら、君の体を味見させて頂ちよう戴だい』


    『もちろんですっ！　すべてをお姉さんに捧ささげます！』


    



    　なんていう妄想をしていると、海老子さんが試合開始の軍配を上げた。


    「それでは両者見合って───脱がし合い、開始！」


    　海老子さんが勝負の開始を宣言した。


    　その瞬間、俺は速攻に出ていた。


    　戦わずして勝つ、それが罪木さんのスタイルというのなら、なんらかの術中に嵌はまる前に攻撃を仕掛けてやる！


    　俺は、狩かり衣ぎぬの袖そでをはためかせ疾風のように駆けた。罪木さんとの間合いを一気に詰める。


    　そして両袖から一本ずつ扇せん子すカッターを取り出した。


    　それをばさりと広げて、扇子カッター二刀流による接近戦へと持ち込んだ。


    　しかし罪つみ木きさんも無防備に俺の攻撃を待っているわけではない。


    　接近する俺に対して、両手に三本ずつ持った鋭いメスを一斉に投げつけてくる。


    　だが、この程度の攻撃なら、余裕で対処できる。


    　意識を集中し、両手の扇せん子すカッターですばやくメスを弾はじき返した。


    「さぁ始まりました〈脱だつ衣えの儀ぎ〉本戦第一試合。罪木選手はこれまで一度たりとも対戦相手とやり合うことなく不戦勝によって勝ち上がってきました。ですが、さすがは本戦と言うべきか。罪木選手、ついに本格的な攻撃を見せました！　それに対し古ふる織おり選手、鋭いメスの攻撃を華麗に捌さばいております！」


    　いける！　メスの動きに気をつけていればこのまま接近戦で押し切れる。


    　俺は罪木さんが次々と取り出してくるメスを右手に持った扇子カッターで防ぎながら、左手の扇子カッターでナース服の胸もとを狙ねらった。


    「そう簡単にはいかないわよ？」


    　罪木さんが呟つぶやくと、舞うように身を翻ひるがえし俺の一撃を避よけていく。そして攻撃が空振りしてしまった俺の隙すきを突いて、手にしたメスでざくりと俺の天てん衣いの袖そでを切り裂さいた。


    「さぁ、もっと切り刻んであげようかしら？　それともお注射がお好み？」


    　俺はこのまま近接攻撃を続けようか迷ったが、罪木さんの右手に特大の注射器が見えたので、さっと後方へ退ひいた。


    　[image: ]なぞの薬品による幻覚攻撃があるかもしれない。注射器には極力注意しなければ。


    「ここで古織選手、後退しました。両者とも素早い攻撃のぶつかり合い！　最初にダメージを負ったのは古織選手ですが、まだまだ挽ばん回かいの余地はあります！」


    　そうさ、まだまだ試合は始まったばかりだ。あのナース服を脱がして魅惑の裸を拝むための策を考えなければ。


    　処女ナースを脱がす機会なんて一生に一度きりかもしれない。


    　そう思うと、脱がし方にもこだわりを持たなければ。例えばまずはナース服のみを切り裂き、ナースキャップに下着姿、それに白タイツ。というエロさ全開の姿を一度堪たん能のうしてから、今度はタイツをこの手で引き裂くという背徳的エロ行為を味わい、それから──


    〈あの……木綿もめん君。私たちはいま〈糸い心しん伝でん針しん〉で繫つながってるんです。心の声がだだ漏もれになってますよ〉


    　唐突に頭の中にミシンちゃんの声が響いた。


    　しまった！　ミシンちゃんにエロスな心が読まれてしまった！　恥ずかしい！


    〈あの……聞かなかったことにしてくれる？〉


    〈仕方ないですね、木綿君はえっちな気持ちが強いほど実力を出せますからね。多少のことは大目に見ます。でも海え老び子こさんにまで欲情したのはどうかと思いますが〉


    〈……ミシンちゃん、それはひとまず置いておいてこれからの策を練ろうか〉


    　無理矢理に話題を変えて、俺は罪つみ木きさんとの距離をじりじりと詰めていく。


    　すると突然、視界が一瞬ぼやけた。


    「ん……？」


    　なんだ今の感じ。目め眩まいか……？　視界がブレて見える。なんだこの感覚……？


    〈どうしました、木綿もめん君？〉


    〈なんでもない、大丈夫〉


    〈それにしてもメスによる切り裂さき攻撃が厄やつ介かいですね。扇せん子すカッター二刀流でも歯が立たないなんて。〈糸し解かい〉を使いますか？〉


    〈いや、〈糸解〉は奥の手だ。初戦で出すような技じゃない。ここはまず俺一人でなんとかしてみせる〉


    　それに針と糸による攻撃〈糸解〉は俺の天てん衣いを解いて使う諸もろ刃はの剣つるぎでもある。そう簡単に使うわけにはいかない。


    　俺は扇子カッターを袖そでにしまうと、今度はかんざしを何本も取り出し罪木さんめがけて投げつけた。


    　けれど、やはりというか、かんざしの投とう擲てき攻撃もあっさりとメスによって捌さばかれてしまう。


    　しかしそれはかんざしを囮おとりにした次の攻撃への布石。かんざしを投げると同時に、俺は罪木さんの元へと突っ込んでいったのだ。かんざしを捌いている隙すきを突いて一撃を入れる！


    　扇子カッターを素早く開くと、俺は罪木さんとの五メートルほどの間合いを一気に駆けた。


    　が、そこでぐにゃりと視界が歪ゆがみ、目の前の光景が一瞬にして変わってしまった。


    　俺は───ジャングルのただ中に立っていた。


    　そんなはずあるかよっ！　と自分の目を疑いたくなったが確かにここはジャングルだ。暑さも湿気も尋常ではない。体中からぶわっと汗が噴き出す。


    「……！」


    　突然の出来事に当惑していると、審判兼実況の海老子さんと目が合った。


    　海老子さんも俺が迷い込んだジャングルに巫み女こ服ふく姿で立っているのだ。


    　お互い、目を丸くして驚いている。


    「ど、どういうことでしょうか！　舞台が一瞬にしてジャングルへと変化しました。ただただ驚くことしかできません！」


    　実況の声も虚むなしくジャングルの緑の中を響いていく。そう、ここには観客すらいないのだ。いるのは、俺と海老子さんとそして───目の前で涼しい顔して立っている罪木さんだけだ。


    「やっと効果が出てきたようね。ようこそ私の世界へ。湿度百パーセントの熱帯雨林。君は随分暑そうな格好をしているのね」


    「どういうことだ……！　やっぱり催眠術を！」


    「少し違うかな。私の天衣には目にも見えず匂においもない特製の幻覚剤をまき散らす仕掛けがしてあるの。その幻覚剤を吸った相手は私の妄想の世界に引き込まれる。言わば幻覚攻撃。一度、私の妄想世界に引き込まれれば、私の意思でしか元には戻れない」


    〈木綿もめん君！　なにが起きているのですか！〉


    　頭の中にミシンちゃんの声が聞こえてきた。どうやら〈糸い心しん伝でん針しん〉はここでも使えるようだ。


    〈信じられないけど、どうやら俺は罪つみ木きさんの妄想世界に囚とらわれたみたいだ。気づかないうちに幻覚剤を吸わされてたらしい。……舞台の上の俺は今どうなってる？〉


    〈棒立ちですよ。罪木さんも海え老び子こさんも、三人とも無言でただ棒立ちになってます。〈糸し解かい〉による攻撃を加えようとしても木綿君の体が動いてくれませんっ〉


    〈体の自由は完全に奪われてるっぽいな。参ったよ、まったく〉


    　俺は額ひたいから垂れる滝のような汗を拭ぬぐった。


    　この暑さ、耐えられない。天てん衣いにべったりと汗が染み込んで気持ちが悪い。今すぐにでも脱ぎ去りたいが、おそらくこの世界で天衣を脱げば現実世界の俺も天衣を脱いでしまうんだろう。


    　これが昨日の夜映像で見た、勝手に相手が天衣を脱いでいくという不思議な現象の正体ってわけだ。


    「でもおかしい。この暑さを作り出したのが罪木さんなら、どうしてあんたは暑さを感じずにいられるんだ。さっきから涼しい顔してるのはなんでだ？」


    「それは、私の妄想だもの。設定も自由自在。私だけ暑さを感じなくするのもたやすいこと。あぁ、そこの審判のお姉さんも涼しくしてあげるわ」


    　ぱちん、と罪木さんが指を鳴らすと海老子さんの顔から汗がすぅっと消えていった。


    「本当ですっ。急に涼しくなりました。これで実況を続けられそうですが……果たして実況する必要があるんでしょうか？」


    　いや、知らねぇよ。


    　それより俺はこの状況をどう打破すればいい？　なんでもありの妄想なら、暑さだけじゃない攻撃もできるはず。


    　そんな俺の心境を読んだのか、にんまりと罪木さんが笑った。


    　見れば罪木さんの目の前に無数の巨きよ大だい蜂ばちが飛んでいる。


    「この蜂は服の間に入り込み針による攻撃を加える。妄想の中とは言え、激痛に悶もだえ苦しむことになるわよ」


    　ぶぅぅんと羽音を鳴らして、巨大蜂が群れをなしてこちらに向かってきた。


    「くそっ、来るなっ！」


    　俺は扇せん子すカッターを抜き放ち、近寄る蜂を片っ端から切り落としていく。


    　しかし、体からは大量に汗が噴き出てどんどんと体力を失っていくのを感じた。


    　このままじゃ駄目だ。


    〈木綿もめん君、そこがなんでもありの妄想世界だというなら。木綿君の妄想を浸食させることはできないでしょうか？　木綿君の脱だつ衣い力りよくはエロスの力。その力で妄想世界を自分色に染め上げるのです！〉


    「なるほど、やってみる価値はありそうだな」


    　全ての蜂はちをたたき落とした俺は、強く目を瞑つむり脱衣力を集中させた。


    　ここは罪つみ木きさんの作り出した妄想世界。妄想とは心の中に渦巻く空想。そこに俺の脱衣力を注ぎ込み、妄想にエロスをぶつける！


    「はぁぁぁぁぁぁぁ！　冴さえ渡れ、俺の脱衣力！」


    　体から[image: ]あふれ出した青いオーラが熱帯雨林の世界を包む。


    　なんとかしてこの世界に俺の妄想をねじ込ませるんだ。


    　例えば───触手を思わせる青く太い蔦つた。それで罪木さんの体を弄もてあそぶ。


    　触手プレイは嫌いじゃないぜ。罪木さんはどこまで耐えられるかな？


    　俺の想いエロスに応えるように、罪木さんの足下から何本もの太い蔦が伸びてきた。


    　蔦は一瞬にして罪木さんの体を縛り上げる。


    「な……こんなこと！」


    「ふっふっふ。体のラインがはっきりわかっていい光景ですよ」


    　わきわきと俺が十本の指を動かすと、触手となった蔦がそれに合わせて罪木さんの体を嬲なぶっていく。

  


  [image: ]



  
    「いやっ、やめてっ！　そこは駄目っ……！」


    　二本の蔦つたが罪つみ木きさんの豊満な胸の形をくっきりと浮き上がらせるかのように絡みつき、そして蔦の先はナース服の胸もとからブラジャーの中をまさぐり、罪木さんの乳首をぬっとりと舐なめるように弄いじっていく。


    「あんっ……駄目なのっ……。弄っちゃいやぁ……」


    「いい顔です、罪木さん。ほら、もっといやらしく喘あえいでくださいよ」


    　今度は無数の蔦を罪木さんのパンツの中へと潜り込ませた。


    　蔦の一本一本が俺の指先の延長のような感覚で自在に動かせる。俺は罪木さんの下腹部の割れ目を探すように蔦を[image: ]はわせていく。


    　初めはゆっくりと撫なでるようにまさぐってから、処女の未いまだ開かれたことのない花園の奥へと触手を伸ばそうとしたその時だった。


    　突然、ぱりんと鏡を割ったように密林世界が砕け散った。


    　そして俺は現実世界へと帰還した！


    　目の前には、妄想世界の恥辱から覚めやらぬ罪木さんの姿があった。


    　今だ！


    「脱だつ衣い技わざ───脱がしの一手〈鶴かく翼よく〉！」


    　仕掛けたのは、スタンダードにして俺が最も得意とする脱衣技四し十じゆう八はつ手ての一つ。


    　鶴つるを思わせる両腕のしなやかな動きから、袖そでへと手を差し込み、そのまま流れるように脱がす！


    　スタンダードな技だからといって侮あなどるべからず。


    　基礎中の基礎ゆえにアレンジを加えることも可能。


    　本来なら一秒足らずでつるんと下着まで脱がしきるところだが、男なら一度はやってみたいパンスト破きを実行する。


    　俺はナース服を脱がし終えると露あらわになったパンストをこの手で思いっきり引き千ち切ぎった。


    「いやんっ……！」


    　罪木さんから可愛かわいらしい声が上がったところでテンションはマックスまで高まる。


    　引き千切られたパンストから覗のぞくレースのパンツを堪たん能のうしてから、俺は流れるようにパンツとブラジャー、そしてナースキャップと眼鏡を外した。


    　幻覚世界で弄もてあそんだ乳首はぴんと立っており、パンツはしっとりと湿り気を帯びていた。


    　ぬ、濡ぬれ濡れナースさんっ！


    　その魅惑の光景に見とれていると、相手のお針はり子こ巫み女こがタオルを投げ込んだ。


    「勝者、古ふる織おり選手！　幻覚攻撃から見事脱出し勝利を摑つかみました！」


    　海え老び子こさんは俺の手を高らかに掲げた。


    　会場は、俺が妄想世界に行っていた間、なにが起こっていたのかわからなかっただろうが、それでも初戦初勝利に沸わいていた。


    　俺が勝利の余韻に浸りながら舞台を後にしようとしたとき、後ろから声を掛けられた。


    「私の幻覚攻撃をあんな風に破るなんて、恥ずかしかったけど……やっぱり君、面白いわ。もっと興味が湧わいてきたかも」


    　ふふっ、と笑う罪つみ木きさんの眼鏡の奥が妖あやしく光っていた。妙な人に好かれてしまったようだ。


    　あんな幻覚攻撃は二度とごめんだ。けど後半は正直楽しかったけどな……。


    　俺は触手攻撃のエロさを思い出し、前屈みになりながら舞台を下りていった。


    「木綿もめん君っ、私たいして役に立てなくてごめんなさい。〈糸い心しん伝でん針しん〉の力も充分に発揮できなかったですし……パートナーとして情けないです」


    「そんなことないって。ミシンちゃんのアドバイスで勝てたようなものだし」


    「いいえ、今回は木綿君の……えっちな攻撃が冴さえていたんです。私だったらあんなマニアックな触手攻撃なんて思いつきませんっ」


    「それは褒ほめられてるのかどうか微妙だな。ま、でも無事に一回戦突破だ！」


    「ですねっ。木綿君の脱だつ衣い力りよくも予選よりずっと上がってます。この調子でいきましょう！」


    　俺たちはお互いに勝利を嚙かみしめながら、控え室へと戻っていった。


    



    　控え室にはモニターで試合を観戦していた美び服ふく院いんさんが待っていた。


    　第一回戦を突破したということもあって、かなりご機嫌で、どこから用意したのかシャンパンまで開けていた。


    「おめでとー、木綿君にミシン。なんかイマイチぱっとしない戦いだったけど、無事に勝ってくれて私は嬉うれしいぞ」


    「俺がジャングルで戦ってきたなんて言っても、美服院さんにはわかってもらえないんでしょうね」


    「は？　なんのことだ？」


    「いえ、いいんです。説明するのもめんどうなので」


    「ま、細かいことは気にせず。今は勝利を祝おうぜ。ほら、君たちにはこれだ！」


    　美服院さんが投げて寄よ越こしたのは、すでにお馴な染じみとなっている、美服院さんの会社が出している天むす弁当だった。


    「勝利の天むすですね！」


    　天むす大好きっ娘このミシンちゃんは歓喜している。


    「そんじゃ、私はシャンパン。君たちは天むすを手にとって」


    　美服院さんがグラスを掲げると、俺とミシンちゃんも天むすを掲げる。


    「かんぱーい！」


    　こうして俺たち三人は勝利を祝ったのだった。


    　勝利の天むすは、いつもよりも数倍美お味いしく感じた。


    



    　波乱の一回戦を勝ち進んだ俺は、午後も会場に残ってほかの選手の観戦をすることにした。


    　ミシンちゃんは天てん衣いの修繕のために選手村に戻っている。


    　一人になった俺は、ある人を捜して控え室が並ぶ廊下をうろうろとしていた。


    　そのある人とは───


    「あ、いた！」


    　自販機コーナーでジュースを買っている、不気味なツギハギだらけの着ぐるみ。


    　明らかに気味の悪いその姿だが、俺はその人が誰だれなのか知っているので話しかけることができた。


    「切きり原はらぷに子さんですよね。あの、古ふる織おり木綿もめんです。覚えてますか？」


    　ツギハギだらけの着ぐるみこと、ぷに子さんは俺の顔を見て、くいくいと大きな頭を縦に振った。


    　この人は、東海ブロック予選最終試合で激闘を繰り広げた相手、切原うさ子さんの実の姉であり、うさ子さんのパートナーのお針はり子こ巫み女こでもある。


    「俺、うさ子さんの応援に来たんです。でも控え室がわからなくって……」


    「…………」


    　極度の恥ずかしがり屋というぷに子さんは声を出すことすら恥ずかしがるのだ。けれど、こちらの意図はくみ取ってくれたようで、ふかふかの着ぐるみの手で俺の腕を摑つかむと黙々と歩いて行く。どうやら案内してくれるようだ。


    　少し歩くと、うさ子さんたちのチーム名〈うさぷにシスターズ〉の名前の書かれた控え室前までやってきた。


    「…………」


    　ぷに子さんは無言のままに控え室の扉を開けて、俺を中へとうながしてくる。


    　俺はぷに子さんの無言の圧力に圧おされるように控え室に足を踏み入れた。


    　ぱっと見、控え室の中にはうさ子さんの姿はなかった。


    「出かけてるん……」


    　と、俺が言いかけた時、奥のパーテーションで区切られた所からうさ子さんがひょっこりとその姿を現した。


    「ぷに子姉ねえ、自販機見つかった？　ていうか、おしるこなんて売ってるのかな？」


    　そんなことを言いながら現れたうさ子さんは、特徴的な長髪ツインテールは相変わらずなのだけれど、それ以外の部分が黒いパンツにニーソックス。上半身に至っては裸という素晴らしい格好をしていた。もちろん俺が居るとは知らないはずなので、着替え途中だったに違いない。


    　そんな無防備な姿をしたまま、うさ子さんは俺と目を合わせて硬直してしまった。


    　ちなみに俺もなにも言えずに固まっている。ただしそのけしからん半裸の姿は凝視していた。目を逸そらせるはずもない。こんな素晴らしい光景なんだから。


    「も、ももも木綿もめんさんっ!?」


    　三秒近く固まっていたうさ子さんはようやく俺がいるという事実を認識すると、素早くパーテーションの向こう側に引っ込む。


    「違うんですっ。お、俺はただぷに子さんに案内してもらっただけで……」


    　こんな言い訳が通用するかわからないが言うだけ言ってみよう。


    　するとうさ子さんの怒った声が返ってきた。


    「わかってます！　全部、ぷに子姉ねえのせいですよねっ。私が着替え中だって知ってたくせに」


    　怒りの矛先は俺にではなくぷに子さんに向けられていて、ほっとした。


    　と、同事に背後にいたぷに子さんを見ると、お腹をかかえて床をばしばし叩たたいていた。どうやら爆笑しているらしい。


    　酷ひどいお姉さんだな……俺にとっては美お味いしいシチュエーションを提供してくれてありがたいけれど。


    「木綿さん、ごめんなさい。はしたない姿をお見せしてしまって。すぐに着替え終えますから」


    「いえいえっ、ごちそうさま……じゃなくて、お気になさらず」


    　予選大会で一度この手で脱がして全裸を見たとはいえ、久々に見るうさ子さんの体はそりゃあもうエロエロだったぜ。股こ間かんに熱くたぎるマグマを感じる。


    「ぷに子姉、いたずらにしては度が過ぎますよ。酷いです」


    　天てん衣いである漆黒のエナメルボンデージ衣装に身を包んだうさ子さんが、ぷりぷり怒りながらパーテーションの向こう側から出てきた。


    　この天衣も異常にエロいと思うのだが、うさ子さんはどうやらこの衣装だと恥ずかしくないらしい。どこかズレてるよな。


    　怒られているぷに子さんは、着ぐるみ姿のまま器用に正座してごめんなさいしている。


    「ところで木綿さんはどうしてここに？」


    　あなたの半裸を見るために！　じゃなかった。


    「予選大会からずっと会えてませんでしたから。ライバルとして頑張ってくださいって言いたくて。あのっ、これから一回戦目ですよね」


    「じゃあわざわざ応援のために来てくれたんですか？　嬉うれしい。木綿さんってホントに優しいですよね」


    「そそ、そんな優しいとかではなくて。別にその……」


    　予選大会でうさ子さんに出会った俺は、そのアイドル級のルックスと清純派な性格の虜とりこになってしまったのだ。脱だつ衣い士しとして戦う傍かたわら、アイドルを目指しているうさ子さん。俺はそんなうさ子さんのファン第一号だったりする。


    　そして二か月ぶりに再会したうさ子さんはやっぱり可愛かわいさ全開。傍そばにいるだけで、胸がどきどきして苦しくなる程の存在感を放っていた。


    　うさ子さんを見ていると思わずうっとりと眺めたくなってしまう。するとうさ子さんは俺の熱い視線を感じ、恥ずかしそうにする。


    「あの、そんなに見つめられると……その」


    「ご、ごめんなさい。つい……。あ、そうだ」


    　俺は妙な空気を一変させようと話題を変えた。


    「うさ子さん、もうすぐ試合開始時間ですよね。うさ子さんなら楽勝じゃないですか？」


    「そうとも言い切れません。正直、緊張してます……でもこうして木綿もめんさんが会いに来てくれたからちょっとは緊張もほぐれましたけど」


    　言葉とは裏腹に、緊張のせいかうさ子さんはうまく笑えていない。うさ子さんはプレッシャーにとても弱い人なのだ。特に大勢の人間に見られることを極端に苦手としている。


    　俺はそのことも心配で、控え室を訪れようと思ったのだ。


    「そういえば、キリコさんってまだ居るんですか？　やっぱりまだ……」


    「えぇ。大舞台に立つと思うとどうしても[image: ]ひよう変へんしちゃいます。ほら、この天てん衣いを着てハサミを持っただけでも」


    　体中につけられているシザーホルダーから刃渡り二〇センチはありそうなごついハサミを一丁抜き取ると、うさ子さんの表情が一変した。


    　朗らかな笑みから、凄せい絶ぜつな笑みへと。


    　くるんと愛らしい瞳ひとみも鋭くなっていく。


    「あはっ。久しぶりに切れ味、試してみる？」


    　ぺろりとハサミの刃はを舐なめながら、うさ子さん、いやキリコは体から禍まが々まがしい気配を発している。これは極度にプレッシャーに弱いうさ子さんが、自身の逃げ道として作り出したもうひとつの人格。戦いの舞台に立つうさ子さんの体に宿るキリコという人格なのだ。ちょっとややこしいけれど。


    「まぁ、キリコさん……ハサミを納めてください」


    「いーや。ずっとうさ子の中に閉じ込められてたんだから。私、体がうずうずしてきちゃった。あぁ、そうだ。君、また私と戦わない？　きっと楽しいよ。ふふっ、ふはははははっ」


    「あー……なんか色々心配でしたけど。大丈夫そうですね。今日もキリコさんは元気そうですし」


    　欲を言えば俺はキリコよりうさ子さんとの会話を楽しみたかったのだけれど。


    　試合開始時間が迫っている中、すでにキリコモードに性格が切り替わってしまったみたいだ。


    「そういえば私、君に負けちゃったんだった。あはっ。悔くやしいなぁ。君のこと切り刻みたかったのになぁ」


    　いつの間にか両手にハサミを携たずさえ、キリコが俺に迫ってくる。


    　かなりヤバイ。ここでいきなりバトル勃ぼつ発ぱつなんて洒しや落れにならない。


    　と、間一髪。控え室の扉がノックされて、係の人が入ってきた。


    「試合開始間近となりましたので、入場お願いします」


    「ふふっ、ほかに遊んでくれる人が居るみたい。じゃあね、木綿もめん君。今度ゆっくり遊びましょ。あはははははっ」


    　哄こう笑しようを上げてキリコは軽やかな足取りで廊下に出て行った。


    　その後をてぽてぽとぷに子さんがついていくので、俺も一緒になって控え室を出た。


    　ふと気になったので、俺はぷに子さんに尋ねてみた。


    「お姉さん的には、キリコ状態のことどう思ってるんですか？」


    　するとぷに子さんは俺の肩にぽすん、と手を載せると。


    「……はぁ」


    　と微かすかに溜ため息いきを漏もらした。


    　やっぱり手に負えないとかそういう感じなんだろうか。


    　なんだかんだ言って、苦労しているのは姉のぷに子さんの方なのかもしれない。


    



    　俺はぷに子さんたちと別れて、選手専用の観客席へと向かった。


    　チーム〈うさぷにシスターズ〉の相手は北海道ブロック代表チーム〈ホワイトメロディ〉。


    　キリコに対する脱だつ衣い士しの名は歌うた星ほし花か音のんさん。まるでアニメキャラのような青緑色をしたツインテールが特徴的だ。天てん衣いは黒いミニのワンピース。それに緑のネクタイ。使用する武器は肩から掛けたエレキギターらしい。


    「さて、本戦初日第三試合目は歌星花音選手と切きり原はらうさ子選手。偶然にも共にツインテールという髪型。ツインテール対決と相成りました！」


    　海え老び子こさんが神楽殿に上がった二人の姿を見てノリノリで実況している。


    　舞台の上で二人が名乗りを上げると、両者共に熱い声援が上がった。


    　俺も席から身を乗り出して、うさ子さんの名を叫んだ。


    「それでは見合って───両者、脱がし合い始め！」


    　海老子さんが試合開始を宣言した。


    　するとすかさず歌星さんがエレキギターの弦へと手を伸ばしたかと思うと、そのままフィンガーボードを両手で握りギターを思いっきり振りかぶった。


    　音を奏でるわけではなく、単純な鈍器として使用するのかよっ。


    　なんかもう脱がし合いとかそういうのじゃない気がする……。それはただの暴力行為だ。


    　それに対して、キリコは得意のハサミを抜き放っていた。


    〈裁さい断だん双そう技ぎ〉と名づけられたキリコのハサミ捌さばきは、〈第六感〉により高められた集中力と反射能力によって恐るべき攻撃を実現する。


    　キリコは十丁のハサミを代わる代わるジャグリングするように扱って、狙ねらい定めて相手の隙すきを突く。


    　エレキギターによる大振り攻撃を軽く避よけたキリコは、そのエレキギターを踏み台にして歌うた星ほしさんに襲おそいかかった。


    　十丁のハサミによる連続攻撃。


    　歌星さんはその連続攻撃を紙一重で避けていく。さすが全国レベル。キリコの攻撃に対応できるとは。


    　でもキリコの本当の凄すごさは連続攻撃にあるのではないことを、俺は自分自身の身を以もつて体験している。


    　曲芸じみた攻撃、その全てが相手の隙を突くための動作に過ぎないのだ。だからハサミの動きだけを追っていては駄目だ。その点において、歌星さんはハサミを躱かわすことで精いっぱいになっていて、自分でも気づかないうちにガードが甘くなっている箇所ができてしまった。


    　歌星さんがもう一度、ギターを振りかぶろうとした時、俺にもその隙が見えた。


    「左ひだり脇わきのガードが甘い！」


    　俺が思わず口走った時には、すでにキリコの十丁のハサミを駆使した全開攻撃が歌星さんに叩たたき込まれていた。


    　勝敗はその瞬間に決した。


    　歌星さんの天てん衣いがずたずたに引き裂さかれ、雪を思わせる白い肌が露あらわになる。


    　さすが北海道代表！　あれが雪国おっぱいか。ぷるんと弾はじけるその弾力性、なんだか美お味いしそうだぜ。むしゃぶりつきたくなる。


    　そして、すかさず舞台に投げ入れられるタオル。


    　そしてキリコは高らかに勝利の笑い声を上げた。


    「勝者、切きり原はら選手！　得意の速攻で勝負を決めました！」


    　久々に見たけれど、相変わらずの凄すご腕うでに思わず拍手を送ってしまった。


    　東海ブロックのライバル、キリコ───切原うさ子さん。


    　予選よりも格段に技のキレを上げてきたように見えた。俺同様、うさ子さんも本戦までの二か月、特訓の日々を送ってきたのかもしれない。


    　決勝で再戦する可能性も充分にある。


    　キリコの戦いを見て、俺の脱だつ衣い力りよくもメラメラと燃え上がっていった。

  



  
    第二章　宣戦布告！　ミシンを賭かけた決闘


    



    　本戦一回戦は対戦チームが多いことから三日に分けて行われた。


    　その結果、二回戦へ勝ち進んだチームは九チーム。


    　もちろん、俺とミシンちゃんのチームもその中に入っているのだけれど、当然、一回戦で負けてしまうチームも存在するわけで……。


    「悔いがないわけじゃないけど。俺は全力出し切ったから、仕方ないよなぁ」


    　本戦三日目。一回戦の試合が全て終わった夜のロッジにて、赤あか城ぎさんは肩を落としていた。


    　赤城さんのチーム・東北ブロック代表〈なまはげ戦線〉は、一回戦で敗退となってしまったのだ。


    　それにしても赤城さんの負けっぷりは酷ひどかった。相手に手も足も出ずにあっさり全裸。試合時間は約一分。無ぶ様ざまとしか言えない敗北だった。そして三十八歳童貞の全裸に観客総出でブーイングが巻き起こっていた。


    　けれどここは赤城さんを励ますしかないだろう。


    「赤城さん、本戦まで勝ち残ったのも凄すごいことですから。そんなに落ち込むことじゃないですよ」


    「そうそう、後は僕らが頑張るからさ。おっさんは応援しててよ」


    　リビングにて集まっている俺とルリヲは一緒になって赤城さんを励ましていた。なにせこのロッジで一回戦敗退したのは赤城さんだけ。ほかの三人は無事に二回戦に駒こまを進めていた。


    「そうだな。俺も気持ち切り替えて、最後までみんなのこと応援するからな。頑張ってくれや。……よっし、それじゃあ俺は婚活に集中するか！」


    　赤城さんの唐突な発言に俺はあ然としてしまった。


    「婚活って、赤城さん本戦中に恋人探しでもするんですか？　選手たちは年下すぎて手が出せないとか言ってませんでした？」


    「そうも言ってらんないと思い直したんだよ。それに選手たちの親しん戚せきとかお姉さんとか。そっち方面を紹介してもらうってのもありだと思うんだよな」


    「〈恋愛禁止令〉に違反しますよ、そんなことしたら……って、そうか。敗退した赤城さんにはもう禁止令とか関係ないのか」


    「そう！　今の俺に失うものはなにもない。むしろ、得るものを求めていくしかないでしょ」


    「はぁ……ま、頑張ってください」


    　三十八歳童貞の婚活を心の底から応援したい気持ちはあるが、なんとなく無理そうな予感がひしひしとしていた。


    「そうと決まれば、一緒に食堂行かないか？　夕飯食べに。あそこは数少ない男女兼用スペースだからな。出会いもあるかもしれん」


    「僕もお腹空すいたから行きたいな。あそこの食堂、なんでも揃そろっててすごいし」


    「ルリヲ用にお子様ランチもあるかもしれないしな」


    「木綿もめん！　僕を子ども扱いするな！」


    　俺から見れば子どもだけどな。まだ中学生だし。下の毛だってまだ生え揃ってないんじゃねぇの？


    　なんて思っていると、赤あか城ぎさんは部屋にこもっている森もり野のを律儀に誘っていた。


    　あんな無愛想な奴やつ、ほっとけばいいのに。赤城さんはホントお人好しだよな。


    「灯とう夜や君、今からみんなで食堂行くんだけど一緒に君もどうだい？」


    　赤城さんが呼びかけると、間を置いて部屋の扉が開いた。


    　相変わらずのイケメンかつ無愛想な表情で森野が部屋から出てくる。


    「君たちの二回戦進出祝いも兼ねてさ。たまには付き合ってくれよ」


    「……いいですよ」


    　断らねぇのかよ。あーあ、森野と一緒に夕飯とか、気分が重いぜ。


    　なにせ俺の二回戦の相手はこの森野なのだ。近畿ブロック代表チーム〈アヴァロン〉の森野灯夜。纏まとう天てん衣いは……くくっ。思い出しただけでも笑いを堪こらえるのが大変だ。


    「……ん？」


    　そんな笑いを堪えても堪えきれない俺を見て森野は眉み間けんに皺しわをよせた。俺は咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かした。


    　初日に森野が、俺たちはライバルだとか言ってたけど、いざ戦うとなるとやっぱり一緒にいるのが気まずい。うさ子さんとは良いライバル関係を築いているけど、それとは違うな。


    　けれど、赤城さんの計らいによってすでに四人での夕飯は決定してしまった。


    「それじゃあ、女子との出会いを求めて出発だな」


    　いや、それはおっさんだけだから。と、俺は浮き足立つ赤城さんの背中を見つめて思った。段々慣れてきたし、俺もルリヲ同様この人のことおっさんって呼ぼうかな。


    



    　選手村にある食堂は一つだけ。そのくせ広さは普通のファミレスの二軒分くらいあってかなり広い。つくづく無駄に贅ぜい沢たくだ。だから選手がどれだけやってきても席が埋まることはない。


    　しかも料理はすべて無料で、どれもうまいという優良な施設だ。


    　俺たちは各自好きなものを注文すると、食堂の丁ちよう度ど真ん中あたりの四人席に着いた。


    　俺は注文した味み[image: ]そ煮込みうどんを、はふはふしながら啜すすっている。


    　真向かいに座っている森野は相変わらず無口で何を考えているのかわからない。


    　こっちから話しかけるのも癪しやくだし、無視して味み[image: ]そ煮込みうどんを食べることに専念しようと思ったが、そんな俺の視界に見知った顔が飛び込んできた。


    「……あれは」


    　ミシンちゃんが一人で食堂に入ってきた。


    「ん？　なになに？　ってなんだ、木綿もめんのパートナーか」


    　隣でオムライスを食べていたルリヲが、ケチャップを口の端につけてそう言った。


    「一人で来てるじゃん。行ってやんなくていいの？」


    「だって俺だけ抜けるのもなんか悪いしな……」


    「でもほかの女の子たちってなんかグループ作って食べに来てるし。木綿のパートナーってちょっと浮いてない？　ってかハブられてたりして」


    「あぁ……そういうとこあるかもな」


    　どっちかっていうとハブられるというより、ミシンちゃんが一人での行動を好んでいるのが正解かもしれない。ミシンちゃんグループ行動とか苦手そうだし。女子寮でもみんなのことをライバル視してそうだ。


    　そういうところは、森もり野のに似てるかもな。


    　って何考えてんだ俺！　ミシンちゃんと森野が似てるわけないだろ。森野は無愛想でいけすかない野郎なんだ。可愛かわいいミシンちゃんとは全然違う。


    　すると、森野もミシンちゃんのことを見てぽつりと一言。


    「放ほうっておいてやれ。一人の時間も大切だろう」


    　そう漏もらした。森野が自主的に話してくるなんて珍しい。


    「そうですね。ミシンちゃんも一人でゆっくり食事したいのかもしれませんしね。そういえば森野さんって一人の時間、大切にしてそうですよね？」


    　俺の言葉に、森野は無言で味[image: ]汁を啜すすっていた。


    　こいつ会話のキャッチボールができないのか。まったく。


    　そして赤あか城ぎのおっさんは食事もそこそこに周りの女の子たちのことばかり目で追っていた。


    「あはっ、おっさんそんなきょろきょろして不審者っぽいよ。超必死じゃん」


    「なっ!?　俺そんなんだった？」


    　ルリヲの指摘に動揺するおっさんは、それでも周りの女の子たちを気にしながら食事をしていた。


    　やっぱり婚活は無理っぽいな、おっさん。ワイルドで格好いいのになぜだかモテないオーラが出ているし。同じくモテないオーラを纏まとう俺が言うんだから間違いない。


    



    　そんなこんなで、食事を終えた俺たちは一緒に食堂を出ると、やっぱり俺はミシンちゃんのことが気になって一人別行動をとることにした。


    「悪い、先帰ってて。ちょっとジムでトレーニングしてくる」


    　そう言ってみんなと別れた俺はジムに行くと見せかけてちょっと遠回りしてから、食堂に戻るとミシンちゃんの姿を捜した。


    　けれどさっきまでミシンちゃんの座っていた席には誰だれもいなくなっていた。


    　しまった、遠回りしたせいでミシンちゃんと入れ違いになってしまったようだ。


    　……んー。どうしよ。捜した方がいいのか。


    「こんばんは、木綿もめんさん。散歩ですか？」


    　考え事をしながらうろついていると、急に後ろから声を掛けられた。


    　振り向けばそこにはうさ子さんの姿があった。


    「あ、うさ子さん。こんばんは。あの、いや……散歩とかではないんですが」


    「じゃあどうしたんです？」


    「実はミシンちゃんを捜してまして。もう女子寮に帰っちゃったのかな。っていっても大した用じゃないんですけどね」


    「ミシンさんならさっきすれ違いましたよ。女子寮の方じゃなくて、別の方角に向かって歩いてました。あっち側には確か……」


    　うさ子さんはタブレット端末を取り出すと、選手村の地図を見ている。


    「えぇと、ミシンさんが歩いて行ったのは、温室がある方ですね」


    「温室って……花とか育てるあの温室？」


    「リラックスできるスポットとして用意されてるみたいです」


    「ありがとうございます！　ちょっとそこに行ってみます。もしかしたらミシンちゃんに会えるかもしれませんし」


    「お役に立ててよかったです……あ、木綿さん」


    「はい？」


    「今度良かったら私と夜の散歩にでも付き合ってください。息抜きもかねて。あの、これ私の連絡先です」


    　うさ子さんはスカートのポケットからスマホを取り出す。俺も自分のスマホを取り出して、お互い連絡先のデータを送り合った。


    　おぉ、女子のアドレスが俺のスマホに登録される日がくるだなんて！　感激だ！


    　ちなみにミシンちゃんはスマホどころかガラケーすら持っていない。選手全員に支給されたタブレットも使っている様子はないし、電子機器全般が苦手らしい。


    「わかりました。近いうちに絶対に誘いますね！」


    「待ってます。それじゃ、ミシンさん見つかるといいですね」


    　うさ子さんから情報を得た俺は、その温室とやらに行ってみることにした。


    　にしてもミシンちゃん、一人でリラックススポットに行くとか。なにか精神的に疲れてるんだろうか。パートナーとしては労いたわってあげたいところだ。好感度アップするかもしれないからな。


    



    　温室というのは、俺が想像していたよりも立派な建物だった。


    　ガラス張りの教会のようなデザインをしたその建物の中には、色とりどりの花が咲き、緑が生い茂っていた。


    　中に入ると、十一月だというのに温かくてそれでいて花の香りに[image: ]あふれている。確かにここはリラックスできる場所だ。


    　しかし草花が[image: ]れてるせいで周りが全然見渡せないな。


    　そう思っていると、男女の会話する声が聞こえてきた。


    　声のする方へ歩いて行くと、はたしてミシンちゃんの姿があった。


    　けれどそのミシンちゃんの話し相手というのが、なんとあの森もり野の灯とう夜やだ───。


    　と、そこで急に誰だれかに腕を引かれた。


    　そして強引に背の高い草むらの陰に引き込まれる。


    「……っ！」


    　声を上げようとしたが、その何者かに口を手で封じられた。


    　見れば、燕えん尾び服ふくに蝶ちようネクタイ。黒髪ショートの美人なお姉さんが、俺に向かってしぃーっと人差し指でジェスチャーしていた。


    　そして、俺の耳元に口を近づけると。


    「私は灯夜様のパートナーのお針はり子こ巫み女こです。和わ倉くら黒くろ乃のと申します」


    　と小声で耳打ちしてきた。


    　俺は身をかがめながら、声を潜めて尋ねる。


    「どうしてここに？」


    「夜道を歩く灯夜様を見つけて……というか私はいつも灯夜様を陰からお守りするのがお役目なので、こうして後をつけてきたらここにたどり着いたのでございます」


    「俺はミシンちゃんの後を追ってきたんだ……あの二人、どうして？」


    　俺は草の陰からミシンちゃんと森野の様子を覗のぞき見る。


    　ミシンちゃんは嬉うれしそうに森野と話していた。何を話しているのか耳をそばだてると。


    「灯夜兄さん。一年ぶりですね、こうして会えるのは。置き手紙見ました。でもどうやって女子寮の私の部屋に置き手紙なんて……」


    「俺のパートナーに頼んでおいたんだ。そうでもしないとこうやって二人きりで会えないかと思って」


    「私、本戦に灯夜兄さんが参加してるのを知って会うの楽しみにしてたんです。灯夜兄さんにも私が一人前になった姿を見て欲しくって」


    「予選も見てたよ。ミシンは立派になったな。昔は俺の後をついてくる小さな女の子だったのに。負けず嫌いで、マチとミシンと俺で鬼ごっこして負けるとよく泣いてた」


    「それは大昔の話ですっ。今は泣いたりなんてしません！」


    「予選大会で決勝進出が決まった時は号泣してなかったか？　テレビにも映ってたぞ」


    「もうっ！　灯とう夜や兄さんの意地悪」


    　などと言いながら、笑い合う二人。


    　うわぁぁぁぁぁ。猛烈に頭が痛くなってきた。


    　なにこの二人の間に流れるいい感じの雰囲気。あんなに楽しそうにミシンちゃんが笑うだなんて。俺の前ではいつもツンツンしてるくせに。


    　俺は隣で同じように身をかがめている黒くろ乃のさんに尋ねてみた。もちろん、二人に気づかれないように注意しながら。


    「なんかあの二人、すごい仲よさそうなんですけど。どういうことなんです？」


    「灯夜様とミシン様は親しん戚せき同士なんです。ですから、灯夜様は昔からよくミシン様の家に遊びに行ってらして親交を深めておいででした。ただし、天あま縫ぬい家と森もり野の家は親戚ではあれ、お針はり子こ巫み女こと脱だつ衣い士しとしての繫つながりはありません。ですから私が灯夜様のお針子巫女を務めることができるのです」


    「要するに幼おさな馴な染じみってことかよ。だとしても〈恋愛禁止令〉があるってのにこんなところに呼び出して二人っきりになるなんて許せねぇ……は！　まさかあいつミシンちゃんに気があるんじゃ？」


    「と、灯夜様はミシン様のことを妹のように想っているだけであって。別段、恋愛感情は抱いだいていない……とは限りませんよね。やっぱり……」


    　少し肩を落として、黒乃さんは寂しそうな顔をした。


    　あれ？　もしかして黒乃さんって森野のこと好きなのかな。なんとなくそんな気がする。だってこうして森野とミシンちゃんの密会を偵察しにきちゃうくらいだし。


    　それは森野のことが気になってるってことだろ。俺だってミシンちゃんのことが気になる。


    　こうしている間にも森野とミシンちゃんはますますいいムードになっていく。


    「ミシン、一年会わなかっただけで随分大人っぽくなったな」


    「ほ、ほんとですか？　灯夜兄さんにそう言ってもらえると嬉うれしいですっ」


    「そうやって褒ほめるとすぐ喜ぶところは昔と変わらず可愛かわいいな」


    　ミシンちゃんの頭をぽんぽんと撫なでる森野。


    　貴様、許さん！　ミシンちゃんに軽々しく触れてんじゃねぇ！　あぁ、でもミシンちゃんもすげぇ嬉しそうだし。なんだこの敗北感。


    　森野はミシンちゃんの正面に立つと、ふと真ま面じ目めな顔になった。


    「ミシン、あのな。今日ここに呼んだのは話しておきたいことがあったからなんだ」


    「なんです、改まって」


    「明日の試合、俺はミシンのチームと戦うよな。というか、古ふる織おり木綿もめんと戦う。俺は古織なんかには負けるつもりはない」


    　なんだとこら！　こっちだって負けるつもりはない。お前なんてボコボコにしてやる！


    「私も灯とう夜や兄さん相手とはいえ、負けたりしません。木綿君は信頼できるパートナーです」


    「ミシンは古織木綿のことが好きか？」


    「えっ!?　それは……その……」


    　き、気になる！　ミシンちゃんはなんて答えるんだ？　と身を乗り出さんばかりにミシンちゃんの返事に集中していると、森もり野のがそれを遮った。


    「ミシン、俺はお前が好きだ。昔からずっと一緒に居るミシンのことを、一人の女性として好きなんだ。だから明日の試合、もし俺が勝ったら───俺と付き合ってくれないか？」


    「ちょっと待てぃ！」


    　もはや我慢の限界だった。こんなこと黙って聞いていられるはずもない。


    　俺が草陰から突然立ち上がると、森野は一瞬だけ驚いたがすぐに俺のことを睨にらみつけた。


    「こそこそ人の話を盗み聞きしてたのか？　ん？　そっちにいるのは黒くろ乃のか。どういうことか説明してもらおうか」


    「す、すみません。灯夜様のお側そばに仕えるのが私の務めと思いまして。その……」


    　俺と一緒に出てきた黒乃さんは申し訳なさそうに頭を下げている。


    「こんなところにまでついてこなくていい。邪魔だ、帰っていろ。古織、お前もだ」


    「今の話を聞いたからには、引き下がるわけにはいかないな。森野さん……いや、森野灯夜。お前なに勝手に人のパートナーに手を出してんだ。〈恋愛禁止令〉を忘れたのかよ？」


    「もちろん忘れていないさ。ミシンとは本戦を終えてから付き合うに決まってるだろ」


    「なんですでに決定してるんだよ。ミシンちゃんの気持ちも聞いてからにしろよ。なぁ、ミシンちゃん。こいつと本気で付き合いたいと思ってるのか？」


    「私は……灯夜兄さんのこと好きだけど。その、付き合うとか考えたことなくて」


    「ゆっくりでいいよ、ミシン。俺は必ずミシンを惚ほれさせてみせるから」


    「灯夜兄さん……」


    　ミシンちゃん、なに頰ほおを赤らめてるんだ！　


    　まずい、このまま放ほうっておいたらミシンちゃんを本当に取られてしまう。


    「と、灯夜！　お前、さっき明日の勝負で自分が勝ったら付き合ってくれとか言ってたよな。だったら、負けたら身を引くのか？」


    「あぁ、そのつもりだが。お前程度に負ける俺ならミシンとは釣り合わないからな」


    「人を侮辱するのも大概にしろ！　明日の勝負、絶対負けねぇ」


    「それなら、負けた方が身を引く。男と男の魂を[image: ]かけた決闘っていうのはどうだ？」


    「もちろん、受けて立つ！」


    「木綿もめん君っ……あの、私は別にその……」


    　俺と灯とう夜やの間に割って入ったミシンちゃんは困惑していた。


    「ごめん、ミシンちゃんのこと困らせて……でもここで引くわけにはいかないんだ！」


    「……」


    　ミシンちゃんはなにか言いたそうだったが、言葉が出ないようだった。


    　そして俺は黒くろ乃のさんの顔色を窺うかがう。黒乃さんはやっぱり寂しそうだった。もし俺が想像する通り、黒乃さんが灯夜を好きだとしたら、今の状況はあまりにもいたたまれない。


    　ふと思いついて俺は灯夜にさらに条件を突きつけた。


    「それとだ。もし俺が勝ったら一つだけ俺の言うことを聞け。自信満々のあんたなら、このくらいの条件呑のんでくれるだろ？」


    「ふんっ、なにを考えてるか知らないけど。いいぜ。その条件、呑もうじゃないか」


    「そんじゃ、明日負けるの覚悟しとけよな！」


    　そう言い残して、俺はミシンちゃんの腕を引いて温室を後にした。


    　温室を出てしばらく歩いていても、ミシンちゃんは無言のままだった。勝手にミシンちゃんを[image: ]かけた勝負なんて言ってしまったから怒っているのかもしれない。


    「……ミシンちゃん。色々とごめん。盗み聞きしてたことも。ミシンちゃんのことを[image: ]けて勝負することになったことも……」


    「あ、いえ。……その、あそこに木綿君がいてくれてホントは助かりました。あんな風に灯夜兄さんに言われても、私はなんて答えたらいいのかわからなかったから」


    「付き合いたくないなら、はっきりそう言ってやればいいと思うけど」


    「でも灯夜兄さんは本気みたいでしたし、私が拒絶すれば傷つきます。私は幼おさな馴な染じみで本当の兄さんみたいな灯夜兄さんが好きなんです。その関係まで壊れてしまうのは、嫌いやです……」


    「幼馴染として好きだけど、男としては付き合えないってこと？」


    「……はい。それに今の私が考えるのは〈脱だつ衣えの儀ぎ〉で優勝することのみです。ここで負けるわけにはいきません。だから木綿君、お願いです──」


    　ミシンちゃんは俺の正面に立つと真っ直ぐに俺の目を見つめてきた。


    「明日の試合、勝ってください。私は木綿君と一緒に本戦を勝ち進みたいんです」


    「もちろん、あんな奴やつにミシンちゃんは渡せない。それにチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉は三人揃そろって決勝戦まで突き進むって決めてんだからな」


    「はいっ！」


    　俺の言葉にようやくミシンちゃんの顔が綻ほころんだ。


    　ミシンちゃんのために絶対に勝つ。その強い想いを胸に、俺は明日の第二回戦に挑むこととなった。


    



    〈脱だつ衣えの儀ぎ〉本戦第二回戦。


    　今日は午後からの試合だ。


    　午前中から武ぶ道どう館かん控え室に入った俺たちは、二回戦を勝ち残っていくチーム、負けていくチームをそれぞれに観戦しこれから戦うことになるかもしれないチームのことも視野に入れなければいけないのだけれど。


    　今は、先のことなんて考えていられる余裕がなかった。


    　試合開始時刻が近づくにつれ、焦りが募っていく。


    　───負けた方がミシンちゃんから身を引く。


    　男の約束に二言はない。万が一俺が負けるようなことになったら、その時は潔いさぎよくミシンちゃんから身を引く。


    　ふん。どうせ、灯とう夜やはミシンちゃんと付き合うことはできないんだ。ミシンちゃんは灯夜のことを、あくまで幼おさな馴な染じみとして好きなのであって、付き合う対象ではないんだから。


    　けど……もし……灯夜がそのまま順調に決勝まで勝ち進んでいくとする。ミシンちゃんがそんな灯夜の姿を見て、一気に惚ほれる可能性だって充分にあるぞ。それに二人は幼馴染。幼馴染同士が恋人になるなんて、漫画やアニメだと王道展開じゃねぇか……。


    　駄目だ！　考えれば考える程、悪いほうにしか思考が動かない。


    　俺は不安と焦りをいっぺんに抱えて、過ぎていく時計の針をじっと眺めていた。


    　すると。


    　ばしゃり───と、頭上から冷たい水を浴びせられた。


    「……っ！」


    　何が起きたのかわからず顔を上げると、そこには空からになったペットボトルを持った美び服ふく院いんさんが立っていた。


    「試合する前から顔が負けてんだよ。余計なこと考えるな。勝つことだけに集中しろ……頭、冷えたか？」


    　美服院さんには昨夜の一件のことは洗いざらい話している。その上で、美服院さんは俺に活を入れたのだろう。


    　美服院さんが投げて寄よ越こしてくれたタオルで、俺は濡ぬれた髪を拭ふいていく。余計なことを考えていた頭がいくらか冷静になった気がした。


    「ミシンのことで気負うな、っつーのは今の君に言っても無駄だと思うけどな。そうだ、男と男の魂を[image: ]かけた決闘、とか言われたんだっけ。だったら私の分の魂も───」


    　美服院さんは俺の元へと寄ってくると、俺の胸もとに拳こぶしを当てた。


    「[image: ]ベツトけしといてくれ。もちろん君が勝利する方にな。私は[image: ]かけに負けたことがないのが自慢なんだ」


    　かかっ、と快活に笑って美服院さんは俺の背中を押した。


    　そんなもの[image: ]かけられたら、余計にプレッシャーになるだろ。と思ったけど、それ以上に心強かった。


    　丁ちよう度どそこへ、外に出ていたミシンちゃんが帰ってきた。


    「どうしたんです？　髪、びしょ濡ぬれですよ」


    「ん、ちょっと気合い入れ直したとこ。よしっ、勝ちに行こうか！」


    「私も全力でサポートします！」


    　俺は、ミシンちゃん特製の手袋に指を通すと気合いを入れるためにぴしゃりと両りよう頰ほほを叩たたいてから控え室を出た。


    　気合いは充分。俺の天てん衣いからはすでに青いオーラが[image: ]ほとばしっていた。


    



    　颯さつ爽そうと花道を歩き、神楽殿へと上る。するとそこにはすでに灯とう夜やの姿があった。


    　そして灯夜の天衣は……その。


    「ぶはっ……！」


    　やっぱり笑いを堪こらえきれず噴き出してしまった。


    　なぜなら、灯夜の天衣はロリータファッションというやつだからだ。ピンクを基調としたワンピースには可愛かわいらしい刺し繍しゆうが施ほどこされ、フリルやリボンも満載だ。頭にはでっかいリボンまでつけている。さらに足下はリボン付きの白いエナメルシューズという徹底っぷり。


    　完かん璧ぺきに女装を着こなしている灯夜がそこに居た。しかもよく見るとメイクまでしている。


    　バカかこいつは。男と男の魂を[image: ]けた決闘にその衣装で挑むとか頭がおかしいとしか思えない。


    　しかし灯夜は、舞台の上にずずんと貫かん禄ろくを持って仁王立ちしていた。しかも全身からは脱だつ衣い力りよくが白銀色のオーラとなって[image: ]あふれ出している。


    　だったら俺も負けてはいられない。


    　ミシンちゃんへの想い。ミシンちゃんのエロスな妄想。ミシンちゃんの笑顔。


    　全てを思い出して、脱衣力を高める。


    　するとさっきから[image: ]っていた青いオーラが炎のように立ち上った。


    「おっと！　両者、名乗る前から緊張感漂っております。今大会で残った男子脱だつ衣い士しはこの二名のみ。言わば男子脱衣士頂上決戦とも言えます！」


    　早速、海え老び子こさんの実況が入った。


    　この試合はいつもと違って処女の裸が見られるわけでもないというのに、会場は満員の人で[image: ]れていた。


    　純粋なる脱衣バトルを観戦しに来ているのだ。


    　普段とは違った異様な興奮が会場中を包んでいた。


    「なぁ、灯夜。試合の前に一つ聞いていいか？」


    「どうせこの天てん衣いのことだろ？　俺を相手にする選手は皆、聞いてくる。俺がこんな格好をしているのは伊だ達てや酔狂じゃない。ましてや趣味でもない」


    「だろうな。趣味だったらかなり引くし」


    「脱だつ衣い士しはそのほとんどが女性。すなわち女性の心を知り抜かなければ脱がすこともできない。だからこその女装だ」


    「……ツッコみたいことは山ほどあるけど、試合の時間みたいだからな。別にいいや」


    　お喋しやべりはおしまいにして決闘としゃれ込もうじゃないか。


    　俺たちが会話を止めたのを見て、海え老び子こさんはマイクを灯とう夜やへと渡した。


    「チーム〈アヴァロン〉の森もり野の灯夜。お前如ごときに負けはしない。全力で来い！　叩たたきのめしてやる」


    　その自信満々のお前の心を、俺がへし折ってやるよ。


    「チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめん。お前にだけは負けられない。何がなんでも勝ってやる！」


    「なにやらお二人には因縁がある様子。この試合、波乱の予感がいたします」


    　海老子さんはそう言ってから、手に持った軍配を高らかに掲げ。


    「両者見合って、いざ尋常に───脱がし合い始め！」


    　戦いの合図が振り下ろされた。

  


  [image: ]



  
    「はぁぁぁぁっ！」


    　気迫と共に扇せん子すカッターを抜き放ち、まずは先手をとる。


    　女装野郎を裸にするなんて正直気持ち悪い。普段なら脱だつ衣い力りよくも湧わくはずもない。が、今回だけは話が違う。ミシンちゃんのためにも俺は負けるわけにはいかない。


    　俺は先手必勝とばかりに灯とう夜やの間合いに入ると、扇子カッターを振るった。


    　しかし、灯夜は扇子カッターの一撃をひらりと避よけてみせる。


    　そして次の瞬間、灯夜は肩をせり出すとみしりと床を踏みしめた。


    「ふっ……！」


    　灯夜が息を漏もらし、そして動いた。


    　床を蹴けり凄すさまじい勢いで繰り出されるタックルが正面から俺の体を直撃した。


    　体は軽々と宙に飛ばされた。そしてそのまま重力に従って床へとたたきつけられる。三メートルは飛ばされただろうか。


    　すぐさま起き上がって灯夜の姿を追うと、灯夜はさらに追撃を加えようとこちらに向かって走り出していた。


    「かはっ……！」


    　こっちはさっきのタックルによって肺の空気が一気に搾しぼり取られたんじゃないかと思う程、呼吸が乱れていた。


    　華きや奢しやな容姿に反してなんつー馬ば鹿か力ぢからの持ち主なんだよ。呼吸を整え回避しなくては次こそまずいことになる。


    〈私が止めます！〉


    　ミシンちゃんの声が頭の中に響くと同事に、俺の両手から針と糸が発射される。


    　が、そんなミシンちゃんの攻撃を、俺は心の声で制した。


    〈ちょっと待った！　ミシンちゃんの力は借りられない〉


    　大きく息を吸って俺は意識をなんとか保った。


    〈なに言ってるんですか！　木綿もめん君一人じゃ……。それに今だってピンチなんですよ！〉


    〈悪い、この勝負。男と男のタイマンなんだ。だから───俺一人で戦ってみせる！〉


    　俺は〈糸い心しん伝でん針しん〉の要かなめである手袋を外した。


    　そして真っ向から突っ込んでくる灯夜に対し、脱だつ衣い技わざを仕掛ける。


    　そっちが力のゴリ押しで来るなら、こっちは技で勝負だ。


    「脱衣技───絡めの一手〈緊きん縛ばく布ふ〉」


    　俺は天てん衣いの袖そでをはためかせ、突撃してくる灯夜の体に棚引く袖を絡みつかせた。この技は己おのれの天衣を用いて、敵の体を絡め取り身動きをとれなくする技……の、はずだったが。


    「ふんっ！」


    　いともたやすく、灯夜は自分の体に巻きついた俺の天衣の袖を引き千ち切ぎった。


    　……噓うそだろ。ミシンちゃんが作ってくれたこの天てん衣い、強度に関して言えばトラックに引っ張られても千ち切ぎれない程と聞いている。それを紙のように破り捨てやがった。


    　軽やかな身のこなし、爆発するような瞬発力、そして驚異的な怪力。


    　難攻不落とはまさにこのことだ。


    「お前の実力はこの程度かよ。こんな子ども[image: ]だましの技、俺には通用しないぞ」


    「わかってるっつーの」


    　あんたを見くびってるつもりは毛頭ない。予選から本戦まで灯とう夜やの試合はすべて研究済みだ。


    　灯夜はおそらくだが脱だつ衣い技わざをほとんど使えない。予選から灯夜の戦闘スタイルはたった一つ。


    　力ちから業わざで強引に服を奪い取る。シンプルだがこれがなかなか厄やつ介かいなのだ。灯夜の怪力はあらゆる技をねじ伏せる。


    　だが、俺にだって策はある。


    「これまで森もり野の選手の天衣に手をかけたものは誰だれ一人としておりませんっ。古ふる織おり選手も苦戦しております！　なにか秘策はあるのでしょうか？」


    　海え老び子こさんの実況に応えるように、俺は袖そでに隠し持っていた切り札を取り出した。


    　それを取り出した途端、会場中が一気にざわついた。


    　それは、一メートルを優に超える巨大な扇せん子す。


    　俺はそれを力いっぱい開いた。ミシンちゃんがかねてより用意していた扇子カッター巨大版。これが灯夜攻略の秘策だ。


    「大きければ強いとでも？　俺の体はそんなもんじゃびくともしないぜ」


    「それはどうかな。あんたに見せてやるよ、脱衣技四し十じゆう八はつ手ての神しん髄ずいを」


    「ふっ、だったら勝負だ！　俺の力が勝つか、お前の技が勝つかっ！」


    　拳こぶしを握り締め灯夜が突っ込んでくる。まるでジェット噴射のような勢いで真っ正面から俺との間合いを一気に詰めてくる。


    「ふんっ」


    　握った拳が勢いよく突き出された。渾こん身しんの正せい拳けん突づき。直撃すればひとたまりもない。


    　その拳を、俺は広げた巨大な扇子カッターで受け止めた。


    「ぐ、ぐぅぅっっ……！」


    　ずずっと足が後ろへと下がった。


    　巨大扇子カッターでも受け止めきれないっ。


    　でも正面からのガードが無理なら、力を受け流せばいい！


    　俺は巨大扇子の向きをずらして、灯夜の拳の勢いを逸そらせる。


    「脱衣技───流しの一手〈流る歩ふ〉」


    　相手の一撃を受けるのではなく逸らして流し、その隙すきに脱がす！


    　真っ正面から拳こぶしを突き出していた灯とう夜やは急に勢いを流され、体勢を崩した。


    　今がチャンスだ。俺はすかさず灯夜の背後に回ってフリル満載のワンピースへと手を伸ばした。しかし───。


    「詰めが甘いっ」


    　伸ばした腕が灯夜の天てん衣いへと届くと同事に、灯夜が裏うら拳けんを繰り出す。反射的にそれを右腕でガードしたが、裏拳の威力は凄すさまじく俺の体はまるで紙切れのように吹っ飛ばされた。


    「ぐはっ……」


    　かろうじて受け身を取ったものの、右腕の骨が軋きしむ音が聞こえた。なんて威力だ。まるで熊くまでも相手にしている気分になってくる。


    　全身筋肉の塊のロリータ女装野郎。もはや魔物と呼んでもいい存在だ。


    　でもここで弱音を吐くわけにはいかない。力で負けても心じゃ負けない。


    　俺は巨大扇せん子すカッターを支えに立ち上がった。


    　呼吸は乱れ、腕は痺しびれ、足は震ふるえている。けれど俺の前には灯夜が立っている。


    　だから立ち上がらなければいけないんだ。


    「ぼさっと突っ立ってないで今のうちにでも攻めればいいじゃねぇか」


    　俺が言うと、灯夜は鼻で笑った。


    「地べたに[image: ]はいつくばっているお前から天衣を剝はいでも面白くもない。俺は正々堂々お前に勝ちたいんだ」


    「ふん……妙なこだわり持ってると負けるぜ」


    「俺が負ける要素なんて一つもない。逆にお前にはあるのか？　俺に勝てる手立てが」


    「そうだな。一つだけあんたを倒す方法を思いついた。もう一度、さっきの正せい拳けん突づき打ってこいよ。今度こそ、真っ向からあんたを脱がしてみせる」


    　俺は両手で巨大扇子カッターを握り締め上段に構えると、灯夜の真正面に立った。


    「俺の拳を真っ向から受けるか……その潔いさぎよさ、嫌いじゃない」


    　作戦通り、灯夜の自信満々な態度からして、必ず挑発に乗ると思っていた。


    　灯夜はゆっくりと拳を握ると、ストラップシューズとソックスを脱いで裸足はだしになった。


    　そしてみしりと床が割れんばかりに足を踏みしめ、爆発的な勢いで飛び出してきた。さっきよりも数倍早い。おそらく威力も凄まじいはず。


    　お互いの間合いは五メートル。灯夜はその間合いを一秒もかからず詰めてくる。


    　俺は脱だつ衣い力りよくを研ぎ澄まし、〈未み来らい視し〉によって灯夜の一撃を予見すると、そのタイミング、威力、感覚、全てを計り、迎え撃った。


    　修行中、一度たりとも成功したことがない技だが、これしか手がない。


    「はぁぁぁぁっ！」


    　俺は真っ正面から突っ込んでくる灯夜に対し、巨大扇子カッターを足場にして高らかに飛び上がった。


    　空中で俺は逆さまになって手を思いっきり伸ばした。真下には丁ちよう度ど、灯とう夜やの姿がある。


    「なっ……！」


    　灯夜は正せい拳けん突づきの構えのまま、あ然として宙を舞う俺を見上げた。俺と灯夜の視線が交わる。


    　その時には既に俺の一手は届いていた。


    「脱だつ衣い技わざ───脱がしの五手〈逆さか剝はぎ〉」


    　宙で逆さになりながらも、俺の両手は灯夜の両肩を捉とらえていた。そして落下する勢いを利用して一気に服を脱がしていく。


    　正直、初めてこの技を教わった時、こんな曲芸じみた技が本番で決まるはずはないと思っていた。しかし、極限まで集中力を高め、〈未み来らい視し〉によって相手の攻撃するタイミングを先読みすることによってかろうじて成功した。


    　俺が床に転がるように着地すると、灯夜は頭にはデカリボン、そして股こ間かんを白いふんどしで隠した姿となっていた。


    　この技の弱点は、こまかな天てん衣いまで手が届かないことだ。


    　にしても天衣の九割は奪えたと言える。っつーか、灯夜のやつ、女装の下にふんどしなんてかなりアンバランスな着こなしをしている。どう見ても変態にしか見えない。


    「詰めが甘いのはそっちの方だぜ。どうせ女装するなら下着も徹底しとけよな」


    　皮肉を込めた言葉を返し、俺は灯夜の正面に立った。


    「そんじゃ、残りもさくっと脱がさせてもらうぜ」


    　男の裸なんて見たくもねぇが、これは男と男の魂を[image: ]かけた決闘。しっかりトドメは刺させてもらう。


    　灯夜は必殺の一撃が敗れ、脱衣技まで決められた。おそらく呆ぼう然ぜんとしているだろう。そこに付け入って……と考えている間に、灯夜は無言のまま一気に俺の間合いに入ってきた。


    　天衣のほとんどを奪われているこの状況、本来なら守りに入るのが定石。それに精神的ショックも大きいはず。


    　それにもかかわらず、灯夜は攻めることを選んだ。なんというメンタルの強さ！　


    　灯夜は俺の両手にがっしりと指を絡ませてきた。俺に扇せん子すカッターを使わせないようにするためだ。とっさにそこまで頭が回るとは、驚きを通り越こして思わず感服してしまう。


    「なんと！　森もり野の選手、全裸一歩手前になってもなお戦意を失わず！　古ふる織おり選手の両手の自由を奪いました！」


    「まだだっ。まだ、負けてはいない！　負けられるはずがないっ！」


    　握り締めるように両手を組み合った俺と灯夜は、互いの顔を近づけた。


    「もう負けてんだよっ。諦あきらめろ、この野郎！」


    「たとえ天衣のほとんどを失っても、まだ裸にされたわけじゃないっ。俺は諦めない！」


    　思いっきり頭を振りかぶると、灯とう夜やは俺の額ひたいめがけて頭突きを喰くらわしてきた。


    　両手を封じられているので避よけようがない。視界に火花が散り、意識が飛びかけた。


    　だがこちらも負けてはいられない。


    「なにすんだ！」


    　足をふんばり、頭突きを返す。


    　灯夜の頭は想像以上の石頭で、頭突きしたこっちの頭の中もぐわんぐわんと揺れた。


    　やばい。あともう一発でも頭突きを喰らったら意識が飛ぶ気がする。


    　けれど、灯夜は俺の両手を離そうとはしない。


    　両手さえ使えれば、すぐさまふんどしを剝はぎ取ってやるのに。


    「負けるのは古ふる織おり木綿もめん。お前だっ……！」


    　灯夜の二発目の頭突きがおでこを直撃する。もはや痛みは感じなかった。かわりに世界が回って見える。そして、額からは生ぬるいものが垂れてきていた。おそらく出血したのだろう。


    　回る世界で灯夜を見ると、灯夜のおでこからも血が流れていた。


    　くそっ、頭にリボンつけてふんどし一丁なのに、灯夜の野郎はイケメンだ。


    　こんなイケメン野郎に、ミシンちゃんを渡せるかよっ。


    　灯夜はもう一度、俺に頭突きをしようとしている。


    　頭突き合いってのは要は意地の張り合い。先に意識を飛ばした方が負けだ！


    「あぁぁぁぁっ！」


    　俺の口から自然と気合いの声が漏もれた。


    　もはや限界なんてとうに突破しているが、気合いと根性で俺は灯夜の頭突きを受け止める！


    　ごっ、という鈍い音が頭の中に響き、ようやく握られていた手が緩んだ。


    　頭突き合いによる我慢比べ、先に限界が来たのは灯夜の方だった。


    　俺は灯夜から両手を離し、そのままふんどしへと腕を伸ばす途中で、体がバランスを失っていくのを感じた。


    　まるでスローモーションのように俺の体が床へ向かって倒れていく。


    　そんな中、俺の頭の中に聞こえたのは。


    「木綿君！　一緒に勝ちましょう。私と一緒に！」


    　ミシンちゃんが大声で叫ぶ声が聞こえた。灯夜もその声に気づいていた。


    　その声に、俺は最後の気力を振り絞って眼前の灯夜へとその手を伸ばした。


    　その瞬間、神楽殿の向こうから黒くろ乃のさんの叫びが響いた。


    「灯夜様！　私は、灯夜様が負けてもずっとお側そばにいますから！　だからご無理なさらず！」


    　その言葉を聞いて、灯夜ははっとした表情をした。


    「っつーことで、お前の負けだ。灯夜！」


    　俺の両手が、灯夜の頭上のデカリボンと股こ間かんの白ふんどしを同時にかすめ取った。


    　が、そこで力尽きて俺の体から力が抜けていく。


    「壮絶な頭突き合いの末、勝ったのは古ふる織おり選手です！」


    　そんな海え老び子こさんの声を聞いた俺は、今度こそ遠のいていく意識にその身を任せた。


    



    　目を覚ました俺の視界に最初に入ったのはミシンちゃんの心配そうな顔だった。


    「木綿もめん君！　やっと起きてくれましたっ。もう目を覚まさないのかと思いました！」


    「……おおげさだよ。ただ失神しただけだろ」


    　そう言って俺は体を起こした。


    　どうやらここは医務室のようだ。


    　そしてベッドの傍かたわらにはミシンちゃん……と、ルリヲ、それに灯とう夜やの姿まであった。


    「木綿ー！　僕が誰だれかわかる？　記憶喪失になったりしてない？」


    「わかるよ、ルリヲ。心配してくれてありがとな」


    「よかったぁ……いつもの木綿だ」


    　ルリヲは本当に心配していてくれたらしく、にぱぁと安あん[image: ]どの笑みを浮かべた。


    　ところで。


    「なんでお前までいるんだよ」


    　俺が灯夜の顔を見上げると、灯夜は気恥ずかしそうにそっぽを向きながら言った。


    「俺は自分のおでこの治療ついでに、気絶してるお前のアホ面づら見てただけだ」


    　俺が自分の額ひたいを触ると、そこには包帯が巻かれていた。そして灯夜の額にも同じように包帯が巻かれている。


    「素直に『俺も心配してた』って言えないのかよ」


    「……わかった。言えばいいんだろ。心配した。それと悪かった、お前のこと弱いと決めつけて」


    「余裕ぶってたのに負けて格好悪いな、あんた」


    「ちっ……」


    　舌打ちをしながら、灯夜は頰ほおをぽりぽりと搔かいた。


    「でもまぁ、試合の時のあんたはあんな姿でも格好良かったぜ。最後まで諦あきらめない姿勢は正直すげぇと思った。根性あるよな。おかげでこのざまだ」


    「まぁでも俺は負けたんだけどな……。だから約束通り、ミシンのことは諦める」


    「あ、あのっ。灯夜兄さん……」


    　ミシンは不安そうに灯夜の名を呼んだ。


    「今まで通り……幼おさな馴な染じみとして接してくれますか？」


    「……ん。ミシンがいいって言ってくれるなら」


    「もちろんですっ。灯夜兄さんはずっと仲良しの幼馴染ですっ」


    「ありがとな……」


    　そう言いつつも、灯とう夜やの顔はどこか寂しげだった。いくら慕われても恋に破れたことにはかわりないからな。


    　仕方ねぇからここは俺が灯夜の心の穴を埋めてやるか。


    「そんでさ、灯夜。もう一つの約束も守ってもらおうじゃないか」


    「え？　約束ってなになに？　僕にも教えろよ！」


    「はいはい、こっから先はお子様は退場な」


    　そう言ってルリヲの首根っこを摑つかむと、ルリヲも何かを察したのか自分から医務室の出口へと向かう。


    「後でちゃんと教えろよなー！」


    　去っていくルリヲに手を振った後、俺は改めて灯夜に視線を移した。灯夜はすでに腹をくくっているようだ。


    「負けたらなんでも一つ言うこと聞く、だろ。俺はなにをすればいい？　土下座か？　それとも召し使いになれとでも？」


    「あんたにそんなことされても嬉うれしくない。あのさ、黒くろ乃のさんを呼んでくれないか？　あんたの側そばにいつも控えてるんだろ？」


    「あぁ、廊下にいる。呼べば来るが、黒乃がどうかしたのか？」


    「いいから呼べよ。早く」


    　灯夜は不穏な顔をして廊下に出ると、すぐに俺の前に黒乃さんを連れて帰ってきた。


    「そいじゃ、俺の要求は───」


    　俺は灯夜と黒乃さんの手を取ると、二人の手を握らせた。


    「一度でいい、黒乃さんとデートすること。それが俺がお前にさせたいことだ」


    「あのっ……木綿もめん様、これはその」


    　顔を真っ赤にしている黒乃さんを見て、灯夜もなんだか落ち着かない様子だ。


    「いいだろ、たまには二人でデートするのも。パートナーなんだしさ。灯夜はちゃんと黒乃さんのこと大切に扱えよ。ぞんざいにしたらデートじゃないからな」


    「な、なにがしたいかわかんないけど、俺以外の人を巻き込むのはなしだ。それに黒乃、お前は俺なんかでいいのか？」


    「……い、いえ。その……う、嬉しゅうございますっ」


    　目め尻じりに涙を溜ためて、黒乃さんはぎゅっと灯夜の手を握った。


    　すると灯夜は頰ほおを赤らめながら、黒乃さんの顔を覗のぞき込んだ。


    「その、なんだ……試合の時のお前の声。ちゃんと聞こえてた。……俺が負けてもずっと側にいるって言葉は正直嬉しかった。だから、デートの約束は必ず守る」


    　ずっとお側にいますから───あの時叫んだ黒乃さんの気持ちはちゃんと灯夜に届いていたようだ。


    「それじゃあ、お前の無事も確認できたし……その、約束の件も引き受けた。だから先にロッジに戻ってるからな」


    　そう言って、黒くろ乃のさんと手を繫つないだまま灯とう夜やは去っていってしまった。


    　あの二人はめでたくやってくれれば、それでいい。


    　医務室を出て行く灯夜を見送った俺は、ようやく肩の力を抜いてミシンちゃんと顔を見合わせた。


    　ミシンちゃんもなんだかほっとした表情を浮かべている。


    　そしてミシンちゃんは俺の額ひたいの包帯を優しくさすった。


    「今回は頑張りましたね。こんなになって」


    「根性勝負で負けたくなかったからな」


    　なにより、ミシンちゃんのために戦おうと思ったからか、いつも以上に脱だつ衣い力りよくが発揮できた気がする。ミシンちゃんのためになにがなんでも勝つんだという強い意志が、俺を突き動かしたのだ。


    「そもそも俺は男子脱だつ衣い士しが弱点だったんだよな。ミシンちゃんのことで頭がいっぱいでそんなこと思いもしなかったけど」


    「あ、あの……私のことで頭がいっぱいなんて……直接口に出されると恥ずかしいのですが……」


    「い、いや、そういうんじゃなくてっ。灯夜にミシンちゃんが取られるのは困るっていうか。ミシンちゃんも嫌いやがってたからな。そういう意味で頑張ろうと思っただけで」


    　いや、ホントは大好きなミシンちゃんを取られたくない一心だった。


    　そんなこと口に出す度胸はないけれど。


    　そう思っていると、お互い沈黙してしまった。


    　会話しないと気まずいのだけれど、うまく言葉が出てこない。


    　なんだろうこの甘酸っぱい雰囲気は……。


    「おー。盛大に頭から流血したわりには元気そうじゃん」


    　気まずい空気を変えてくれたのは、医務室に入ってきた美び服ふく院いんさんの声だった。


    　美服院さんは俺とミシンちゃんの様子を見ると、即座ににんまりと笑みを浮かべた。


    「なになに。二人して見つめ合っちゃってた最中だった？　戦い終えた男とそれを労いたわるパートナー。お互い意識せずにはいられないってか？」


    「違いますっ。姫ひめはどうしてそうすぐに変な想像をするんですか」


    「だって君たちからかうの面白いんだもの。でもあれだぜ？　〈恋愛禁止令〉を踏み外しちゃ駄目だからな」


    「当たり前ですっ。折角二回戦も勝てたんですから、私たちは恋愛なんてものに邪魔されることなく、三回戦に挑みます。そうですよね、木綿もめん君」


    「……あ、うん。そうだな。このまま順調に勝ち進もう。優勝も見えてきたって感じがするし」


    「あのな、木綿君よ。目が鮮魚のごとく泳いでるんだけど。それってツッコミ待ちかい？」


    「な、なんのことでしょう……ははっ、美び服ふく院いんさんはまた冗談言って！」


    「シラを切るならそれでもいいけど。ま、なにはともあれさ。私の言った通りになったろ？」


    　美服院さんは俺のベッドに腰を落とすと、俺の胸をとんとんと突いた。


    「私は[image: ]かけに負けたことがない。今回もちゃんと勝っただろ。だから[image: ]に勝った報ほう酬しゆうでももらわないとね」


    「え？　俺から報酬もらう気ですか。なんで？　普通は灯とう夜やからもらうのが筋でしょ」


    「だってその灯夜君とやらいないんだもの。だから君が代わりだ。そうだな、木綿君を一日独占できる権利、とかどう？　一日あったら絶対口説き落とせる自信があるぜ」


    「えっ、それって……」


    　むしろ俺へのご褒ほう美びじゃねぇか！


    　美服院さんと一日ずっと一緒にいられたら、きっとエロいハプニング続出の予感！


    「くくっ……」


    　思わず笑みをこぼしていたら、隣に立っていたミシンちゃんがそれはもう冷たい瞳ひとみで俺のことを見下ろしていた。


    「……美服院さん、丁重にお断りします」


    「えぇー。いいじゃん、一日くらいー」


    「駄目に決まってます。姫ひめがなにしでかすかわからないですから、木綿君は預けられませんっ」


    　というミシンちゃんの強い意見によって、美服院さんと一日一緒にいられるご褒美は取りやめとなった。


    　ミシンちゃんは恋愛に興味ないわ、美服院さんとのエロも期待できないわで、俺の生き甲が斐いはもう脱衣しかない。


    　ったく……なんだよ、試合じゃ処女の裸を見られるけど、それ以外じゃちっともいいことないじゃないか。試合で勝ち進んでいっても結局俺は童貞野郎のままだし……。


    　処女の裸が見られるのは嬉うれしいけど、それよりも本当は、俺だって身近にいるミシンちゃんに振り向いてもらいたいんだ。でも、今は無理だもんな……。


    　仕方ない。こうなったら、試合でとことん処女の裸を堪たん能のうしてやる！


    　次は準決勝。


    　どんな選手が相手になるのか、期待に胸が膨ふくらむばかりだ。

  



  
    第三章　まさかのモテ期到来!?


    



    　それは突然やってきた。


    「あの、隣いいですか？」


    　本戦第三回戦、つまり準決勝を明日に控えた俺はミシンちゃんと二人、選手村の食堂で昼食を食べていた。そこに突然、本戦大会出場者の女の子が声を掛けてきたのだ。


    「え……はい、いいですけど」


    　自主トレをしていたせいで昼時を逃のがしてしまって今は午後二時。


    　食堂は空席でいっぱいだというのに、なぜ俺の隣に座ろうと思ったんだろうか。


    　不思議に思いつつも、真向かいで天むす定食を食べているミシンちゃんは無表情かつ無言だったので、俺も同じような態度を取ろうと味み[image: ]そカツ定食に[image: ]はしを伸ばそうとすると。


    「あー、味[image: ]カツ定食美お味いしそうですね。私もそれにすればよかったかな。でもカロリーとか考えちゃうとちょっと躊ちゆう躇ちよしちゃうんですよね」


    　隣に座った女の子がやたらと俺に接近してきた。


    　というか俺の肘ひじが女の子の胸に当たっている。全神経を肘へと集中させ俺は胸の感触を味わう。気が緩むと思いっきり鼻の下が伸びそうなので、頑張ってきりっと表情をキープするのも忘れない。


    　にしてもこの馴なれ馴れしさはなんだ？　もしかして俺の知り合いか？　顔を見る限り本戦に出場していた選手だったこと以外に覚えはないのだけれど。


    「あの、あなたは一体……」


    「私は一回戦で敗退しちゃったんですけど、北越ブロック出身のチーム〈娘にやん々にやん〉の涼すず風かぜ凜りんです。はじめましてー」


    「は、はじめまして……」


    「古ふる織おりさんは次の三回戦まで勝ち進んでるんですよね。すごいですよね。あ、二回戦の試合も見ました。あんな難しい技決められるなんて。もう見てて感動ですよ」


    「はぁ……それはどうも」


    　なんだろうこの押してくる感じ。そして無言のままのミシンちゃんが怖い。


    「そうだ、よかったら携帯のアドレス交換してもらってもいいですか？」


    「いいけど。俺なんかでいいの？」


    「古織さんだからいいんですよ。じゃあ、赤外線でデータ送りますねー」


    「あ、ども」


    　俺がポケットからスマホを取り出すと、涼すず風かぜさんという今日初めて出会った女子からアドレスが送られてきた。先日、うさ子さんのアドレスもゲットした俺にとってこんなに連続で女の子のアドレスが増えるなんて奇跡に近い。


    「やった。これで古ふる織おりさんといつでも連絡できますね。嬉うれしいなぁ」


    「えへへへ……そうっすかね」


    　なんて会話を交かわしながら、涼風さんは先に食事を済ませて帰ってしまった。


    　帰り際、満面の笑みで俺に手まで振ってくれた。うわぁ、超可愛かわいい。


    　思わず俺も顔が緩むが、ミシンちゃんが明らかに不穏な雰囲気を発していたのですぐににやけ顔を止めた。


    「なんだったんだろう、彼女」


    「さぁ。敗退して暇ひまを持て余して、発情でもしてるんじゃないんですか？　というか敗退したならさっさと帰ればいいじゃないですか。〈恋愛禁止令〉もあるんですから」


    「折角決勝戦まで来たんだから、最後まで観戦する権利はあると思うけどな。それに、は、発情って。そりゃないだろ」


    「いえ、ありえますよ。今の木綿もめん君は第三回戦まで上り詰めた選手なんですから。三回戦の試合に勝てば次は決勝戦です。今の時点でも全国ベスト四に入る実力者なんですよ」


    「だからって急に女の子が寄ってくるはずないって。だって、俺だぜ？」


    　童貞、チビ、エロスの三拍子そろった上に、十六年間まったくモテたことのない男だ。自分で言ってて悲しいけど。


    「とにかく、発情したメスに構ってないで自主トレ頑張ってくださいね。夜からは次の対戦相手の研究もあるんですから。遊んでる暇はありませんよ」


    「わかってるって」


    　さっきの女の子はただの気まぐれだろ、と思うことにして食堂でミシンちゃんと別れ、選手村内にある自主トレ用のジムに向かう途中。


    「あの、古織さんですよね！　お話ししてもいいですか？」


    　とか。


    「きゃー、本物の古織さんだ。あの、今夜って暇ですか？」


    　とか。


    「古織さん素敵！　筋肉触らせてもらってもいいですか？」


    　などという、選手村の女の子みんなから声を掛けられるという非常事態に陥った俺は、正直パニック寸前だった。


    　なぜだ、どういうことだ。選手村を歩いているだけで俺のスマホにどんどん女の子のアドレスが増えていく。しかもみんな可愛いじゃないか。


    　これは新手のどっきりか？　だとしたらこんなどっきり仕掛けるのは美び服ふく院いんさんしかいない。


    　俺はジムから一いつ旦たん引き上げ、さっそくスマホで美び服ふく院いんさんに連絡を取る。


    「あの美服院さん、俺です。木綿もめんです。あの唐突なんですが、どっきり仕掛けてないですか？」


    『あん？　なに言ってるか意味不明だな。私は今エステ中なんだ、くだらない要件なら切るぞ』


    「だって女の子が寄ってたかって俺に話しかけてくるんですよ。これって美服院さんの仕掛けたどっきりしかありえませんよ！」


    『私はそんなどっきり仕掛けてない。面白そうだが。あのさ、木綿君。それって俗に言うモテ期ってやつじゃない？』


    「な、なんだって……！」


    　俺は美服院さんとの電話を切ると、自分のロッジに向かって全速力で走った。


    　早くこのことを自慢しなければ！


    



    「俺にモテ期キタ───！」


    　ロッジの玄関を開けるなり、俺は全力で叫んだ。


    　するとリビングのソファーで本を読んでいた灯とう夜やが鬱うつ陶とうしそうに顔を上げた。


    「うるさい。黙れ、俺は読書中だ」


    「そんなことよりもだ！　モテ期が来たんだよ、俺に！　都市伝説だと思ってたけどほんとにあるのな」


    　俺は灯夜の隣に詰め寄ると、自慢げにスマホのアドレスを見せつけた。


    　そこには今日知り合った女の子の名前がずらりと並んでいる。


    「脱だつ衣い士しの女の子、よりどりみどりだぜ」


    「お前、ミシンのこと好きなんじゃないのか？　いい加減なことしてると俺、本気で怒るからな。俺はミシンの兄になったつもりで見守ると決めたんだ」


    　灯夜の目がわりとマジで怖かったので、俺は一旦テンションを元に戻した。


    「いや、ミシンちゃんのことは本気で好きだけどさ。いろんな女の子に声かけられたら灯夜だって嬉うれしいだろ？　テンション上がるだろ？」


    「俺はそんな浮うわついてない。それにだ……まぁ、お前には報告しておこうと思ってな」


    　灯夜は自分のスマホを取り出すと、俺に待ち受け画面を見せてきた。


    　そこには手を握り合って写っている灯夜と黒くろ乃のさんの幸せそうな写真が待ち受けに設定されていた。


    　ということはつまり……。


    「昨日デートをしてきたんだ。といっても、選手村の中を回るだけだけどな。それで、デートの最後に黒乃から好きだと言われて。まぁ、俺も黒乃の気持ちに応えてやろうと思ってな……。これもお前のお陰ってわけだ。だから、その……」


    「要するに付き合うことになったんだな！　キスとかしたんだな！」


    「いや、ちょっと待て。まだそこまでは」


    「灯とう夜や、一回殴らせろ」


    「なんでだ！　お前、俺と黒くろ乃のがくっつくように仕向けた張本人だろ」


    「だとしても羨うらやましいから殴らせろ！」


    「意味がわからん。けど、かかってくるなら相手になってやる」


    　お互いファイティングポーズをとったところで、ルリヲが外から帰ってきた。


    「ただいまー。って、なに？　木綿もめんと灯夜、喧けん嘩かしてんの？」


    　そして、すかさずルリヲが俺たちの間に割って入る。


    「喧嘩とか大人げないなぁ。そんなことより聞いてよ。僕にモテ期到来なんだよ」


    「「はぁ？」」


    　俺と灯夜は声をハモらせ、拳こぶしを下ろした。


    「いやぁ、最近さ。本戦敗退したお針はり子こ巫み女こから次々声かけられちゃって。握手まで求められたり。なんか僕、人気者みたい。なにせ全国ベスト四のお針子巫女だもんな」


    　そう。ルリヲのチームも三回戦まで勝ち進んでいる。


    　そして俺たちの次の対戦相手はルリヲのチームなのだ。


    　チーム〈黒くろ猫ねこロリポップ〉。お針子巫女はルリヲで、脱だつ衣い士しは猫ねこ塚つかカザリ。ルリヲが密ひそかに想いを寄せているという女の子だ。


    　ちなみに俺たち以外に本戦に残っているのは、天あま縫ぬいマチさんと妹いもうとヶが原はら美み杏あんさんのチーム〈妹いもうと姫ひめ〉とうさ子さんとぷに子さんのチーム〈うさぷにシスターズ〉の二チームだ。


    「偶然だな、ルリヲ。俺も同じようにモテ期到来してんだよな。どういうことだろ？」


    「え？　木綿もなの？　木綿モテそうにないのに」


    「うるさい、本当のことでも言って良いことと悪いことがあるだろう」


    「まぁ待て。お前たちがそろってモテ期到来……それも木綿は女子脱衣士、ルリヲはお針子巫女にってことは」


    　灯夜は俺とルリヲを交互に見た後。


    「お前たち、気をつけろよ。もしかしたら襲おそわれるかもな。女の子に」


    「え？　なんで？」


    　ルリヲは灯夜の前に座ると不思議そうに灯夜の顔を覗のぞき込んだ。ルリヲも当初は灯夜のことを毛嫌いしていたが、このところ灯夜もみなと打ち解けるようになり、今ではこうして普通に喋しやべる間柄だ。


    「あのな。こんなこと言うのもなんだが、お前たちに近づいてきてる女の子たちってのは別にお前たちの顔や性格が気に入って近づいてるんじゃないと思う。あ、ルリヲは結構かわいい系だから違うかもな。でも木綿の場合は絶対そうだ」


    「酷ひでぇよ！　なんで俺だけそんな扱いなんだ！」


    「だって事実じゃん、木綿もめんがモテないのは。見た目なんかぱっとしないし」


    　ルリヲ……お前はもっと言葉をオブラートに包むことを覚えような。じゃないと俺の殺気が抑えきれない。


    「でだ。話続けるけど。お前たちに近づいてくる女の子たちの狙ねらいは、お前たちの優秀な遺伝子。木綿は男子脱だつ衣い士しの中ではすでに全国一位の実力者。ルリヲだって準決勝進出した男子お針はり子こ巫み女ことしては一位の才能の持ち主。どっちも実力があり血統としては最高の逸材だろ？　だから女子たちはその血統を自分たちの一族に混ぜたいと考えてる」


    「だから無理矢理にでも俺たちを襲おそって……その遺伝子を狙うってこともあるっていうのか？」


    「単純な話、精子が欲しいんだろ。優秀な子孫を残すために」


    　きっぱりと灯とう夜やは言い切った。


    「…………」


    　ド直球すぎて俺もルリヲも言葉が出なかった。


    　まさか俺の人生で女の子から精子を狙われる日が来るだなんて。これは喜んでいいことなのか……？　まさしく灯夜の言う通り、顔や性格なんて関係ないっていうかそういう所に目を瞑つむってでも俺の遺伝子を一族に取り込みたいってことなんだから。


    　果たしてこれはモテ期と言えるんだろうか。俺ってモテてるって言えるか？


    「ふぅん、じゃあそんなの財産目当ての結婚、とかそんなのと一緒じゃん」


    　さっきまで嬉うれしそうだったルリヲは途端にうんざりした顔になった。


    「木綿もそんな奴やつら相手にするなよな。僕はもう話しかけられても無視することに決めた。そもそも僕には好きな子がいるしな」


    「ルリヲはカザリちゃんが好きなんだよな」


    　俺がルリヲのパートナー、猫ねこ塚つかカザリの名を出すと途端に動揺した。


    「ちょっ、木綿！　そんなに簡単に言うなよ！　もちろんカザリには内緒だからな。ばらしたら天あま縫ぬいミシンにお前が惚ほれてること言ってやるから！」


    「なんでお前がそのこと知ってんだよ!?　っつーか、誰だれから聞いた」


    　と言ってから思い当たる節は一人しかいないことに気づいた。


    　俺が灯夜に視線を移すと、灯夜はあらぬ方向を見ていた。


    　それでも灯夜をじっと見つづけると、降参したように灯夜が口を開いた。


    「周知の事実だと思ったんだ。だって俺とミシンを[image: ]かけて決闘してる時点で、お前がミシンに惚れてるのは明確な事実だろ？　ミシンだってお前に惚れられてるって気づいてるって」


    「だとしても、俺は自分の口から言いたいんだ。それにミシンちゃんは本戦が終わるまでは恋愛なんかにうつつを抜かさないって言ってたし」


    「それなら木綿は明日で本戦敗退するからいいじゃん。僕のカザリに負けてさ。明日になったら告こ白くれるよ」


    「ほほぉ、ルリヲ。言ってくれるな。お前のパートナーはそんなに強いのか？」


    「まず木綿もめんに勝ち目はないね。僕のカザリは無敵だ」


    「そうやってやたらと強さをアピールする奴やつほど、惨敗していくんだぜ。ほら、どこぞの女装脱だつ衣い士しも散々自信を振りまいて負けていったしな」


    「うぐ……っ」


    　灯とう夜やが胸を押さえて、苦しそうにしている。俺に向かって自信満々で勝負に挑んで敗退したというトラウマはそうそう消えないみたいだ。


    「僕のカザリは灯夜とは違う。本当の格の違いってのを見せてあげるよ」


    「だから……お前ら、そんなに俺を弄いじるな。ホントに傷ついてるんだからな」


    「灯夜は彼女持ちなんだから、傷ついたって癒いやしてもらえるだろ。このリア充め」


    「え？　灯夜って彼女いるの？　マジで！　写メとかないの。見せてよ！」


    　こんな風に三人揃そろってはしゃいでいる光景も、大会初日からしたら想像もできなかった。


    　見ず知らずの男子四人の生活に不安を感じていた俺だけど、そんな不安もどこへやらだ。


    　……そういえば、赤あか城ぎのおっさんはどこに行ったんだろう。


    「……あぁ、婚活か」


    　あの人こそ、年齢的に何がなんでも恋が実らないといけない人なんだけどな。


    



    　夕方になると、俺は明日の対戦チーム〈黒くろ猫ねこロリポップ〉の対策会議を行うため、ミーティングルームへと向かった。


    　その途中、やっぱり女の子たちが盛んに声を掛けてきてくれて、女の子たちの狙ねらいを知ってはいるもののやっぱり嬉うれしい。


    「えへっ、えへへへへ」


    　ちょっと出歩くだけでモテるなんて、俺〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加してよかったー。


    　可愛かわいいパートナーはできるし、処女の裸は見られるし、女子にモテるし。


    　我が世の春って感じだな。


    　そんな幸福を満喫していると、突然背後から誰だれかが抱きついてきた。


    「……っ！」


    　ふんにゃりと柔らかく温かい感触。


    　後ろから俺の胴に回された指は細くて繊せん細さいそのもの。


    　こ、これは間違いない！　俺は今、女の子に抱きつかれている！


    　ばくばくと高鳴る心臓。


    　興奮で鼻を膨ふくらませながら、俺は振り返った。するとそこに居たのは、やたらと身長の小さな少女───チーム〈黒猫ロリポップ〉の猫ねこ塚つかカザリだった。


    「にゃはん。木綿もめん捕まえた」


    　黒髪ショートヘアに猫耳カチューシャをつけ、だぼだぼニットをワンピースのように着ているだけという男心をくすぐる姿をしたカザリちゃんは猫のような丸い瞳ひとみで俺を見上げていた。


    「間違いない。その顔、古ふる織おり木綿だな」


    「そうだけど……」


    　この子が明日戦う相手か……。だが、俺に抱きついているのはどうしてだ？


    　しかもこの子、えらく幼い顔と体つきをしている。そのせいで、今の俺ってかなり犯罪的な絵になっていると思う。そして、さらにカザリちゃんは犯罪をにおわせる行動をとった。


    「えいっ」


    　と、油断していた俺の足を引っかけ、そのまま背後の芝しば生ふへと俺を押し倒す。


    　そしてカザリちゃんは俺の腹の上に乗ると、艶なまめかしく俺を見下ろした。


    　だぼだぼのニットの裾すそから今にもパンツが見えそうで、俺の下半身が反応してしまっている。美び服ふく院いんさんのような大人の女性からカザリちゃんのようなロリ体型まで、俺のエロスは見境がない。


    　こんな野外でロリ少女に押し倒されているという状況がさらに俺を興奮させる。


    　頭の中がピンク色に染まり、鼻息が荒くなる。


    「木綿、会いたかったぞ。ずっとずっと。大会が終わるまで我慢しようと思ったけど、木綿の姿を見たら抱きつかずにはいられなかった」

  


  [image: ]



  
    　つぅと俺の首筋を、カザリちゃんは指でなぞった。


    「な……っ、なんで？」


    「東海ブロック予選決勝戦。あの試合を見た時から、私の胸はときめきっぱなしだ。木綿もめんのことが大好きになった。とっても格好良かったぞ」


    「そ、そりゃどうも……」


    　このエロい状況でそんなこと言われても、まともに聞けないって。でも平静を装わなければ。落ち着け、俺……下半身よ、鎮まりたまえ……。


    「だからな、木綿。私と付き合ってくれ。本戦が終わったら私とたくさん、性交をしよう」


    「セイコー！　って駄目だって、そんなの。だってカザリちゃんにはルリヲがいるだろ？」


    「ルリヲ？　あぁ、あいつは可愛かわいい奴やつだ。いつもお前の話をしてくれるぞ。それがどうかしたか？」


    　うわぁ、カザリちゃんはルリヲに好かれていること気づいてないのか。


    　そんで俺はカザリちゃんに押し倒されて交際を迫られている。


    　なんかとてつもない罪悪感に襲おそわれる。だって、さっきまで仲良く喋しやべっていたルリヲの恋する相手と俺は今、とても密着しているわけで……。


    　すると、カザリちゃんは俺の顔へと自分の顔を近づけてきた。


    　まずいまずいまずい……これはキスされるんじゃないかっ！


    「ちょっと待ってカザリちゃん。俺はその……好きな人が……」


    「私よりも好きな人がいるのか。でも、私は諦あきらめない。そうだな、私のものだって目印でもつけておこう」


    　かぷっとカザリちゃんは俺の首筋に唇くちびるを吸いつけた。


    「───っ！」


    　女の子が俺の肌に唇をつけてる！　人生初の体験。このままだと本当に心臓が爆発してしまう！


    　カザリちゃんはたっぷり十秒は俺の首筋に吸いつき、それから満足そうに顔を上げた。


    「にゃはん、キスマークつけておいたぞ。木綿は私のものだ」


    「そんな勝手な……！」


    　するとそこへ、考え得る限り最悪な状況が訪れた。


    「ミーティングに姿を見せないと思ったら……何をしているんですか」


    　見なくてもわかる。これはミシンちゃんの声だ。


    　そして、恐る恐る視線を向けると、そこには青ざめた顔のミシンちゃんが立っていた。


    「ちょっ、これは違うんだ。誤解しないでくれ」


    　ミシンちゃんは後ずさりながらも、鋭く目を吊つり上げた。


    「誤解もなにも見た通りのことですよね。木綿もめん君は道ばたで女の子と……」


    「まだなにもしてないぞ。ただ、私のものだって印をつけてただけだ」


    　カザリちゃんが立ち上がり、ミシンちゃんを真っ向から見据えていた。俺もすかさず立ち上がり、カザリちゃんと距離を置く。


    「お前には関係ないことだ。私と木綿のことなんだから」


    　カザリちゃんの挑発的な言葉に、ミシンちゃんは引かなかった。


    「関係あります。木綿君は私のパートナーです。勝手なことしないでください。それにあなたは明日戦う相手でしょ」


    「だからどうしたんだ？　私は木綿が大好きだからな、きっとめろめろにしてみせる」


    「も、木綿君はどうなんです！　なにか言ってください」


    「俺はただ、歩いてたら急にカザリちゃんに襲おそわれただけで」


    「だったら抵抗すればいいじゃないですか。……そういえば、美び服ふく院いんさんに『モテ期がきた』とかわけのわからないこと報告してたそうですね」


    　すでに美服院さんから情報が回っているとは……。


    　まさに最悪な展開だ。


    「木綿君、ちょっと女の子にちやほやされてるからって調子に乗ってるみたいですね。もういいですっ、今日のミーティングは中止です。こっちにだって考えがありますから！」


    　ミシンちゃんは踵きびすを返すとすたすたとこの場を後にした。


    　残されたのは俺とカザリちゃん。


    「なんで怒ってたんだ？　あいつもお前のこと好きなのか？」


    「そういう訳じゃないけど……とにかく、俺は君の期待には応えられない！」


    「そうか。残念だな、私のどこが悪い？」


    　カザリちゃんは俺の顔を覗のぞき込むと純粋そうな笑みを浮かべて聞いてきた。


    　…………。可愛かわいくてエロい。悪い所なんて一つもない。むしろ、凄すごく好みだ。


    　けど、駄目だ。俺はミシンちゃんの方が好きだし、ルリヲのことだって裏切りたくない。


    「ホントにごめん、でも俺、本当に好きな人がいるんだ」


    「私はもっと魅力的になって、木綿を振り向かせないと駄目だってことか……にゃはん、燃えてくるな」


    　からからと笑って、カザリちゃんはひょいと俺の傍そばから離れていった。


    「それじゃあまた明日な。大好きだぞ、木綿」


    　ウインク一つ残して、カザリちゃんは引き上げていった。


    　ど、どうしよう……まずはミシンちゃんにありったけの言い訳をしなければ。


    



    　俺がミーティングルームに入ると、ミシンちゃんの姿はなく、美服院さんだけが待っていた。予想はしていたけれど。


    「あのぉ、事情はどのくらいご存じで……？」


    　尋ねると、美び服ふく院いんさんは両手をあげて、首を横に振った。


    「なんの説明もなしだ。ただミシンがさっきここに顔を出した時には鬼のように怒ってたよ。そんで今日のミーティングは中止だと。君のその首筋のキスマークと関係ありなんだよな」


    「これはですね……襲おそわれたんです」


    「おいおい！　まさか襲われて童貞喪失しましたって言うんじゃないだろうな？」


    「ど、童貞は守ってますよ！　ちゃんと！」


    「まったく、驚かせるなよ……。で、どうすんのさ。大事な準決勝を明日に控えて、君とミシンの仲に亀き裂れつが入るとか。私にもどうにもできないぞ。ってか、私だって調子に乗ってる君に対して怒りたいくらいだ」


    「ど、どうしよう……まずいですよね、これ」


    　どさり、とミーティングルームのソファーに俺は力なく腰を落とした。


    「誠心誠意謝るしかないだろ。自分が全部悪かったってな。そうだな……こういう時はよりインパクトのある謝り方をして、相手の怒りをうやむやにしてしまうってのも策だろ」


    「例えば……？」


    「ジャンピング土下座なんてどうだ？　鍛きたえ上げられた脱だつ衣い士しの力を振り絞って、本気のジャンプからの土下座だ。これは効くんじゃないかな？」


    「そんなふざけた謝り方で許してもらえるわけないでしょ！　あのミシンちゃんですよ！」


    「それなら、誓いを立てるってのはどうだ？　一生、おっぱいに興味持ちません。勃ぼつ起きもしません。だから許してください！　っていうのは」


    「俺にそれができると思いますか……？」


    「無理だな。君は息をするように勃起する男だからな」


    「さすがにそこまでの域には達していませんっ」


    「ふぅん、どれ……」


    　美服院さんは[image: ]はいていたロングスカートを太ももの辺りまでまくり上げた。


    　露あらわになった美脚。そしてその付け根の奥に潜むパンツが見えるか見えないかの絶妙なライン。俺は前まえ屈かがみにならざるを得なかった。ってか、こんなの誰だれだって勃起するだろ！


    「はぁ……これだから男ってやつは」


    「い、今のは油断していたんです」


    「今のだけじゃないぜ。モテ期とかいって浮かれて、はしゃいで、挙げ句に女の子に襲われましたって。それ全部、君が油断してたせいだろ？」


    「確かにその通りです。申し開きのしようもございません」


    「まずね、ミシンの居場所を確認しないとな。謝りようもないからさ」


    「ですね……ミシンちゃん携帯持ってないし。だとすると」


    　地道に捜すしかないか。でも女子寮に帰ってしまっているなら捜しようがない。


    　そう思っていると、俺のスマホからメールの着信音が聞こえてきた。


    「ん……うさ子さん？」


    　それはうさ子さんからのメールだった。


    『この間約束したお散歩。今夜付き合っていただけませんか？　七時に芝しば生ふ公園で待ってます』


    　んー、この修羅場な時にうさ子さんからのお誘いとは。


    　この誘いを受けてのこのこ待ち合わせに行ったことがバレれば、余計にミシンちゃんを怒らせてしまう。


    　俺が断りのメールを入れようとしていると、美び服ふく院いんさんが横からスマホを覗のぞき込んできた。


    「君って抜け目ないのな。うさ子ともメールしてるなんて。あ、そうだ。丁ちよう度どいいじゃん。うさ子にミシンが女子寮に戻ってないか聞いてみたら？　あの二人知り合い同士だし、もし女子寮にいなくてもなにか心当たりがあるかもしれないぜ」


    「そっか。そうですね。一応聞いてみます」


    　俺はメールに、今夜は行けそうにないことを告げ、さらにミシンちゃんのことを聞いてみた。


    　するとうさ子さんからすぐに返信があった。


    『ミシンさんの居場所なら知ってます。でも今は教えられません。知りたかったら、七時に芝生公園に来てください』


    　ん？　どういうこと？


    「これって……なんか意味深ですよね」


    「木綿もめん君さぁ……」


    　美服院さんはがっしりと俺の肩に腕を回した。


    「覚悟して行ってこい。お怒りなのはなにもミシンだけじゃないっぽいようだ」


    「はぁ……？」


    　それ以上、美服院さんは教えてはくれなかった。


    



    　そして夜の七時。選手村の片隅にある人ひと気けのない芝生公園に俺は約束通りやってきていた。


    　芝生公園とはその名の通り、一面が芝生となっていてほかにはなにもない公園だ。


    　その公園で待っていたのは───。


    　腕組みをして俺の姿を睨にらんでいるミシンちゃんと、その横で同じくご立腹な様子のうさ子さんだった。


    　二人から怒りのまなざしを浴びながら、俺は芝生公園へと入っていく。


    「こ、こんばんは」


    　恐る恐る二人に近寄り、話し掛けてみるが反応はなかった。


    　ただただ二人とも眉み間けんに皺しわを寄せて立っている。


    「二人が一緒なんて珍しいな。あの、どういうことなのかな」


    「木綿もめん君───」


    　静かだが怒りのこもった声でミシンちゃんが俺の名を呼んだ。


    　それだけで背せ筋すじがぴんとなる。


    「は、はいっ……！」


    「今の木綿君はなってません。女の子にちやほやされて舞い上がって、隙すきだらけです！　のみならず、準決勝を明日に控えていながら相手選手にまんまと付け入られるなんて。心が徹底的に緩んでます！」


    「はい……すみません」


    　ひたすらに頭を下げる俺に対し、今度はうさ子さんが口を開いた。


    「私もミシンさんから話を聞いて失望しました。木綿さんってそんなに軽い人だったんですね。道ばたで女の子に押し倒されてたらしいじゃないですか。おまけに首にキスまでされて」


    　うさ子さんは刃やいばのように鋭い視線で俺の首元を見ている。


    「そこで私はうさ子さんに頼みました。緩みきった木綿君の根性をたたき直してもらうように。うさ子さんも快かい諾だくしてくれましたよ」


    「えぇ、木綿さんにはちゃんと躾しつけが必要みたいですから。私、今夜は手加減しません」


    「……えっ」


    　下げていた顔を上げたその瞬間、一気に接近してきたうさ子さんの膝ひざ蹴げりがノーガードの俺の横っ腹にクリティカルヒットしていた。


    「ぐへっ……！」


    　優に五メートルはぶっ飛ばされただろうか。俺は無ぶ様ざまに芝しば生ふの上に転がった。


    　ぽきぽき、と指をならしてうさ子さんが近づいてくる。


    　俺は口から胃液っぽいなにかを吐き出しつつ、立ち上がった。


    「今のはただの挨あい拶さつ代わりです。ではいきますよ、ミシンさんと私からの鉄てつ拳けん制裁です！」


    　体勢を立て直す前に、すでにうさ子さんの拳こぶしが見事に俺の顎あごに入っていた。


    　揺れる脳。飛びそうになる意識。


    　しかしうさ子さんはそんな俺の襟えり首を摑つかんで、がくがくと体を揺すった。


    「気絶なんて許しませんよ。たっぷり痛い目みないと、木綿さんも反省できませんからね。私だって木綿さんをこんな風に痛めつけるのは心が痛いです。でも木綿さんのためですからね」


    　言葉とは裏腹に、満面の笑みのうさ子さんが怖い。


    　俺はとっさにうさ子さんの手を払って、後ろに飛んで距離を取った。


    　そして呼吸を整え、構える。


    　いくらなんでも、ただボコボコにされるのは嫌いやだ。


    　っていうか、こっちは言い訳をたくさん考えてきてるんだ。


    　まずはそれを聞いてからにしてくれ。


    「ちょっと待って。まず俺の話を───」


    「問答無用ですっ。体で覚えてもらいます」


    　どんな攻撃が来ても対処できるように気を張っていたつもりだったが、そんな俺の懐ふところへうさ子さんはあっさりと入ってくる。


    　桁けたハズレに強い、っていうか怖い。


    　鳩尾みぞおちへの正せい拳けん突づきからの、後頭部への回し蹴げりが決まり、俺は顔面から芝しば生ふに突っ込んだ。


    「芝生は美お味いしいですか？　なんならもっと食べさせてあげましょうか。あはっ」


    　ぐりぐりと俺の頭を踏みにじるうさ子さん。


    　俺は手も足も出なかった。


    　試合ではサディスティックな一面を見せるうさ子さんだったが、普段でも怒るとドＳになるみたいだ。しかも得意のハサミ攻撃じゃなくても充分強い。体術の腕も超一流だ。


    　その後、俺は容赦なくうさ子さんにボコボコにされ、最終的に全身に痛くないところが一つもないという状態となったところでようやくミシンちゃんの制止が入り鉄てつ拳けん制裁は終わった。


    　そして、その後に待っていたのは──


    「木綿もめん君、正座です」


    「……は、はひ」


    　ミシンちゃんのお説教タイムだった。もう全身がバキバキいっててキツイのに、まだ音を上げてはいけないらしい。


    「いいですか、これで身に染みたと思います。だから今回のことは許してあげます。もう二度と気を抜いては駄目ですよ。うさ子さんにやられてわかったでしょう。もし明日の対戦相手がうさ子さんだったら木綿君は今みたいにぼこぼこにされていたはずです。そもそも私は昼間に忠告しましたよね、発情したメスに構うなと。なのに木綿君ときたら──」


    「だいたい、木綿さんはどうしてそう隙すきが多いんですか！　押し倒されて首筋にキスマークつけられるって、あり得ませんよ！　されるがままになんでも受け入れすぎなんですよ。これからはいつ寝込みを襲おそわれても対処できるよう覚悟しておいてくださいね！」


    　この後、門限時間ぎりぎりまでミシンちゃんとうさ子さんの説教が続いた。


    　そして思った。もう二度とモテ期なんてこなくていいと。


    



    　ロッジに帰ると、リビングにいた灯とう夜やと赤あか城ぎさんが、ボコボコになっている俺の顔を見て何事かとあ然としていたが、理由を話すと二人して。


    「それは木綿、お前が悪い」


    「ご愁しゆう傷しよう様さまだったね、木綿君」


    　同情はしてくれてるようだけど、二人からも冷たい言葉を贈られてしまった。


    　俺は明日にそなえて早く休まないと、と二人にそう言った後に自分の部屋に戻ると、すでにルリヲが隣のベッドで寝息を立てていた。


    　俺がルリヲを起こさないようにそっと自分の布ふ団とんを[image: ]まくりベッドに入ろうとすると、


    「こんばんは、遅かったじゃない。待ちくたびれて寝ちゃうとこだったわ」


    　ナース服に身を包んだ第一回戦の相手、罪つみ木き四し季きさんが、俺のベッドの中にいた。


    「なっ……！」


    　声を上げそうになったが、罪木さんはすかさず俺の体をベッドの中に引きずり込む。


    「隣の可愛かわいい坊やが起きちゃうから、ね？　今夜は静かに楽しもう……それにしても君、ぼろぼろね。ふふっ、私が治してあげようか？」


    　ぺろりと俺の頰ほおを舐なめる罪木さん。


    　罪木さんは艶なまめかしくその腕を俺の首に絡めてくる。いつの間にか足も絡まり、身動きがとれなくなっていた。


    　これは、よ、夜よ[image: ]ばい！　エロエロナースの夜の診察室が現実のものとなろうとは！


    　と興奮しそうになったが、先ほどのミシンちゃんとうさ子さんの鬼のような鉄てつ拳けん制裁が脳裏をよぎり、興奮が一気に冷めていった。


    　そう、俺はもうしっかり躾しつけ済みなのだ。


    「罪木さん……」


    「ん、なぁに？　初めてだから緊張しているの？　安心して、私も同じだから」


    「───出てってください！」


    　俺はベッドから起き上がると、罪木さんの首根っこを摑つかんで部屋の外にほっぽりだした。


    　そしてベッドに飛び込み、頭から布団を被かぶる。もうモテ期なんてこりごりなんだ！


    　夢の中にもあのサディスティックなミシンちゃんとうさ子さんが現れたらどうしよう。


    　そんな不安を抱いだきながら俺は眠りについた。


    



    　不安のせいで眠りが浅かったけれど、試合当日の朝だ、起きなければならない。


    　まだ眠い頭で目覚ましの音を止めてベッドから起き上がると、隣のベッドはすでに空からだった。


    　顔を洗ってからリビングに顔を出すと、ルリヲが一人で朝食を食べていた。


    「ん、おはよー。木綿もめん、どうしたの？　酷ひどい顔」


    「これは甘ったれてた自分にけじめつけてもらった証あかしだよ。今日の俺はいつになく気合い入ってるぜ」


    「なんかよくわかんないけど。ほい、朝ご飯。木綿もそろそろ起きてくる頃ころだろうと思ってトースト焼いといたよ」


    「お、サンキュー」


    　俺はルリヲの隣に座り、いい感じに焼き上がったトーストをかじる。


    「今日でもう準決勝って、なんかあっという間だよねー。やっとロッジの生活に馴な染じんできたってのに。〈脱だつ衣えの儀ぎ〉も明日で終わりかぁ。もっとみんなと一緒にいたいな」


    「そんなこと言って。ルリヲ、ホントはもうホームシックだったりすんじゃねぇの？　早くママの手料理が食べたい、とか思ってたりして」


    「そんなことないよ！　母さんの料理なんてもう食べ飽きたね」


    　おー、これが反抗期まっさかりの中学生ってやつか。


    「でもルリヲの言う通り、ここでの生活も悪くないよな。最初はどうなるかと思って心配したけどさ」


    　そんな普段どおりの会話を楽しみながら、俺もルリヲもロッジを出る準備を始めていく。


    　そしてロッジの玄関の前で俺とルリヲは顔を合わせると、ルリヲが今まで見せたことのないような引き締まった表情を浮かべていた。


    　勝負の前の男の顔つきだ。


    　そしてルリヲは俺に向かって話しかけてきた。


    「あのさ、こういうこと言うの癪しやくなんだけど、前からさ、カザリは木綿もめんのこと気に入ってたみたいなんだよね。予選の時から好きだとか言ってた。けど、カザリを想う気持ちなら僕の方が強い。だからさ……」


    　言葉を探すようにつっかえながら語ったルリヲは、俺にびしっと指を差した。


    「僕に遠慮とかするなよな！　本気でカザリと戦わないと許さないぞ」


    「あぁ、もちろん。お前の好きな相手だろうと丸裸にしてやるよ」


    「上等だ！　でも粗末な裸晒さらすのはそっちの方だけどな！」


    　お互い見合って笑みを浮かべると、俺たちは一緒にロッジを後にした。


    　そして、そこからは一度も会話を交かわさなかった。


    



    「あの、お、おはよう」


    　選手控え室でミシンちゃんと顔を合わせた俺は、昨夜のこともあって恐る恐る挨あい拶さつしてみた。


    「おはようございます、木綿君。昨日はあの後、ゆっくり休めました？」


    　ミシンちゃんは昨日の件がなかったかのようにいつも通りだった。よかった、ホントに昨日のお説教で許してくれたようだ。


    「二人の説教が骨身に染みて、よく眠れたよ」


    「休息も大事ですからね。あ、ちなみにですけど。これ」


    　ミシンちゃんは昨日の夜、俺から取り上げたスマホを返してきた。


    「うさ子さん以外のメスのアドレスは全部消しておきましたから。これで試合にも集中できますね！」


    「ま、まぁな！」


    　徹底的に女の子の芽は摘んでおくつもりのようだ。


    　しかしこれで済んだだけでもありがたい。ミシンちゃんを怒らせたまま準決勝を迎えるなんてことになっていたら確実に負けていただろう。あと昨夜の罪つみ木きさんのことは絶対に秘密にしておこう。また半殺しにされかねない。


    「ミシンは独占欲が強いみたいだなぁ。まぁ、そんな感じしてたけど」


    　一緒の控え室にいた美び服ふく院いんさんがおどけた調子で言うと、ミシンちゃんは即座に言い返す。


    「独占欲なんかじゃありませんっ。木綿もめん君がしっかりと本戦に挑むためには必要なことなんです！」


    「かかっ、まぁこれで木綿君も懲こりたことだし。一件落着だね。後援者としては安心したよ。木綿君も次にこんなことがあったら覚悟しておいた方がいいよ。今度は鉄てつ拳けんじゃ済まされないかもね」


    「やだな。次なんてないですよ。もう懲りました……」


    　さらりと怖いことを言われて、俺は背中に冷や汗をかいた。


    　とはいえ、昨日の話題はこれまで。


    　あとは時間いっぱいカザリちゃんへの対策を練ることになった。


    　試合時間はもうすぐだ。手短にミシンちゃんと話を詰める。


    「本戦でのカザリちゃんの戦い方だけど、主な戦い方は、両手に嵌はめたカギ爪づめ仕込みのグローブによる引き裂さき攻撃。それと厄やつ介かいなのが」


    「高速移動による攪かく乱らんステップですね」


    　うん、と俺は頷うなずいた。


    　カザリちゃんの最大の強みはなによりもその身軽さ。


    　しなやかな両足の筋力による高速かつランダムな移動によって相手を攪乱する。そしてその隙すきに両手のカギ爪で仕留める。というのがこれまでの戦法だ。


    「速さで言えば、うさ子さん以上かもしれない。でも俺の第六感〈未み来らい視し〉を使えば攻撃は予測できる。対処のしようもあるはずだ」


    「木綿君の攻撃に私の〈糸し解かい〉も合わせれば、捉とらえられるはずです」


    　俺たちの言葉を聞いていた美服院さんは、俺とミシンちゃんの肩に両腕を回した。


    「そんじゃ、この試合勝てば次はようやく決勝戦だ。木綿君、ミシン───何がなんでも勝ってこい！」


    「「押お忍す！」」


    　三人で円陣を組んで気合いを入れると、俺たちは舞台へと向かった。


    



    　舞台へと続く花道へ出ると、ちょうど真正面からカザリちゃんとルリヲも花道に姿を現していた。決勝に近づくにつれ、会場の盛り上がりは留とどまるところを知らない。


    　俺とカザリちゃんが同事に神楽殿に上がると、大歓声が響いた。


    　そして俺はカザリちゃんの姿をじっくりと眺めた。


    　本戦中も見たことはあったが、目の当たりにするとやっぱりすごい。


    　なぜなら、カザリちゃんは黒のベビードールという薄手のワンピースのようなものに、下着は丸見えという扇情的な天てん衣いを纏まとっているからだ。それに猫の手のような、カギ爪づめ仕込みの肉球グローブ。頭につけた猫耳カチューシャも忘れてはいけない。


    　にしても、ほとんど下着姿だ。ルリヲの奴やつ、なにを考えてこんなエロい天衣を作ったんだ？　いや、俺には嬉うれしいけれど。大人っぽいセクシーベビードールにつるぺたなロリ体型。そのアンバランスな感じがなんともいえないエロスを醸し出している。


    　そそるぜ。ロリ最高じゃないか！


    〈……こほん〉


    〈糸い心しん伝でん針しん〉でミシンちゃんの冷たい咳せき払ばらいが聞こえる。


    　いかん、昨日の件で懲こりたばかりだというのに、もうエロスが爆発しそうになってしまった。


    　なんとか抑えようと思ったが、頭がぼんやりしてしまう。舞台の上には、香かぐわしい花のような甘い香りが漂っている。カザリちゃんが香水でもつけているんだろうか。


    　それにしてもカザリちゃんの姿は会場を沸わかせるのには充分な効果を発揮していた。


    　あちこちからカザリちゃんを応援する声が上がっている。主に男たちの野太い声援だ。


    　ちなみに俺に対する黄色い声援もカザリちゃんの声援の前にはかすんでしまっている。


    「では両者揃そろいましたので、試合を始めさせていただきます」


    　審判兼実況の海え老び子こさんが現れると、舞台の空気がぴんと張り詰めた。


    　海老子さんは俺とカザリちゃんの両者の姿を確認すると、俺にマイクを差し出してきた。


    　恒例となっている名乗りだ。俺は勢いよくマイクに向かって叫んだ。


    「チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめん！　カザリちゃん、マジ天使だよ！　……じゃなかった、えと、きっとこのロリ少女を裸にしてみせる！」


    　なに言ってるんだ自分は。場の雰囲気に呑のまれてるのか？　つい本心を口走ってしまった。


    　そして続いてはカザリちゃんの番だ。カザリちゃんは全身からピンク色のオーラを振りまいている。


    「にゃはーん。チーム〈黒くろ猫ねこロリポップ〉の猫ねこ塚つかカザリだ。今日は絶対、木綿をめろめろにするから覚悟しておけ」


    　カザリちゃんの名乗りの時には会場中からカザリコールが巻き起こった。まさにアイドル級の人気を博している。


    　確かにカザリちゃんは可愛かわいい。気を抜いていると虜とりこになりそうだ。


    「では名乗りを終えましたので、両者見合って───脱がし合い、開始！」


    　海え老び子こさんの宣言によって、準決勝が始まった。


    　俺は意識をカザリちゃんに集中させる。


    　カザリちゃんのエロエロなベビードールに意識を奪われていては駄目だ。


    　爪つめによる引っ搔かき攻撃。それに細心の注意を払わなくては。


    　そんなことを考えている間に、カザリちゃんはたんっと床を蹴けると四方八方へと飛び回りながらも間合いを詰めてくる。


    　早い！　カザリちゃんの動きが目で追いきれない！


    　柔軟な脚力を利用した高速攪かく乱らん軌道を描くステップ。カザリちゃんの真骨頂。試合開始と同事にやってくるとは！


    「でも防いでみせる！」


    　俺は両りよう袖そでから一本ずつ扇せん子すを取り出すと、ばっと開いた。扇子カッター二刀流。


    　まずはこれでカザリちゃんの攻撃を凌しのぎ、攻め入る隙すきを作る。


    　俺はあえて、高速攪乱軌道の中へと突っ込んでいった。


    　目で追うのも、体で感じるのも不可能な程のスピード。


    　そんな中から繰り出される攻撃を防ぐためには、あれしかない。


    〈第六感〉───脱だつ衣い力りよくを極限まで研ぎ澄ますことによって生まれる、超常の感覚。


    　俺の場合、二秒ほど先の行動を予見できるというもの。


    　俺は意識を視界に集中させて、脱衣力を研ぎ澄ます。


    　見えてきたのは、二秒後にやってくるカザリちゃんからの攻撃。


    　後ろ斜め四十五度からカギ爪による一撃が来る！


    「……っ！」


    〈未み来らい視し〉によって感じ取ったままに体を動かす。


    　振り返るとまさに俺に向けて鋭いカギ爪を伸ばしているカザリちゃんの姿があった。


    　すかさず俺は右手の扇子カッターでその爪を弾はじき、体勢を崩したカザリちゃんに向かって左手の扇子カッターを繰り出した。


    「脱だつ衣い技わざ───斬きりの一手〈斬ざん雪せつ〉」


    　舞い落ちる雪のように天てん衣いを細かく切り裂さく渾こん身しんの脱衣技がカザリちゃんを捉とらえようとしたその時、俺は自らの意思で身を引いてしまった。


    　カザリちゃんも体勢を立て直すために後退する。


    　互いの距離は六メートルほどか。


    　高速攪乱軌道でのステップはスタミナを消費するようで、カザリちゃんは肩で息をしていた。


    　しかし、同事ににやりと笑みを浮かべた。


    「目にも留まらぬ猫ねこ塚つか選手の攻撃を古ふる織おり選手、ぎりぎりで受け止めました！　しかし攻撃へ転じることはできず！　これは猫塚選手が優勢と見るべきでしょうか」


    　違う。攻撃することは可能だった。けれど、躊躇ためらってしまったのだ。どういうわけだか、カザリちゃんを攻撃したくなかった。


    　脱がしたくないだと？　この俺が？　そんなはずは決してない。俺はあのロリ体型の全裸を是非とも拝みたいはずなのに！


    〈木綿もめん君、また心の声が丸聞こえですよ。まるで性犯罪者の独白です〉


    　唐突に頭の中に響くミシンちゃんの声。しまった、また〈糸い心しん伝でん針しん〉で俺の心の声をミシンちゃんに届けてしまった。意識して心の声をシャットダウンしないと全て筒抜けになってしまう。


    〈エロスによって脱だつ衣い力りよくが高まってるから別にいいですけど。それにしてもさっきの木綿君の行動はおかしいです〉


    〈だよな。完全に技が決まったと思ったのに〉


    〈試合開始から様子が変です。妙にカザリちゃんを意識してるっていうか……〉


    〈そうか？　いや、でも頭がぼんやりして脱がしたいって気にならないような……〉


    　どういうわけだか、俺はカザリちゃんに攻撃できなかった。


    　あの可愛かわいいロリ少女を裸にするなんて、俺にはできない。っていうか攻撃すらしたくない。


    〈木綿君がなにをためらってるかわかりませんが、今度は私も〈糸し解かい〉を仕掛けていきます〉


    〈あ、……あぁ、頼む〉


    　糸と針による攻撃、〈糸解〉。それと俺の〈未み来らい視し〉が合わされば確実に脱がせる。


    　けどいいのか？　可愛いカザリちゃんにそんな攻撃しかけちゃって。


    　心のどこかから、試合なんてどうでもいいからカザリちゃんの愛らしい姿を見ていたいという欲求が湧わき上がってくる。


    　けれど俺はなんとか試合に集中し、一呼吸吐ついてから、スタミナ回復を図っているカザリちゃんに向かって突っ込んでいった。


    　すかさずカザリちゃんは高速攪かく乱らん軌道のステップに入るかと思ったが、カザリちゃんはこちらをじっと見つめて立ち尽くしていた。


    　スタミナ切れで棒立ちなのか……それともカウンター狙ねらいか。なんにせよ、今は攻める！


    　扇せん子すカッター二刀流を抜き放つと、俺は六メートルはある距離を三歩で詰めた。


    　扇子カッターの間合いに入った。後は天てん衣いを切り刻むだけ。


    　するとカザリちゃんの体が動いた。やはりカウンター狙いか。しかしもう遅い。こちらの攻撃が先に入る。


    　はずだった。


    「にゃはんっ」


    　攻撃を仕掛けている俺に対し、カザリちゃんは四つん[image: ]ばいになると猫のようなポーズをとって、俺に向かってウインクしてきた。


    　同事にカザリちゃんから[image: ]あふれ出たピンク色のオーラが俺の体を包み込む。


    「───っ！」


    　まさにハートが撃ち抜かれた、という状態だった。


    　カザリちゃんの愛らしい仕草に、俺は思わず攻撃の手を止めその場に立ち尽くしうっとりと見入ってしまったのだ。


    　その隙すきをカザリちゃんは見逃さなかった。


    　たった今まで超絶可愛かわいいポーズを決めていたかと思えば、爆はぜるような瞬発力で襲おそいかかってきた。


    〈糸し解かいが追いつきません！　早すぎます！〉


    　頭の中でミシンちゃんの声が響き、我に返って慌あわてて身を引いたが、遅かった。


    　俺の天てん衣いの胸もとは、カザリちゃんの五本のカギ爪づめによって深く切り裂さかれていた。


    「めろめろだな、私に」


    　背後からそんな声が聞こえ、俺が素早く振り返るとカザリちゃんは余裕の表情を浮かべ俺を見ていた。


    「どういうことだ？」


    「どうもこうもない。人は可愛い者を見ると守りたくなるのは当然だろ。ましてや攻撃しようだなんて思わない……にゃはんっ」


    　ちろりと舌を出して笑うカザリちゃんの姿は、確かに頭がくらくらとするほど可愛かった。


    「私の〈第六感〉───〈魅み了りよう〉。私の体から出るフェロモンによって、木綿もめんはもうめろめろにされてるんだ。私の勝ちだ」


    　流し目を俺へと向けたまま、カザリちゃんは猫のようなしなやかな動きで飛びかかってきた。


    　身を捻ひねって攻撃を避よけ、その隙に扇せん子すカッターで一撃を入れる。そう頭で考えようとしてみても、行動に移せない。


    　俺はただ、たじろいで二～三歩動いただけで、今度はカザリちゃんの両手による攻撃で天衣の袖そでを切り刻まれてしまった。


    　じわじわと俺の天衣は損傷していく。


    　それなのにカザリちゃんへの攻撃はまだ一度だって届いていない。


    「どうしたことでしょう。古ふる織おり選手、手も足も出せません。まさかの不調でしょうか！」


    　完全に術中に嵌はまってしまった。


    　舞台上に漂う甘い匂におい、これがカザリちゃんの言うフェロモンというやつだろうか。


    　でもそんなことどうでもいい！


    　今はカザリちゃんのことだけを見ていたい。ほかのことなんて考えたくない。


    　カザリちゃんの体から発せられるフェロモンを胸いっぱいに吸い込んで、もっと彼女に骨抜きにされたい！　もう心の底からめろめろだよっ。


    　あぁ！　カザリちゃんはなんて可愛かわいいんだ。それにあの衣装も素敵だ。


    　下着姿同然のカザリちゃんは、もはや着ている方がエロく魅力的に見えた。


    　脱がすなんてもったいない。


    　今のままでも天使だぜ。


    　俺の戦意はどんどんと喪失していく。そんな俺の頭の中にミシンちゃんの一喝が響いた。


    〈木綿もめん君のエロスはそんなものですか！〉


    〈え……？〉


    〈それほどまでのロリ体型で処女の裸なんて滅めつ多たに拝めるものじゃありませんよ！　この機を逃のがしたら一生ものの後悔をすることになりますよ！〉


    〈ミシンちゃん……！〉


    〈ロリ系少女の裸体なんてフェチシズムの塊ですよ？　もうエロエロです！　そんな可愛いロリ処女の裸を、木綿君が脱がしたいと思わないはずないです！〉


    　ミシンちゃんの言葉は雷鳴のように俺の心を打ち、なんとか正気を取り戻すことができた。


    「……あぁ。そうだ。そうだとも！」


    　どんなに可愛くても、天使でも小悪魔でも。


    　俺の前に立ったなら、誰だれであろうと丸裸にしてみせる。俺のエロスに限界なんてない！


    　俺は扇せん子すカッターを両手に持って、カザリちゃんの前に立った。


    　互いの距離は三メートル。直線で突っ切れば一秒もかからない。


    　次の一手で勝負を決める。


    「木綿は私を攻撃したりしないよな？　だって私にめろめろなんだから。何度やっても無駄なことだ。そしてなにをやっても無駄なこと。無駄無駄だ」


    「そうでもないさ。俺は君の裸が見たいんだっ！」


    　その言葉を皮切りに俺は真っ向からカザリちゃんの懐ふところに飛び込んだ。


    　カザリちゃんは艶つやっぽい笑みを浮かべて俺を待ち構えている。


    　フェロモンを真っ向から浴びて〈魅み了りよう〉される感覚が俺を襲おそうが、俺はそれを上回るエロスで対抗する。


    「うぉぉぉぉぉぉぉ！　轟とどろけ！　俺の脱だつ衣い力りよく！」


    　俺の全身から脱衣力が青いオーラとなって[image: ]あふれ出す。


    　その放出は、カザリちゃんの天てん衣いから[image: ]れるピンク色のオーラを呑み込んでいく。


    　脱がす！　その一点に想いを昂たかぶらせる。その時、頭の中でなにかの枷かせが外れた気がした。


    　俺のエロスがカザリちゃんの〈魅了〉の効果を呑のみ込んだのだ。


    　ただ、カザリちゃんも一筋縄にはいかない。攻撃される気配を察し、一転して両手の鋭い爪つめで二枚の扇子カッターを狙ねらってきた。


    　ききん、と金属がぶつかり合う音が響き、俺の両手から扇子カッターが弾はじき飛ばされた。


    　けれどそれも計算内。扇せん子すカッターは弾はじかれながらもカザリちゃんの両手のカギ爪づめ仕込みのグローブを切り裂さいていた。


    　今なら脱がせる！


    　俺はカザリちゃんのベビードールの胸もとへと手を伸ばそうとして。


    　やはりトドメの一手を躊ちゆう躇ちよしてしまった。


    〈木綿もめん君！　まだフェロモン攻撃が効いているのですか！〉


    〈違う！　違うんだ！〉


    　カザリちゃんの〈魅み了りよう〉は完全に無効化した。


    　それでも。俺の頭の中に引っかかるものがあった。


    　ルリヲのことだ。俺はルリヲがカザリちゃんのことを好きだと知っている。


    　もし俺がルリヲの立場だったら。好きな女の子を別の男が脱がそうとしているなんて許せるはずがない。


    　例えばそれは、ミシンちゃんが俺の前で他の男に脱がされるくらいに辛つらいことだ。


    　けど、カザリちゃんも脱だつ衣い士しなんだ。


    　脱がされる覚悟はできていて当然。その上で戦いに臨んでいるはず。


    　俺はちらっとルリヲの方を意識した。


    　ルリヲにだって遠慮するなと言われている。その上で脱がせる機会があるのにそれを自分から逃のがしていては、カザリちゃんの脱衣士としての覚悟を踏みにじる行為じゃないか。


    　けど、だとしても……っ！


    「タイム！」


    　それはルリヲの声だった。


    　俺がはっとして声がした方を振り向くと、そこには舞台の上に上がってきているルリヲの姿があった。


    「おっと、チーム〈黒くろ猫ねこロリポップ〉のお針はり子こ巫み女こ、弥み勒ろく峠とうげルリヲが突如乱入……えぇと、この場合ルール違反……ではなくてタイムということは天てん衣いの修繕でしょうか」


    　実況兼審判の海え老び子こさんも戸惑っていた。


    　本来、お針子巫女は天衣修繕のためにほんの僅わずかな時間だけ試合を中断することができる。


    　けれど、カザリちゃんの天衣は未いまだ無傷だ。


    　だというのにルリヲはタイムを叫び、舞台に現れたかと思うとカザリちゃんではなく俺の元へとやってきて、いきなり俺の胸ぐらを摑つかんできた。


    「おい、木綿！　ふざけるなよっ！　脱衣士ってのは脱がし、脱がされるのが宿命。カザリも生半可な覚悟でこの舞台に立ってるわけじゃない。なのに今さら僕に遠慮してんなよ！」


    　ルリヲの強い言葉は俺の迷いを吹き飛ばしてくれた。


    「いいのか……ルリヲ」


    「カザリの〈魅み了りよう〉が破られた時点で勝機は遠のいた。覚悟はできてる……だけど、試合が終わったら腹いせに一発殴らせろよな」


    「……あぁ、わかった。もう遠慮はしない。悪かった」


    「ふんっ……それでいいんだよっ。ったく、世話の焼ける奴やつ」


    　俺を突き放すと、ルリヲは舞台を下りていく。


    　会場中がぽかんとしていた。俺とルリヲのやりとりはきっと伝わっていないだろう。


    　そして目を白黒させていた海え老び子こさんは我に返って実況を再開する。


    「えっと、なにやら敵同士やりとりがあったようですが。タイムの時間は終了とさせていただきます。それでは古ふる織おり選手、猫ねこ塚つか選手。両者見合って───脱がし合い、再開！」


    　俺とカザリちゃんは顔を見合わせ、同事にふっと笑った。


    「敵に塩を送られちゃったな。カザリちゃんはよかったのか？」


    「ルリヲはああいう奴だ。そんなルリヲの性格を私は嫌いじゃないっ」


    　短い会話を終え、俺とカザリちゃんが同事に攻撃を仕掛けた。


    　リーチの差は歴然で結果は決まり切っていた。


    　俺の決めの一手は覆くつがえらない。


    　カザリちゃんの胸もとに右手を差し込み、左手はパンツを摑つかんで一気にベビードールとパンツを脱がしきる！

  


  [image: ]



  
    「脱だつ衣い技わざ───脱がしの二手〈貝かい開びらき〉」


    　文字通り貝殻を開くように、両腕を上下に大きく開く格好で、俺はカザリちゃんの天てん衣いを脱がしていった。頭の猫耳カチューシャを右手の小指にひっかけて外すのも忘れていない。


    　俺の目の前で、カザリちゃんの未発達な裸体が晒さらされる。ほとんどないに等しい胸もとにはピンク色のつぼみが。そして下腹部には一切の毛が生えていない。


    〈パイ……パン！〉


    　その光景を目に焼き付けた時には、カザリちゃんに向かってタオルが投げ込まれていた。


    「勝負あり！　古ふる織おり選手、[image: ]あふれる脱だつ衣い力りよくで猫ねこ塚つか選手を圧おしきりました！」


    　海え老び子こさんの勝利宣言と共に、カザリちゃんのパンツを摑つかんだままの手が武ぶ道どう館かんの天井へ向かって高たか々だかと掲げられる。


    　会場中が異様な熱と歓声に満ち[image: ]れていた。


    　試合に集中するあまり観客の声が聞こえていなかった俺は、これほどまでの声援が送られていたことに初めて気づいた。


    　熱気に当てられ、一気に汗が噴き出してきた。


    　そして俺は勝負に負けたカザリちゃんへと手を差し伸べた。


    「良い勝負だった。これ、返すよ」


    　天衣一式を手渡すと、カザリちゃんははらはらと涙を流してそれを受け取った。


    　うわ、やべ……女の子泣かせちゃってる。こんな大勢の前で！


    「ちょっ、あの……これは勝負だから。仕方ないっていうか……」


    「私の魅力が木綿もめんには届かなかった。それだけだな。それがすごい悔くやしくて……情けないが、涙が止まらないんだ」


    「違う。カザリちゃんの魅力は届いてた。だけど俺のエロスが一枚上うわ手てだっただけだ。紙一重の差だと思う」


    　とはいえ、紙一重の差でも、本戦は一度負ければ即敗退。カザリちゃんの〈脱だつ衣えの儀ぎ〉はここで終わってしまったのだ。悔し涙を流すのも無理はない。


    　すると舞台の上に巫み女こ装しよう束ぞく姿のルリヲが上がってきて、カザリちゃんに駆け寄った。カザリちゃんはそんなルリヲに抱きついていた。


    　俺はその光景を見て、舞台を下りていく。


    　するとそこには手を上げて俺を待っていてくれたミシンちゃんの姿があった。


    　俺はミシンちゃんの手に向かってハイタッチした。


    「なんとか勝てた。ミシンちゃんの一喝も効いたよ。あれがなきゃ〈魅み了りよう〉を破ることはできなかった。でもまさかミシンちゃんから俺のエロスはそんなものかと怒られる日が来るとは思ってなかった」


    「私だってあんな恥ずかしい呼びかけしたくなかったです！　でもそうしないと木綿君、ほんとに魅み了りようされちゃうと思ったから。ただエロスはほどほどにして欲しいです」


    「いや、年ごろの男なんだから。仕方なくね？」


    「いえ、木綿もめん君のエロスはそれを差し引いても異常だと思います。それに、その……パイパンとか、心の中で呟つぶやかないでください。こっちにまで伝わるんですからっ」


    　ミシンちゃんは耳まで真っ赤にして俯うつむいた。


    〈糸い心しん伝でん針しん〉は使い勝手はいいけれど、どうも俺のエロスな意識までもがミシンちゃんに伝わってしまうのはまずい。


    　っていうかミシンちゃんも下ネタ嫌いなくせにパイパンとか言わなきゃいいのに。


    　恥ずかしがる顔は可愛かわいくて好きだけど。なんて心ときめかせているのが顔に出ると恥ずかしいので、俺は無理矢理話題を変えた。


    「あ、でもごめんな。決勝もあるのに天てん衣いぼろぼろにしちゃって」


    「それくらいの損傷なら大丈夫です。修繕する時間も充分ありますから」


    「そりゃよかった。やっぱり頼りになるな、ミシンちゃんは」


    　俺はそんなしっかり者のミシンちゃんが好きだと、改めて実感した。


    　その想いを口にする度胸も覚悟も、今はまだないけれど。


    



    　試合が終わって俺が控え室で着替えていると、どんどん、と控え室の扉が叩たたかれた。美び服ふく院いんさんでもやってきたのかと思ったが、扉を開けて中を覗のぞき込んできたのはルリヲだった。


    「木綿、ちょっと……」


    「ん、わかった」


    　俺は神楽殿の上での約束を思いだし、ルリヲが待つ廊下へと出た。


    「カザリちゃんを脱がすのを遠慮したこと、それにカザリちゃんを泣かせたこと。その……お前には色々悪いことしたな。覚悟はできてる。約束通り殴っていいぜ」


    「手加減しないからな！」


    　その言葉通り、ルリヲの拳こぶしは俺の腹に思いっきり打ち込まれた。


    　中坊のパンチだと侮あなどってた。危うく胃液が逆流するとこだった。


    　痺しびれるような痛みを腹に感じながら、俺は腹を抱えて俯いた。


    「痛ってぇ……ルリヲ、いいパンチしてるよ」


    「これでちょっとは気が晴れた。でもね、その……ついでに話したいことがあるんだ」


    「もしかしてカザリちゃんに謝りに行けって話？　泣かせたからか？」


    「違う。そんなことしなくていい……それより僕のことなんだけど。凹へこんでるカザリを励まして……その……慰めてたら流れっていうか、タイミングっていうか。思わず告こ白くっちゃって」


    「はぁ？　それってお前。好きだって伝えたってこと？」


    　ルリヲの奴やつめ、俺だって告白なんてまだしたこともないのに。男としての経験値にぐんと差がついた気がする。


    「うん……。カザリは本気で木綿もめんのこと好きで、めろめろにできるって信じてたんだ。けど、現実はそうじゃなくて。そのことで落ち込んでるカザリを見てたらつい……」


    「それって弱ってる女の子の隙すきをついてなし崩し的に彼女にしようとかそういう作戦に思えるんだけど。お前って狡こう猾かつなガキだな」


    「そんなんじゃない！　僕は本気でカザリのこと慰めたかっただけだよ。……あと、木綿がカザリを好きじゃなくても僕はカザリのこと好きだって伝えたくて。知って欲しかったんだ」


    　青春がストレートすぎて、むずがゆくなってきた。俺はこんなに素直に好きだなんて言えない。恥ずかしいとか振られたらショックすぎるとか。そういう余計なことを考えてしまって結局なにも言えないでいるんだ。ミシンちゃんに。


    「そ、それで……告白したのはわかった。で、なんて返事がきた……？」


    「僕のことはお針はり子こ巫み女このパートナーとしか思えないって。恋愛感情は抱いだけないんだってさ。カザリにはっきり言われた」


    「…………そ、そか」


    　なんて言えばいいんだろう。要するに振られたわけだ。


    　そしてルリヲはどうしていいかわからず、俺の元を訪ねて来た。一人でその事実を受け入れるのが辛つらすぎたんだろう。


    「僕が……ずっと想ってきたことって。なんか無駄だったみたいで。僕なんて相手にされなくて。しかも木綿に裸にされるし……でも好きなんだ。今でも好きなんだ！」


    　そこまで言って、ルリヲは座り込んでわぁぁんと大声で泣き出してしまった。


    　俺はルリヲの真正面でしゃがみ込むと、仕方ないので頭を撫なでてやった。


    　ガキはガキなりに頑張って、失恋してきたんだ。


    「ルリヲは偉いと思う。自分の想いを伝えることができたんだからな。それにたった一度、振られただけで諦あきらめきれないんだろ」


    　しゃくりあげながらルリヲは頷うなずく。


    「だったらまた何度でも告白すればいい。一度しかしちゃ駄目だってわけじゃない」


    　───なんて言ってみても、これは美び服ふく院いんさんのまねごとみたいなものだ。


    　美服院さんならこういう時にさりげなく大人の立場から優しい言葉をかけてくれるだろう。


    　そんなことを想像しながら語っている。


    　正直、俺本人の言葉なんて出てこない。振られる辛さは、振られた奴やつにしかわかりっこないし。っつーか、童貞歴十六年の俺にこんな風に泣きつかれてもどうしていいかわかんねぇって。


    　そんな風に困っていると、さすがに大泣きしているのが控え室の中にも聞こえたのか、ミシンちゃんが顔を出した。


    「なっ、なんですか？　木綿君どうしてこんなことになってるんです？」


    「ど、どうしてって言われても……なりゆき？」


    　失恋したから泣いてるんだ、なんて言うのもまずいだろう。


    　ミシンちゃんは不審そうに俺のことを見て、俺はただ困惑しているだけで。


    　そしてルリヲは泣き止まない。


    　収集がつかないこの状況を打破したのは、ルリヲを呼ぶ一声だった。


    「ルリヲ、見つけた」


    　顔を上げると、廊下の向こうからカザリちゃんが歩いてきていた。


    　カザリちゃんはすたすたとルリヲの元に歩み寄ると、ルリヲに手を差し出した。


    「急に飛び出していったから驚いたぞ。ルリヲ、私はお腹が減った。食堂に行こう」


    「……っ」


    　ルリヲは涙を拭ぬぐって、カザリちゃんの手を取ろうとして躊ちゆう躇ちよしていた。


    「……一緒に居て、気まずくない？」


    「なんでだ？　ルリヲは昔から私と一緒だろ。これからもな」


    　ルリヲの手を握ると、カザリちゃんは俺の顔を見てにぃと笑った。


    　そしてカザリちゃんは俺に言う。


    「木も綿めん、決勝頑張れ。私に勝ったんだからな。ほかの奴やつに負けるなんて駄目だ」


    「そ、そうだよっ。もうこうなったら木綿が優勝しなきゃ納得できない！」


    「わかったよ。そんじゃ、カザリちゃん。ルリヲのことよろしく」


    「あぁ、わかった。任せろ。ルリヲはまだ子どもだから、私が面倒見ないとな」


    　カザリちゃんはまだ半泣きのルリヲを連れて去って行ってしまった。


    　去り際にしっかりと手を取り合っている二人を見ていると、ルリヲの恋もまだ希望がないわけじゃないと思えた。


    「一体なんだったんです？　負けた恨みでも言いにきたんでしょうか？」


    「んー。そんなんじゃないけど。男同士の秘密ってのもあるんだよ」


    「腑ふに落ちませんが秘密事なら仕方ないですね。私はてっきり木綿君がルリヲ君を虐いじめてるのかと疑っちゃいましたよ」


    「俺、そんなひどい奴に見える？」


    「年下相手には強気に出そうには見えます」


    　淡々と言われてしまった。ミシンちゃんには俺ってわりとゲスな人間だと思われてるのか。実際そうだけど。


    　思わず壁に向かってよろけてしまった。


    　ルリヲ、俺の片思いもなかなかうまくいきそうにねーよ。

  



  
    第四章　激闘！　うさ子対美み杏あん


    



    　チーム〈黒くろ猫ねこロリポップ〉に勝利した俺たちは、残るは明日に控える決勝戦のみとなった。


    　そして、決勝戦で俺たちのチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉と戦う相手となるのは、ミシンちゃんのお姉さんであるマチさんと美み杏あんさんのチーム〈妹いもうと姫ひめ〉、もしくは、東海ブロック決勝戦で激闘を繰り広げた、ぷに子さんうさ子さんの姉妹チーム〈うさぷにシスターズ〉。


    　このどちらかのチームが俺たちとの決勝戦の相手だ。


    　奇くしくも、どっちのチームとも因縁があった。マチさんとミシンちゃんの姉妹対決となるか、はたまた東海ブロック最終戦の再戦となるか。


    　どっちのチームも準決勝まで勝ち進んできた強敵であることは間違いない。


    　午前中に勝負を終えた俺たちは、決勝戦の相手となるチームを見届けるため、午後も武ぶ道どう館かんに残ることにした。


    　ミシンちゃんは準決勝の試合が始まるぎりぎりまで、俺の破損した天てん衣いを修復したいと言っていたので、俺と美び服ふく院いんさんだけが先に控え室を出て関係者席へと向かった。


    　俺と美服院さんが関係者席に到着すると、そこには一人の老婦人の姿があった。


    　総白髪を結い上げた上品そうなその老婦人の顔を見るなり、美服院さんの顔が引き攣つった。


    「九ここの重えのおばさま……。お久しぶりです」


    　誰だれに対しても快活な態度の美服院さんがどこかおとなしめだ。


    　そして名を呼ばれた老婦人はゆったりとした動きで顔をこちらに向けた。


    「あら、姫ひめ乃のちゃんも来てたのね。本当に後援者になってるだなんて」


    「九重のおばさまこそ。チーム〈妹姫〉の後援者でしたよね。いいんですか、国会議員の仕事の方は」


    「私もこの年になって少しは日本のために尽くせないかと考えるようになったのよ。だからこそ〈聖人〉の加護を授かりたくてね。これも議員活動の一環みたいなものよ」


    「じゃあ、ライバルってことですね。私たち……」


    「あら、あなたに私のライバルが務まるかしら。お嬢ちゃん」


    「……っ」


    　あの美服院さんがお嬢ちゃん呼ばわりされて言葉に詰まっている。


    　老婦人はそこで話を止やめ、舞台へと視線を移した。


    　なにかとてつもない大人物の気配がする。


    　俺と美服院さんは老婦人とは少し離れた席に着いた。


    「あの、何者なんですかあの人？　知り合いみたいでしたけど」


    「九ここの重え玉たま藻も。九重財団っつー超巨大財団の会長だよ。おまけに国会議員。あのばあさんは頭は切れるし、抜け目ないし、おっかない人なんだよ。昔っから私なんか手のひらの上で転がされてきたんだから」


    「世の中、上には上がいるもんですね……俺には想像もつかない世界の話ですよ」


    「かかっ……あのばあさんを相手にするだけで疲れるよ。久々に緊張するな。すまん、木綿もめん君。よかったら飲み物買ってきてくれないか？　のどが干上がっちゃった」


    「いいですよ。試合までまだ時間ありますしね」


    「あぁ、ありがとな。ほら、君の分と、ミシンの分も」


    　美び服ふく院いんさんから金を受け取った俺は自販機まで走る。


    　と、その先にある控え室が並ぶ廊下の奥から、圧倒的な脱だつ衣い力りよくの気配を感じた。


    　この気配、予選大会決勝戦で感じたことがある。しかし、あのときよりも遥はるかに勢いを増している。


    　俺は思わず足を止めてしまった。


    　すると、廊下の向こうから漆黒のエナメルボンデージ姿に身を包んだうさ子さんが、ぷに子さんを連れて歩いてくる。


    「あ……」


    　うさ子さんは俺の姿を見つけると、小さく声を上げた。


    　俺はぺこりと頭を下げる。


    　昨日、ボコボコにされたばかりでどういう顔して会えばいいのかわからなかった。


    　するとうさ子さんの後ろからいつも通りの着ぐるみ姿をしたぷに子さんが顔を出した。


    　ぷに子さんは何を思ったのか、ぐいぐいと俺の方へとうさ子さんを押してくる。


    「えっ、ちょっとぷに子姉ねえ！」


    「な、なにしてるんですか？」


    「いえ、あの、ぷに子姉が木綿さんと話しておくようにって」


    　俺の前までうさ子さんを連れてくると、ぷに子さんは自分だけすたすたと先に会場に進んでいってしまった。


    　俺とうさ子さんは顔を見合わせ、なにを話していいのかわからずお互いタイミングを見計らっていた。


    「あ、あのっ……」


    　最初に口を開いたのは俺からだった。


    「昨日の夜のこと……ホントにありがとうございました。気を引き締め直せたっていうか、今日は自分の実力を出し切って戦えました。うさ子さんのお陰ですっ」


    「いえっ、そんな。私はミシンさんに頼まれただけで……なんて言っても、私もかなり本気出しちゃいましたからね。木綿もめんさんがほかの女の子に気を取られてるって知ったら、むっとしちゃって……」


    　うさ子さんは頰ほおを赤く染めて、それから俺に向かって急に顔を近づけてきた。


    「木綿さんは私のファン第一号なんですから。ほかの子に取られたくないんですっ。駄目ですよ、浮気しちゃ」


    「浮気ってそんな……」


    「なんて。言いすぎですね……ははっ、付き合ってるわけでもないのに。なに言ってんだろ私」


    　すっげードキドキすること言ってますよ。


    　天然小悪魔発言もほどほどにしておいてください。本気で惚ほれそうになるから。


    「で、でもですねっ。私……心に決めてることがあって」


    　何かを決心した様子で、うさ子さんは俺に言う。


    「決勝戦で木綿さんと再戦して全てが終わったら、私、木綿さんに伝えたいことがあるんです。だから木綿さん……私はこの試合勝ちます。勝ってちゃんと伝えます」


    「……っ」


    　言葉が出なかった。


    　うさ子さんは目いっぱい恥ずかしそうな顔をして、それでも勇気を振り絞るようにして言葉を紡つむぎ出していた。声は若干震ふるえている。


    　そんな様子を見ていたら、うさ子さんの言いたいことはいくら俺でも予想はつく。


    　今までこんなこと自分には起こりえないと思ってたけど、うさ子さんは俺のことを……。


    「あの……なんて言えばいいのか、わかんなくて」


    「木綿さんは応援してくれたらそれだけで嬉うれしいです。力が湧わいてきます。だから見ててください。私の全力を。脱衣にかける想いの全てを。それと、もし決勝戦で戦うことになったら、絶対手を抜いたりしないでくださいね！」


    「もちろんですっ！」


    　うさ子さんの想いは嬉しいが、俺だって優勝するって決めているんだ。


    　だから、俺はうさ子さんに手を差し出した。


    　それは握手を求める手だ。


    　俺はうさ子さんと初めて握手した時、胸が張り裂さけそうな程にドキドキして、心の底から力が湧いてきた。今度は俺が、うさ子さんにあの時の想いを返す番だ。


    　うさ子さんはとびきり可愛かわいい笑顔を浮かべると、俺の手を握ってくれた。


    「頑張ってください！　俺は全身全霊を込めてうさ子さんを応援します」


    「ありがとっ」


    　ぎゅっと握った手は、温かくて柔らかくそして微かすかに震えていた。


    　そして俺から手を離すと、うさ子さんは会場に向かって歩いて行く。


    　その手には、巨大な裁断バサミが握り締められている。


    「あはっ」


    　あの凄せい惨さんな笑い声に変わりはない。そして全身からは漆黒のオーラが[image: ]あふれ出していた。


    



    　関係者席に戻ると、そこにミシンちゃんもやってきていた。


    　俺は頼まれていた飲み物を美び服ふく院いんさんに渡すと、自分も席に着いた。


    「いよいよですね」


    　ミシンちゃんは舞台に上がっているうさ子さんと美み杏あんさんを見て呟つぶやいた。


    「あぁ……さっきうさ子さんに会ったけど、脱だつ衣い力りよくの高まりが尋常じゃなかった。あんなんとまた戦ったら勝てるかどうかわかんないな」


    「今日のうさ子さんは……あぁ、キリコでしたっけ。また一段と気迫に満ちてますね。なにかを覚悟している顔です」


    「それはたぶん……」


    　さっき廊下で話したこと。全てが終わったら俺に伝えたいことがある───それがうさ子さんの尋常じゃない気迫に繫つながっているんだろう。


    「なんですか？」


    「いや、なんでもない。それより試合そろそろ始まるよ」


    　見れば海え老び子こさんがうさ子さんに名乗りのマイクを向けていた。


    「ふふっ、ふはははははっ───白くて可愛かわいい顔。刻むのがもったいない。でも、八つ裂ざきにしてあげるっ。あはっ」


    　キリコモードになっている時はまともに会話もできないので、結局うさ子さんは本戦でもまだ一度もちゃんと名乗りを上げていない。


    　海老子さんもそれにはもう慣れたようで、代わって美杏さんにマイクを向ける。


    　美杏さんは本戦第一回戦の直前に会った時と同じく、ブレザー姿の学生服に身を包んでいた。


    　そして白い手袋を嵌はめた手に提げているのは日本刀。


    「中国ブロック代表チーム〈妹いもうと姫ひめ〉。脱だつ衣い士し、妹いもうとヶが原はら美杏。推おして参る」


    　この間と変わらない平へい坦たんな声色。そして、[image: ]さやに収まった日本刀の柄つかにすっと手を添えて、美杏さんは構えを取った。


    　その途端、美杏さんの天てん衣いから脱衣力が赤いオーラとなって[image: ]れ出す。そのオーラの勢いは凄すさまじく、一気にうさ子さんを呑のみ込む勢いだったが。


    　うさ子さんから[image: ]れ出る漆黒のオーラが、美杏さんのオーラと拮きつ抗こうしている。


    　会場が赤と黒のオーラに呑まれ、試合前から圧巻の光景が出来上がった。


    「それでは両者見合って───脱がし合い、始め！」


    　海老子さんが勝負の合図をした、その瞬間。


    　舞台上から二人の姿が消えた。


    　聞こえるのは、刃やいばと刃が弾はじき合う音のみ。


    　ききん、きんっ───と、音が響く度に舞台に火花が散っている。


    　超高速での試合が展開されていた。おそらく常人では目で捉とらえることも不可能だろう。


    　想像を絶するスピーディな試合展開に、俺もミシンちゃんも思わず立ち上がり前のめりになって舞台に釘付けになってしまった。


    「こ、これがあの二人の全力のぶつかり合い……一体、なにが起こってるんですか！」


    「微かすかだけど……うさ子さんが十本のハサミで襲おそいかかってるのを、美み杏あんさんが防ぎきってる。でもまだほかにもなにか美杏さん側が攻撃をしかけてるな」


    「木綿もめん君、見えるんですか!?」


    「意識を目に思いっきり集中させて、かろうじてって感じだけどね。でもなんだろう、舞台中にきらきら光るものが張り巡らされてるような……」


    「それは天あま縫ぬい家奥義〈糸し解かい〉です。マチ姉さんと美杏さんも……あの儀式を交かわしたんですね」


    　儀式とは肌と肌とを触れ合わせお互いの絆きずなを生む〈糸い心しん伝でん針しん〉の儀式のことだ。俺とミシンちゃんも以前に交わしたことがある。


    　にしても、女の子同士で肌を合わせるとか……そのなんだ、禁断の関係っていうか。妄想すると鼻血が噴き出しそうになるな。


    　いや、余計なことは考えるな。今は試合に集中しなければ。


    　確かにあの目を凝らさなければ見られないきらめきは〈糸解〉による糸と針による攻撃だ。


    　美杏さんは両手に白い手袋を嵌はめていた。俺と同様の仕組み、〈糸心伝針〉による肉体操作によって糸による攻撃と刀による斬ざん撃げきを同事に繰り出しているのだ。


    　しかしそれを紙一重で躱かわし続け、なおかつ攻撃に転じているキリコの技量も凄すさまじい。


    　何万人の観客たちが集まっている観客席からは声援すら上がっていなかった。


    　皆が、この目にも留まらぬ試合をぽかんとしながらも見守るしかなかった。


    「私は実況失格であります！　この試合、私の目では追いきれません！　どうか皆様、モニターによるスロー再生をご覧ください！」


    　ハサミと刀の打ち合いは三分以上も続いた。


    　そうしていると、舞台の上に一丁、また一丁と刃はが砕けたハサミが投げ捨てられていく。


    　そして八丁目のハサミが舞台の外へと大きく弾かれたその時。


    　ようやく、舞台の上で激闘を繰り広げていた二人が足を止めた。


    　試合開始直後から高速の連続攻撃を繰り出し続けていた二人は、天てん衣いの端々がぼろぼろに刻まれていた。


    　そんな状態で、二人は距離を保ちながら相手の次の一手のタイミングを計っている。


    　両者、共に肩で息をしていた。


    　しかしそれでもキリコは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべるのだ。


    「ふ、ふふ。ふはははははっっ」


    　キリコが両手に持っている巨大裁断バサミは、刃はが今にも砕けそうな程に欠けていた。


    　あれではハサミとしてまともに機能しないだろう。


    　すとん、と自分の足下にキリコは二丁のハサミを落とした。


    　これでキリコに残るハサミはたった一丁。


    　ツインテールを刃やいば状に変化させるカッターウィッグ。


    　キリコの奥の手だ。


    　キリコは前傾姿勢をとって、目に見えるほどに太ももの筋肉を引き締めていた。


    　最高速の一撃を叩たたきつけるつもりだ。


    　それに対し、美み杏あんさんは刀を一度[image: ]さやに収めた。


    　美杏さんは柄つかに手をかけ、腰を低く落とす抜刀術の構え。若干、前のめりになっている。


    「刀による脱だつ衣い技わざ……抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつですか。遥はるか昔に絶えた技術だと聞いていましたが、まさかその使い手がいるとは」


    　ミシンちゃんは震ふるえるような声でそう言った。


    　キリコのカッターウィッグが先か、それとも抜刀脱衣術が先か。


    　相手より早く一撃を入れた方が、この勝負の勝者となるだろう。


    　両者とも攻撃のタイミングを計り睨にらみ合っている。


    　俺は固かた唾ずを呑のみ、瞬またたきすら忘れて二人の姿を見つめた。


    　そして先に動いたのはキリコだった。あまりの加速に舞台の床が焼け焦げるほどの勢いで駆け出した。それに対して、美杏さんも素早く抜刀していた。


    　しかし、キリコはいきなりその素早い挙動にブレーキを掛けた。ここに来てフェイントをかけたのだ。凄すさまじいことにキリコはトップスピードから一瞬にして静止した。鍛きたえ上げられた肉体にしかできない超常の動きだ。


    　そして勢いよく抜刀していた美杏さんは大きく空振りすることになる。


    　その隙すきに、再びキリコがトップスピードで攻撃を仕掛けた。


    　キリコの策に美杏さんは掛かっていた。誰だれもがそう思った、その時。


    　ひゅん、ひゅんひゅうん。


    　美杏さんが無表情のまま刀を翻ひるがえすと、同事になにかが飛び交かうような音が響いた。


    　そして美杏さんはゆっくりと刀を[image: ]へと収めていく。


    　かちり、と美杏さんが完全に刀を収めた瞬間。


    　トップスピードで突っ込んでいたキリコのボンデージが、千々に引き裂さかれていた。


    「───っ！」


    　キリコ自身も理解できないといった様子だったが、その時にはすでに勝負はついていた。


    　舞台の上で豊満な裸体を晒さらすキリコ。


    　即座にタオルが投げ込まれる。


    「……しょ、勝負あり！　チーム〈妹いもうと姫ひめ〉、妹いもうとヶが原はら美み杏あんの勝利です！」


    　審判の海え老び子こさんすらその目を疑った様子で、しかし目の前のキリコの裸体を見ながら美杏さんの勝利を宣言した。


    　なにが起きたのか、理解できている人間はこの会場にほぼいないだろう。


    　関係者席で見ていたほかの選手たちですら、呆あつ気けにとられている。


    　だけど、俺には見えていた。


    　キリコがフェイントを入れたその直後、空振りしたかと思った美杏さんの刀の切っ先から伸びた、極細の糸。


    「刀に〈糸し解かい〉の糸を絡めて射程距離を伸ばしたんだ。キリコの天てん衣いを切り裂さいたのは、刀の切っ先から伸びた無数の見えない糸による斬ざん撃げき」


    「……マチ姉さんと美杏さん。二人の息がぴったり合わないとそんなことできるはずない」


    　立ち上がっていたミシンちゃんが、思わず後ろによろけてそのまま椅い子すへと腰を落とした。


    　ミシンちゃんの瞳どう孔こうが開いている。あり得ない事実を突きつけられた、そんな顔だ。


    「つまりは決勝戦の相手は神業使いってことか。私にはなにやってんのかさっぱりだったけどさ」


    　腕組みしながら、美び服ふく院いんさんが俺へと視線を動かした。


    「木綿もめん君、勝てそうか？」


    「あんな試合見せられて聞きますか、それを……」


    「じゃあ、質問を変えよう。制服を着た女子高生は好きかい？」


    「ははっ……」


    　もちろん、大好物ですよ。


    　女子高生の制服を脱がすことができるだなんて妄想しただけで鼻血が出そうです。これだから美服院さんは、人を挑発するのがうまいよな。


    　戦う女子高生に萌もえない男子がいるかってーの。


    「美服院さん、俺の心と股こ間かんは最高潮にたぎってますよ！」


    「その意気やよし。……ってことで、九ここの重えのおばさま」


    　美服院さんは席を立つと、同じく試合を観戦していたチーム〈妹姫〉の後援者に声をかけた。


    「私たち〈ゴールデンしゃちほこ〉、真っ向きっておばさまたちに立ち向かいます」


    「それはそれは、楽しみねぇ。でもあなたたちにはまだ足りないものがあるわよ」


    「それはなんです？　実力ですか？　経験ですか？　それとも絆きずなですか？　どれも負けてないと思いますけど」


    「そんなんじゃないわ」


    　九ここの重えのおばさまとやらは立ち上がり、俺たちの前を横切っていく。


    　その際、ずんと深みのある言葉が俺たちの上にのしかかった。


    「───覚悟よ。〈聖人〉になる覚悟が、あなたたちには足りないわ」


    　それだけ言うと、九重のおばさまは立ち去っていった。


    〈聖人〉になる覚悟。俺には見当もつかないことだった。


    



    　チーム〈うさぷにシスターズ〉、準決勝にて敗退。


    　あの強豪チーム〈うさぷにシスターズ〉が敗退したとあって、俺は居ても立ってもいられず、試合が終わるとすぐ、うさ子さんの控え室へと向かった。


    　扉をノックすると、うさ子さんの返事があった。


    「どうぞ」


    　がちゃり、と扉を開けると、そこには私服姿のうさ子さんと、うさ子さんに瓜うり二つの姿をした少女が立っていた。違うのはその少女の髪の色が黒髪だというだけ。身長も体型もそっくりそのままの生き写し。


    　俺はその人が、いつもツギハギだらけの着ぐるみに入っているぷに子さんだとすぐに察しがついた。


    　ぷに子さんは俺を見ると、前髪で自分の顔を隠し俺に近づいてきた。


    　そして、耳元でぼそりと。


    「今だけでいい。妹の傍そばに居てあげて」


    　そう告げて部屋を出て行った。


    　俺はゆっくりとその言葉の意味を理解しながら頷うなずいた。


    　そしてうさ子さんを見つめる。


    　うさ子さんは、落ち込んでいるかと思ったけど意外にも笑って俺を迎え入れてくれた。


    「参っちゃいましたね。あれだけ試合前に言っておいて。あっさり負けちゃいました」


    「あれであっさり負けたなんて言われたら。俺は決勝でどんな試合すればいいんですか。さっきの一戦はまぎれもなく紙一重で勝負が決まった激戦でしたよ」


    「木綿もめんさんにそう言われると、頑張った甲か斐いがあります。痛たたた。もう筋肉痛がきてます。やっぱり全開で動くと駄目ですね」


    　うさ子さんはおぼつかない足取りで俺の方へと歩いてきた。


    　さすがにあんな試合の後だ。体に影響が出ないはずはない。


    「大丈夫ですか？　転びそうですよ」


    　俺は思わずうさ子さんの腕を摑つかんだ。


    　すると、うさ子さんはそのままふらふらと俺の肩へと顔を埋うずめた。


    　俺の身長がもう少し高かったら、こういう時、胸で抱き留めてあげられるのに。


    　今の俺にできるのは、肩に寄りすがって涙を堪こらえているうさ子さんの頭を抱きしめることだけだった。


    　この試合に勝って決勝戦が終わったら、伝えたい想いがある。


    　そう言っていたうさ子さん。だから俺からはなにも聞かなかった。


    　それはうさ子さんが決めたことだから。俺が口出しすることじゃない。


    「……私の想いは、伝えません。でも少しだけ……こうしていてくれますか？」


    「はい……」


    　ぎゅうと、うさ子さんは俺の肩にしがみついて泣いていた。


    「女の子に泣きつかれるなんて。俺も男の格が上がったもんですね。どうしようもない童貞の駄目野郎だったのに。ちょっと前まで女の子に触れたことすらなかったのにですよ？」


    「木綿もめんさんは初めて会った時から、素敵な男の子でしたよ。私の夢を初めて認めてくれた人でした。えっちだけど一生懸命で、努力家でした。そしてなにより、ミシンさんに対する一いち途ずな想いが……。私はそんな風に想われるミシンさんが羨うらやましくて……」


    「恥ずかしいです、そんな風にいわれると……うさ子さん、俺ね。うさ子さんに会えて、仲良くなれて本当に嬉うれしいです。こんな可愛かわいい人と会話できるなんて俺の人生の中でもとびっきり大切な時間です」


    「私もです……私も、木綿さんに会えてよかった」
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    「〈脱だつ衣えの儀ぎ〉は明日で終わっちゃうけど。でも俺もうさ子さんもそれで終わりじゃないです。うさ子さんにはアイドルになる夢があるんですから。それで、俺はそんなうさ子さんのファン第一号。ずっとずっと、応援していきます」


    「うん……ありがとう」


    　それから、うさ子さんは俺に頭を抱きしめられたまましばらく泣いた。


    　それでも最後までうさ子さんは俺に伝えたかったことを言わなかった。


    　でもうさ子さんが伝えたかった想いは本当はもう俺に届いている。


    　言葉で言われたら俺は、きっとうさ子さんを傷つける返事をしてしまうだろう。


    　だから、うさ子さんはその想いを胸に秘め。俺も、うさ子さんの想いを受け取るだけにしておこう。


    　しばらくしてうさ子さんは泣き止むと、涙でぐしゃぐしゃになった顔を見られたくないと言って、俺から離れタオルで顔を隠してしまった。


    　俺もミシンちゃんや美び服ふく院いんさんを待たせている。


    　これ以上の長居はできなかった。


    「それじゃあ、これで。明日の決勝戦……俺、うさ子さんの分まで頑張ります」


    「もちろん、私も応援しに行きますよっ。木綿もめんさんは私よりも強いんですから、優勝してくださいね」


    「はいっ。……それじゃあ行きますね」


    「うん……慰めてくれて、ありがと」


    　その言葉を聞いて、俺は控え室を出た。


    　すると、控え室の扉を開けたすぐ横の壁に、ぷに子さんがもたれかかっていた。


    　ぷに子さんは前髪で顔を隠しながらも俺のことを見る。


    　そして小声で。


    「気が変わったらいつでもどうぞ。あんな妹ならいつでもあげる」


    「簡単に言わないでください。それに俺にはもったいないですよ」


    「じゃあ、私は？　作りは妹と一緒だけど」


    「余計にもらえませんっ」


    「ちぇっ、久しぶりに外に出たってのに。つれないでやんの」


    　つい、と俺から顔を背けてぷに子さんは控え室に入っていってしまった。


    　どこまで本気なんだか知らないが、世の中、どこも喰くえないお姉さんばっかりだ。


    　苦笑いを浮かべながら、俺が廊下を歩いて行くとその先にミシンちゃんが待っていた。


    　ミシンちゃんと美服院さん、それに俺の三人でこれから明日の決勝戦に向けてミーティングをすることになっていたのだ。


    　俺はミシンちゃんの元に小走りに駆け寄っていった。


    　ミシンちゃんは俺をじぃっと見ると、一言。


    「告白でもされてきたんですか、うさ子さんに」


    　と言ってきた。


    　俺は首を横に振る。


    「そんなんじゃない。うん、それはない……」


    「そ、そうですか……なら、いいんですけど。安心しました」


    「なんでミシンちゃんが安心するんだよ」


    「だって、私たちには〈恋愛禁止令〉があるんですよ。破ってもらっては困ります」


    「あぁ、そうだったね」


    　今や本戦に残っているのは俺とミシンちゃん、それにマチさんと美み杏あんさんの四人だけだ。


    　敗退していった選手たちの間ではすっかり〈恋愛禁止令〉なんてものはなくなっている。それでも。


    「うさ子さんは最後まで〈恋愛禁止令〉を貫いた。それは俺が一番よくわかってる」


    「そう……ですか。うさ子さんは偉いですね。本当に、偉いです」


    「だよね」


    　俺が感慨に耽ふけっていると、突然、武ぶ道どう館かん中にアナウンスが響いた。


    



    『決勝進出チーム、〈ゴールデンしゃちほこ〉及び〈妹いもうと姫ひめ〉の二チームの選手、そしてその後援者は直ちに〈脱だつ衣えの儀ぎ〉運営本部へお越こしください。重大な通達があります』


    



    　そのアナウンスに俺とミシンちゃんは顔を引き締めた。


    　そして選手村内にある運営本部へと、急いだのだった。

  



  
    第五章　決勝戦！　木も綿めん、決断の時


    



    　選手村中央に位置する〈脱だつ衣えの儀ぎ〉運営本部。


    　そこは四方をしめ縄で囲まれ、正面には鳥居が立てられたある種、聖域のような場所となっていた。


    　鳥居を潜くぐると見えてくるのは神殿。そこが運営本部と呼ばれる場所だった。


    　館内アナウンスを聞いた俺とミシンちゃんはすぐに美び服ふく院いんさんと合流し、神殿前までやってくるとそこには巫み女こさんたちが待ち構えていた。


    　一人の巫女さんが神殿の扉を恭うやうやしく開ける。


    　中は木の床になっていたので、俺は靴くつを脱いで上がり込んだ。


    　神殿内は蝋ろう燭そくの炎で照らされていて、厳おごそかな雰囲気に包まれていた。


    　すでにチーム〈妹いもうと姫ひめ〉の三人も揃そろっていて、俺たちが到着すると神殿の扉はゆっくりと閉められた。


    　神殿の中に揃っているのは六人……いや、もう一人。神殿の最奥、かがり火が置かれたその前に座っているのは、開幕式に現れた全ぜん日につ本ぽん脱だつ衣い連れん盟めい会長、織おり姫ひめ真ま幌ほろ様だった。


    「揃いましたね」


    　織姫様の声が神殿内に凜りんと響いた。


    「二チームとも、私の前に」


    　織姫様の言葉に従って、俺たち六人は横一列になって織姫様の前に正座した。


    　間近で見ると、神々しさがはんぱない。これまで美人美少女と出会う度に、同じ空気を吸っていいのか不安になってきたが、この状況を思えばそんなのは軽い緊張だったと思わざるをえない。


    　織姫様を前にして、俺は息をするのも忘れるくらいに緊張していた。


    「ではこれより、決勝に勝ち進みし二チームに伝えねばならないことがあります。心して聞くように」


    　全員が押し黙り畏かしこまって、織姫様の言葉を聞いていた


    「明日行われる決勝戦で勝ったチームの脱だつ衣い士しは、〈聖人〉となるための儀式を行います。それに伴い〈聖人〉とはいかなるものか。それを話しておこうと思い、こうしてあなたたちを呼びました」


    　そっか、決勝で勝てば〈聖人〉になって奇跡を後援者に授けるんだよな。あらかじめ決勝に勝った時のために俺たちは呼ばれたのか。


    「〈聖人〉とは神々に近き人のこと。そして一度〈聖人〉となれば〈脱だつ衣えの宮みや〉と呼ばれる神殿に入り、俗世との関かかわりは後援者を通じてのみ行い、後援者に奇跡を授け国の安あん寧ねいに祈りを捧ささげる日々を送ることとなります。もちろん、生活をするための世話役を置くことはできます。ただし、〈聖人〉となった際は、生涯を通じ処女もしくは童貞を貫き、性交及び子孫を残すことは固く禁じられています」


    「───っ！」


    　思わず声を出しそうになった。


    　生・涯・童・貞。


    　その響きに頭がくらっとした。


    　な、なんだと。そんなこと聞いてない。ってか、その〈聖人〉ってのになったらこれまでの生活が根底から変わるということだろ。


    　場所もわからない神殿に入って、俗世からは隔離され、そして生涯童貞を貫き通す。


    　国の安寧のためだからって、どうしてそこまで自分を犠牲にしなくちゃならないんだ。


    　そんな役を買って出る人間がいるとすれば、そんなの悟りきった仙人か聖人君子くらいなもん……って、だから〈聖人〉っていうのか！


    　今気づいた！


    　俺は恐る恐る、隣のミシンちゃんの反応を見た。ミシンちゃんは俯うつむいたまま織おり姫ひめ様の言葉に聞き入っている。
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    　俺が〈聖人〉になったら、ミシンちゃんとももう会えないのか。


    　もしかしたらミシンちゃんなら世話役として傍そばにいてくれるかもしれない。けれど、それでも生涯童貞だぜ？　一生結ばれることのないプラトニックな関係を築けって？　んな無茶な。


    　こちとら煩ぼん悩のうとエロスで勝ち進んできた性欲の塊だぞ。我慢できるはずない。


    「〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の頂点に立つ脱だつ衣い士しは、童貞もしくは処女のまま禁欲の中、多くの脱衣士を裸にし、幾多の辛つらき決闘を勝ち抜いてきた心身ともに強き者です。そんな強き者でなければ〈聖人〉の役目は務まりません。明日の決勝戦、どちらも持てる力全てを注いだ決戦になるでしょう。〈聖人〉となる覚悟がないものには決して勝利は摑つかめません。ゆえに、決勝の前夜にこうして二チーム共に〈聖人〉の真実を明かしました。無論、このことは他言無用。何なに人びとに対しても漏もらしてはなりません」


    　織おり姫ひめ様は俺たちの顔を一通り眺めると。


    「今夜はこれにて。では、明日の決勝もよき脱衣を」


    　その言葉と共に、この会合は締めくくられた。


    　俺としては言いたいことは山ほどあった。


    　けれど、なにか言えるような雰囲気ではなく。俺はただ深々と織姫様に頭を下げると、神殿から退出した。


    



    　ミーティングルームに集まった俺たちチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉は、明日へのミーティングも早々に終え、それでも誰だれも席を外さなかった。


    　美び服ふく院いんさんが食堂から取り寄せた夕飯にも、口をつける気にはなれなかった。


    　美服院さんもミシンちゃんも、俺のことを考えているのはひしひしと感じていた。


    　俺は……俺は一体どうしたらいいんだ。


    　夜も七時を回っている。〈恋愛禁止令〉によると夜八時までしかこうした男女揃そろってのミーティングはできない。時間は刻一刻と迫っている。


    「ミシンちゃん……美服院さん……俺、明日の試合……」


    「はんっ。まさか〈聖人〉がそんな辛い役目だったとはな。私も想像してなかった。……九ここの重えのばあさんは薄々勘づいてたみたいだけどな。ったく、抜け目ねぇ狐きつねババアめ」


    「それにしたって一晩で結論が出せるような問題じゃありません。木綿もめん君に酷ひどすぎます……。だって、〈聖人〉となったらもう普通の生活には戻ってこられないんですよね？」


    「それを見み越こして、このタイミングで伝えたんだろ。ここで棄権するような奴やつなら元より〈聖人〉になる資格がないってことだ。〈聖人〉ってのは生半可な覚悟でなれるようなもんじゃないってことさ」


    「でもっ……」


    　言葉に詰まっているミシンちゃんを見かねて、俺は無理にでも笑みを浮かべた。


    「美び服ふく院いんさん、俺に初めて会った時言いましたよね───私はこの国の頂いただきに登りたい。誰だれよりも偉くなりたいって。その想いは今でも変わりませんか？」


    　美服院さんはその言葉を聞いて、かつて俺に夢を語った時のような凄すごみのある顔つきに変わった。


    「そうだよ。私はこの国をもっと豊かで幸せな国にしたい。誰もが笑っていられるような国作りを自分の手でしたいんだ。私は歴史が好きなんだ。かつていろんな人物がいい国を作ろうと奔ほん走そうし、国作りに自分の人生をかけた。私だって、そういう生き方がしたい。だから〈聖人〉の加護が欲しい。今でもそう思ってるよ」


    「うん、美服院さんが作る国。きっとみんなが笑っていられる国になるんじゃないかな。みんなして、かかっと快活に笑って過ごせるような国にさ」


    　かかっと美服院さんは笑うと、俺から目を逸そらして俯うつむいた。


    　きらりと光るものが美服院さんの目から落ちたように見えたのは、気のせいだろうか。


    「生意気言ってんじゃねぇよ。そんな簡単にいくかよ……でも、お前が〈聖人〉になったら絶対に実現させてみせる。そんな国作りを」


    「うん……それじゃあ、ミシンちゃん」


    「は、はいっ」


    「お針はり子こ巫み女ことして全国の頂点に立つ。その夢はまだ諦あきらめてない？　お姉さんに勝ちたい？」


    「……私は勝ちたいですっ。お針子巫女の一族として生まれて、でも次女だからって〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に出ることも許されず、いつも姉さんは私の上に居た。私はそんな姉さんに勝って、お針子巫女としての腕なら誰にも負けないと証明したい！」


    「そう言うと思った。ミシンちゃんはうちに居い候そうろうしてる時も、いつ寝てるんだってくらいお針子仕事一筋だったもんな。俺の天てん衣いも実はどんどん進化してるのも知ってる。ミシンちゃんがお針子巫女にかける情熱は誰にも負けないと俺は思ってる」


    　やばい、泣きそうだ。


    　辛つらい特訓の日々も〈脱衣の儀〉で起こったいろんな出来事でも、俺は一度も泣かなかった。代わりに泣いてくれる人がたくさんいたから。


    　でも今だけは違う。


    　俺はミシンちゃんや美服院さんの想いに応えたい。


    　その気持ちでいっぱいだったけれど、だけどどうしても涙が[image: ]あふれそうになる。


    　やっぱり俺にとっては辛い決断なんだ。


    〈聖人〉となることは。〈聖人〉の座をかけて戦う覚悟を持つことは。


    　全てを捨てる決意が必要だ。


    　その決意がなければ今すぐ棄権した方がいい。


    　覚悟もなく決意もできず、決勝戦に出ていいはずがない。


    　だから、もう口にしてしまおう。


    　涙を流す前に。この二人に俺の思いを聞き届けてもらおう。


    「美び服ふく院いんさん、ミシンちゃん。俺───〈聖人〉になる。明日の試合に絶対に勝って優勝してみせる。俺が二人にできることはそれしかないから。俺は二人の夢を叶えてあげたい！」


    「いいのかい、木綿もめん君」


    「〈聖人〉になったら、もうっ……」


    　それは二人からの最後の確認だった。


    　俺は迷わず、頷うなずいた。


    「あぁ、いいさ。綺き麗れいなお姉さんに、可愛かわいい女の子。そんな二人の夢を叶えてあげるなんて、俺みたいな童貞野郎の見せ場としちゃあ、上出来もいいとこだぜ」


    　涙は堪こらえることができた。


    　そして俺はにかっと笑う。


    　よし、言えた。言葉に出すと、自然と覚悟もできた。


    　俺の顔を、二人は真剣な表情で見つめてきた。


    「ちょっ、やめてくださいよ。そんな真剣になって。万が一、俺が負けたら超格好悪いじゃないですか。チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉は最後までちょっと調子乗ってるくらいが丁ちよう度どいいんですよ」


    「それもそうだな。肩に力入れすぎかもな。なんてったって木綿君だから、決勝戦ですっげー失敗かますかもしれないし。緊張するより気楽に行った方がいいよな」


    「美服院さん、それは気楽すぎますって。なにかのフリみたいに聞こえますよ」


    「そうですよ、姫ひめ！　木綿君は本番に強いんですから。それに私がついてるんです。負けたりなんかしません！」


    　ようやく三人とも、いつもの調子が戻ってきた。


    　シリアスムードも湿っぽいのも俺たちには合ってない。


    　直前まであたふたして、出たとこ勝負で勝ってしまうのが俺たちなのだ。


    「というわけで。今日はもうお開きにしませんか？　俺もミシンちゃんもそろそろ寮に帰らないといけないし」


    「そうだな。じゃあ、また明日。会場で会おうな。勝利の天むす用意しとくぜ」


    「食べきれないほどお願いしますよ、美服院さん。なにせミシンちゃんは食いしん坊ですから」


    　美服院さんに別れをつげ、俺とミシンちゃんは寮へと戻ることにした。


    　けれど今夜ばかりは、もう少しだけミシンちゃんと一緒に居たかった。


    「あ、あのさっ」


    「はいっ。なんでしょう？」


    「よ、よかったら遠回りして帰らない？」


    「それっ、私も今同じこと言おうと思ってましたっ」


    「そうなんだ……ははっ」


    　人ひと気けのない選手村の中、俺はミシンちゃんと隣り合って歩いて行く。


    　ふと見上げれば冬の夜空が満点の星空を映しだしていた。


    「星が凄すごいね。こんな都会でも見られるんだ」


    「今日は特別天気もいいですからね。雲もないですし」


    「冬の大三角形って昔、理科の時間で習ったけど、どれかな」


    「さぁ。これだけ星があったらどれでも三角形が描けそうです」


    「それもそうだ」


    　俺が言うと、くすりと隣でミシンちゃんが笑った。


    「でもうちの実家の方がもっと綺き麗れいだったよな。天の川も見えたし」


    「そうですね。木綿もめん君の家で二人で星を見たのは忘れられません。木綿君がすっごい適当にあれが彦ひこ星ぼしだとかあれが織おり姫ひめだとか言ってましたよね」


    「そうだっけ？」


    「そうです。その後、私ちゃんと調べたんですから。そしたら全然違う星でしたよ」


    「悪い。ミシンちゃんの前でちょっとでも物知りぶりたかったんだ」


    　今はミシンちゃんの前で格好つけたい気分だった。


    　目いっぱい格好つけて、男らしく見せたくて、それでミシンちゃんに惚ほれて欲しかった。


    　でももう駄目だ。


    　ミシンちゃんを好きなことも、ミシンちゃんに惚れられたかったことも。


    〈聖人〉になると誓ったからにはそんなことを考えては駄目なんだ。


    　だから、いくら今、隣に歩いているミシンちゃんと手を繫つなぎたくたって……。


    「えいっ！」


    　それは突然だった。


    　ミシンちゃんの小さな手が、俺の手に触れたかと思うと、指と指とを絡ませてくる。


    　こ、これは世に言う恋人繫ぎという奴やつですかー！


    　すげぇ、俺、女の子と手を繫いでんだぜ。しかも恋人繫ぎ。モテない童貞野郎が、星空の下こんなロマンチックなことできるだなんて。


    　これは人生で最も貴重な体験だ。


    　でも俺はこんな時でもうまく言葉が出てこない。


    「こ、これって……」


    「繫ぎたかったんです……こういう時は男の子から繫いでくれると思ってたのに」


    「ごごご、ごめん！　俺そういう空気読めなくて……」


    　いや、繫つないだら心揺らぎそうだから。あえて繫がなかったんだ。


    　でもミシンちゃんは勇気を出してくれた。


    　こうして、俺と手を繫いで歩いてくれた。


    　そう思うと、自然と涙が出そうになった。


    　ぐっと我慢した。ミシンちゃんにだけは泣いてるとこを見せたくなかったから。


    　でも、ミシンちゃんはそんな俺の気持ちを見み透すかしたように尋ねてくる。


    「木も綿めん君、今ちょっと泣きそうになってません？」


    「べ、別に。全然そんなことないし」


    「いいんですよ。木綿君は泣いたって。なに我慢してるんですか」


    「我慢なんてしてないって。逆に嬉うれしすぎてたまんないね、こうやってミシンちゃんと手を繫げて。俺にとっては生涯忘れられない思い出だ」


    「なに言ってるんですか。手くらいいつだって繫いであげます。もし木綿君が〈聖人〉になったら、私は世話役になってずっと木綿君の傍そばにいます。木綿君の面倒みてあげます」


    　俺はなんとか笑みを作って、首を横に振った。


    「嬉しいけど、それは駄目だ。俺が〈聖人〉になったら、ミシンちゃんはお針はり子こ巫み女こ全国ナンバー１の座に着くんだぜ。そしたらミシンちゃんはその凄すごい技術を後世に伝えなきゃ」


    「そ、そんなのっ。マチ姉さんがやればいいです。私は木綿君を一人にはしません」


    「いいや。もし〈聖人〉になったら、その特権で俺はミシンちゃんを立派な紳士の元に嫁とつがせる。そんでミシンちゃんは子ども作って、生涯幸せに暮らすんだ。お針子巫女の娘や孫に囲まれてな」


    　俺は繫いでいた手をぎゅっと握り締めて語りかけた。


    「そん時はこんな話をしてくれ。私、昔とっても強い脱だつ衣い士しのパートナーだったのよ。ってさ。そりゃあもう格好良く話してくれないと許さないぜ」


    「木綿君はそれでいいんですか！　木綿君だけが、それじゃあ……」


    「いいんだよ。俺はミシンちゃんが幸せだったらそれでいい。美び服ふく院いんさんが元気だったらそれでいい。そう決めたんだ。それに俺だって日本一の脱衣士になりたいしな」


    　そんな話をしているうちに女子寮が見えてきた。外出制限時間はもうぎりぎりだろう。


    　俺は名な残ごり惜しい気持ちを抑えて、ミシンちゃんと繫いでいた手を離した。


    　ミシンちゃんはなにか言いたそうに俺の顔を見つめてきた。


    　俺は真正面からミシンちゃんのことを見据えて、それからゆっくりと心の中で言葉を探した。


    　決してブレない言葉を。


    「ミシンちゃん、聞いてくれ。覚悟ならもうできてる。俺は絶対に〈聖人〉になってみせる」


    「木綿君っ！」


    　もうこれ以上、ミシンちゃんがなにかを言う前に、俺は踵きびすを返した。


    「そんじゃ、また明日。おやすみ」


    　そして、そのまま男子寮へと向かった。


    　背中には、俺を見つめるミシンちゃんの視線を感じていたが振り返ることはできなかった。振り返ったら、覚悟が揺らいでしまう気がしたから。


    



    　男子寮のロッジの前までやってくると、いつもなら明かりが漏もれているのに今日は真っ暗で、しんと静まりかえっていた。


    　みんなもう寝てしまったのか？


    　そう思って扉を開けると、ぱーん、ぱーんと派手な音が響き、一気にリビングの明かりが点ついた。


    「決勝進出おめでとー!!」


    　夜なのにうるさい声でルリヲが叫んだ。


    　赤あか城ぎのおっさんと灯とう夜やはクラッカーを手にしていた。さっきの音の正体はそれか。


    「なっ、なんだよこれ！」


    「決勝のお祝いにな。みんなで待ってたんだ。遅かったじゃないか」


    　赤城のおっさんが俺をリビングへと招き入れた。


    　そこにはオードブルやジュースがこれでもかと並んでいた。


    「もう明日のミーティングは済んだんでしょ。だったら今夜は僕らでぱぁっと盛り上がろうよ」


    　俺の腕にしがみつくルリヲは、無理矢理俺の頭に妙ちくりんなとんがり帽を被かぶせてきた。


    「今日の主役はお前だ。真ん中に座れよ」


    　灯夜はソファーの真ん中へと俺を誘導する。


    　そしてリビングのローテーブルをみんなで囲むと、グラスにジュースを注いでいく。


    「あ、おっさんはビールかよ。僕、酒臭いの嫌いなんだよ」


    「特別に許してくれよ。お酒は大人の特権だ」


    　赤城のおっさんは泡いっぱいのビールを注いだコップを高らかに掲げた。


    「では、この度、決勝に進出した木綿君を祝い。また、このロッジに四人が集まるのも今夜限りとなりました。私は最年長として」


    「前置きが長い。はい、かんぱーい」


    　結局、灯夜の合図によって乾杯となった。


    「折角俺が前口上考えたのに。最後ぐらい年上を敬うやまえよな」


    「そんでおっさん、婚活はどうなったのさ」


    　ルリヲの無邪気な質問に、おっさんはビールをぐっと喉のどに流し込むと、しおしおとうなだれていく。


    「駄目だったか、やっぱり」


    「やっぱりってどういうことだ、灯とう夜や君！　俺のなにが悪いんだー！」


    「年齢じゃないか？」


    「さっすが灯夜、彼女持ちは言うこと違うよね」


    　にしししと、ルリヲが笑う。


    「え？　そうなの？　灯夜君、いつの間に抜け駆けを！」


    「いやぁ、まぁ……そこら辺は木綿もめんが詳しく。なぁ、木綿。お前もなにか喋しやべれ」


    　みんなが騒いでいるのをぼんやり見つめていた俺に対し、真向かいの灯夜が俺の名を呼んだ。俺ははっとなって周りの状況を改めて理解した。


    　なんだか自分だけモニター越ごしにみんなを見ていた気分だった。


    　けど違う。


    　ここは現実で、目の前でみんなが笑い合っていて、楽しい空間が俺を包んでいる。


    　だから俺も思いっきり楽しもう。


    「あー、そうだな。俺は本戦っていうかここでの暮らしを振り返って思うのは。最初は灯夜が嫌いだったってことかな」


    「僕もー。態度悪いし、協調性ないし最悪だって思ってた」


    「な……っ。悪かったな。確かに俺は協調性はないし、性格も悪い。それは認める」


    「でも彼女ができたら性格丸くなってだんだん溶け込み始めたよな」


    　俺の言葉に、灯夜は耳まで真っ赤になった。


    「茶化すな。っていうか、木綿もルリヲも俺の方が年上なんだからな。せめて敬語を使え」


    「やだー。灯夜になんて敬語絶対使ってやんない。いいじゃん、今の方がなんか自然な感じがしてさ」


    　ルリヲの意見には賛成だ。俺も灯夜に敬語は使う気になれない。あ、でもいっそミシンちゃんみたく呼んでやろうか。


    「そうだ、灯夜兄さん！　って呼んでいいなら敬語使ってやってもいいけど」


    「木綿！　絶対に呼ぶな、それはミシンにだけ許した特別な呼び方なんだ」


    「お前、彼女できたのにミシンちゃんを特別視するな。彼女に嫉しつ妬とされるぞ」


    「黒くろ乃のはそんな器の小さな女性じゃない。寛容に俺のことを受け入れてくれるんだ」


    「黒乃ちゃんって言うんだ……いいなぁ、のろけられて」


    　おっさんのビール飲むペースがどんどん上がっている。


    「おっさん、じゃなかった赤あか城ぎさん。湿っぽいのはなしにしましょうよ」


    「そうだよ。おっさんにだって明るい未来が待ってるって」


    　俺とルリヲが一緒になって励ますと、おっさんは頰ほおを赤らめ上機嫌になった。


    「そうかぁ。いや、本戦で全国に中継されたしなぁ。もしかして嫁に来たいって思ってくれる人も少しはいるかもなぁ」


    「そうそう、前向きにね。ほら、じゃんじゃん飲んで喰くって騒ごう」


    「おう！　それじゃあ一曲俺が披ひ露ろうしようかな」


    　おっさんは立ち上がると、ビールの缶を片手に歌い始めた。


    　そりゃあもう酷ひどい歌声で、全員苦笑せずにはいられなかった。


    「ひっこめー、このオンチー！」


    　ルリヲがピーナッツをおっさんにぶつけて歌うのを止めようとしても、調子が良くなったおっさんは止められない。


    「賑にぎやかなのはあまり好まないが、たまにはいいな」


    　俺の隣にやってきた灯とう夜やは、普段あまり笑わないくせに今夜は少し楽しそうだった。


    「今ごろ、女子寮もこんな感じだったりして」


    「女子は人数多いからな。そりゃ、修学旅行状態だろうな」


    「あー、俺もそっちに交ざりたいなぁ」


    「フルボッコにされるのがオチだな。俺はそれも見てみたいけど」


    　くすくすと灯夜が笑っていると、両手にチキンを持ったルリヲが俺たちの中に割って入ってきた。


    「なにさ。二人してナイショ話？　僕も交ぜろよー」


    「ルリヲはおっさん担当じゃなかったのか？」


    　もう灯夜までおっさんって呼び始めてるし。おっさんの愛称は定着したようだ。


    「やだよ、オンチの酔っ払いなんて！　それよりさぁ。木綿もめん、聞いてくれよ。明日本戦が終わるでしょ？　その後、カザリと相談してしばらくこっちにいることにしたんだ。観光もしたいし、千葉のランドに行くことになったんだ。二人でだよ？」


    「ランドってなに？」


    　俺が尋ねると、灯夜がポテトを囓かじりながら答えた。


    「千葉にある夢の国だ。最近はそう略すんだ。知らないのか？」


    「悪い、俺、実は東京初めてなんだ」


    「マジで。ランドは楽しいとこなんだよっ。しかもカザリと二人で。いいだろー。これってデートだろ？」


    「そうだな。ルリヲ一歩前進したな」


    　俺はルリヲの頭を撫なでてやる。ルリヲはにんまり笑顔でチキンにかぶりついた。


    「お前はミシンとどうなってんだ？　やっぱりミシンに優勝を捧ささげて告白するのか？」


    「いや、まぁぼちぼちかな。でもさっき手を繫つないだ。しかも恋人繫ぎ」


    「なっ！　やっぱりミシンの兄として、ほかの男に取られるのは許せん！」


    「ホントの兄ちゃんじゃないだろ、お前は」


    「だからこそ、本物の兄以上に愛情を注いでるんだ！」


    「灯とう夜や、シスコン。きもーい」


    「ぐぅ……！」


    　ルリヲは何気に人の心にピンポイントでダメージ与える奴やつだよな。


    「俺、シスコンなのか……シスコン」


    　灯夜が本気で悩み始めたし。


    　かと思えば、おっさんが絶好調だ。


    「では、二曲目行きます！　涙涙で聞いてください！」


    「「「歌わんでいい！」」」


    　三人から同事にツッコまれ、おっさんは残念そうに座り込んだ。


    　それから四人で本戦の思い出を語りながら夜が更けていった。


    　俺は明日には大事な決勝が控えているからあまり夜更かしはできない。


    　一人先に抜けようとすると、ルリヲが俺のことを引き留めた。


    「あのさ、最後だし。写真撮ろうよ。四人で」


    「あぁ、いいな。灯夜もいいよな」


    「仕方ない。写ってやる」


    「おっさんもほら、床で寝てないで。写真撮るよ」


    　ルリヲに起こされ、おっさんも起き上がる。


    　そしてルリヲがデジカメのタイマーをセットして、俺たちはリビングのソファーにぎゅうぎゅう詰めで座った。


    「はい、ちーず」


    　ぱしゃり、とデジカメは俺たち四人の楽しげな姿を写した。


    「あとでみんなにデータ送るね」


    「お、楽しみにしてるわ」


    　まだまだ騒ぎ足りないルリヲは灯夜とおっさんを無理矢理付き合わせて、今度は深夜のホラー映画リレーを始めるらしい。


    　俺は一足先に部屋に戻って、ベッドに倒れ込んだ。


    　ルリヲ、赤あか城ぎのおっさん、灯夜、そして俺。一週間弱、みんなで泊まったこのロッジとも明日でお別れか。


    　寂しいと感じるのは、みんながいい奴だったからだろう。


    　ルリヲは俺にとって弟みたいな存在になったし、灯夜は兄貴がいたらこんな感じかなと思ってしまう落ち着きがあった。赤城さんは陰でみんなのことを見ていてくれて、ロッジでの生活を円滑に過ごせるように努力してくれてた面倒見のいいおっさんだ。


    　もし〈聖人〉になったら、こいつらとも会えないんだろうな。


    　……いや、止やめよう。


    　そんなこと考えたらきりがない。


    　今日はさっさと寝てしまおう。


    　胸がざらついて仕方ないけど、寝たらすっきりするだろう。


    



    　連戦の疲れからか深く眠りについたものの、朝目覚めてもまだ心はざらついたままだった。


    　リビングは昨日の夜騒いだまましっちゃかめっちゃかになっていて、その光景を見ているとなんだか切ない気持ちになった。


    　悪いけれども、みんなとは顔を合せずに俺は一足先に行かせてもらう。


    　見送られるのはやっぱり嫌いやだ。


    　十一月の早朝ともなればかなり寒い。そんな中、洗面台に冷水を溜ためて顔を洗っていると、横からふいにタオルが差し出された。


    「……？」


    　顔を上げて見ると、そこには灯とう夜やが立っていた。


    　昨日の夜の笑顔がない、いつもの無愛想な灯夜の顔になっている。


    「拭ふけよ」


    「ん」


    　俺はタオルを受け取ると、顔を拭いてから隣に立ったままの灯夜に尋ねた。
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    「なんか言いたいことでもあるのか？」


    「お前の顔に書いてある。寂しいってな」


    「んなわけないだろ。寂しいのは灯とう夜やの方じゃないのか？」


    「俺は別に。でも……なにがあってもミシンは悲しませるなよ」


    「それは負けるなってこと？」


    「勝っても負けても、だ」


    「お兄さんの言うことは厳しいな」


    「なんか昨日の夜から、お前が酷ひどく遠くに感じる」


    「ちょっと待てよ、そんな恋人の別れ際みたいなこと言われたってさ」


    　まぁ、俺に恋人の別れ際が実際どんなもんかはわからないけど。遠くに感じるなんてドラマじゃよくあるセリフだ。


    「お前さ。もしかして優勝して〈聖人〉ってやつになったら……」


    「この話、やめようぜ。灯夜、俺はさ──」


    　リビングを通り抜けて玄関に向かい、靴くつを履はく。そして俺は後ろに居る灯夜に向かって振り向いた。


    「ミシンちゃんを喜ばせたいだけなんだ。あとついでに女子高生の裸見られたらラッキーだな。ホント、そんだけ」


    「……そうか。じゃあ、後で応援に行くからな。赤あか城ぎのおっさんなんて張り切ってた」


    「マジか。暑苦しそうだな。みんなの想いを背負って戦っちゃう俺ってカッコよくね？」


    　灯夜は強く俺の肩に手を置いた。


    「それで、お前の想いは誰だれが叶えてくれるんだ？」


    「それは俺にもわかんない。教えてくれよ、灯夜兄さん」


    「噓うそつくな、わかってんだろ。ちゃんと考えてみろ」


    「大会が終わったら、考えてみるよ」


    　灯夜に行ってきますは言わなかった。


    　灯夜も行ってこいとは言わなかったし。


    　こうして俺は決戦の地へと一人、向かっていった。


    



    　今日で俺にとって四戦目になる武ぶ道どう館かん。


    　まだ朝早いから誰もいない。


    　そう思っていたら、入り口に人影があった。


    　前にもこんなことがあったが、入り口に立っていたのはチーム〈妹いもうと姫ひめ〉の妹いもうとヶが原はら美み杏あんさんだった。


    「おはようございますっ。早いですね」


    　隣に立って声をかけると、美み杏あんさんはぼんやりとした瞳ひとみをこちらに向けた。


    「あなた……。早起きさん、よく眠れなかった？」


    「なんつーか、目が覚めちゃったんですよね。で、やることもないからここに来ちゃって」


    「私も。奇遇……ではないかも。脱だつ衣い士し同士は引かれ合う、なんていう[image: ]うわさもあるから」


    「俺も思い当たる節が何件か……」


    「それで、あなた覚悟はできた？」


    「えぇ、俺は〈聖人〉になります。だから今日はなんとしても勝ってみせます」


    「私も負けるつもりはない。私は身も心も、マチお姉様に。そして九ここの重え様に捧ささげると決めて出場しているから」


    「お互い、譲れませんね」


    　そう言うと、とろんとした瞳のまま美杏さんがくすりと笑った。


    　俺は美杏さんが笑う顔を初めて見た。滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいな。


    「ほんと言うと、あなたが迷いを断ち切れずここに来るんじゃないかと思っていた」


    「それで、待ち伏せですか？」


    「えぇ。そんな状態のあなたなら、試合でなくてもここで倒せてしまうから」


    「それって闇やみ討うちですよ。ここまで来たんだから正々堂々戦いましょうよ」


    「今のあなたを見たら、ここであなたを倒すつもりはなくなった。安心して。本当に、覚悟をしてきた顔をしてる」


    　さっきまでぼんやりしていた表情に急に力が入り、美杏さんは俺の前に立った。


    「マチお姉様が言っていた。古ふる織おり木綿もめん。あなたには天てん賦ぷの才がない、と」


    「は、はぁ」


    　なんとリアクションしていいか戸惑った。真っ向からそんなこと言われるとは思わなかった。


    　でも美杏さんは続ける。


    「名門古織家に生まれながらに天賦の才を持たず、努力と根性と気合い。それだけでのし上がってきた。そんな脱衣士は天賦の才を持つ脱衣士よりも遥はるかに手て強ごわい。なぜなら、天才よりも努力する凡人の方が勝利を摑つかもうとする執念が凄すさまじいから。天才は常に簡単に勝利を手にする。故ゆえに執念が足りない。お姉様にはそのことをよく注意される」


    「それは、俺を褒ほめているようで実は自分が天才だと言いたいだけなんじゃ……？」


    「ばれた」


    　くすっと笑って、美杏さんは俺の先を歩いて行く。


    「でも今日は違う。強い執念を持った天才が、あなたの努力と根性と気合いを打ち砕いてみせる。きっとあなたは自分の限界を知る」


    「俺の敵になる人ってのはどうしてこう、自分が強いアピールを前置きにするのかな。それ敗北フラグだってのに」


    「なにか言った？」


    「悪態を吐つきました」


    「私には聞こえなかった。だから許す」


    　美み杏あんさんは会場の中に消えていった。


    　俺も自分の控え室へ入っていく。


    　それにしても、俺が努力と根性と気合いだけでのし上がったねぇ。


    　まずそこから間違えてんだよ。


    　俺はエロスと絆きずなとそしてミシンちゃんへの愛情で、のし上がってきたんだぜ。


    　それは努力やら根性なんかより、ずっと頼りになる力なんだ。


    



    　朝早くから会場入りしたのはいいものの。


    　試合は正午きっかりに始まる。


    　俺は控え室で座禅を組んで瞑めい想そうしているかのように、ひたすらエロい妄想に励み、脱だつ衣い力りよくを高めていった。


    　ふと、目を開けるとそこにミシンちゃんと美び服ふく院いんさんの姿があった。


    　いつのまにか時計の針もだいぶ進んでいる。


    「お、起きた起きた。始まるまで居眠りしてるかと思ったぜ」


    　目を開いた俺を見つけると、美服院さんは俺の股こ間かんを凝視してきた。


    　エロい妄想をしていたせいで、股間がぎんぎんになっている。


    「淫いん夢むでも見たのか？　夢の中までエロいやつだな。試合前に夢精すんなよ」


    「さすがにこの状況じゃしないですよ！」


    「も、木綿もめん君……その、夢精したら替えのふんどしないですからね……っ」


    「ミシンちゃんもここぞとばかりに聞いてるなよ。こういう時は聞こえてても聞いてないふりするもんだ！」


    「す、すみませんっ。つい……」


    「ミシン、夢精って超気持ちいいらしいよ。どう思う？」


    「知りませんっ。そんなことより、木綿君。天てん衣いを着てください」


    「うん、わかった」


    　ミシンちゃん特製天衣〈白はく鶴つる童どう子じ〉。試合で破損する度にミシンちゃんは直してくれて、なおかつ、より強きよう靱じんにより軽くと、改良もしてくれている愛着のある天衣だ。


    　そして〈糸い心しん伝でん針しん〉の要かなめの手袋も忘れない。


    　さらに今日は刀使いが相手ということで。


    「巨大扇せん子すカッターも必要ですよね。あまり繊せん細さいな攻撃には向かないので注意してください」


    「あぁ、斬ざん撃げきが防げればそれでいいよ。でもやっぱ大きいと見栄えもいいよな」


    　実は総重量十キロを超えている。優雅に舞うように使うにはかなりの特訓が必要だった。


    「よしっ、そろそろ入場時間だな。木綿もめん君、その前にちょっと」


    　美び服ふく院いんさんは俺を呼び寄せると、優しく俺の体を抱きしめた。


    　途端に俺の顔がおっぱいに埋もれる。うぉっ、久々の感触！


    　そして美服院さんが耳元で囁ささやく。


    「お姉さんからのサービスだ。試合終わったら、今度はぱふぱふもしてあげよう」


    「もし負けて帰ってきてらどうするんです？」


    「負けても抱きしめてやるよ。私のためにここまで戦ってくれたんだからな。それに木綿君、私は昨日あの後に考えたんだ。私は君が勝っても負けても、いつかはこの国の頂いただきに登ってみせるってな。だから君は君のために戦いなさい」


    　俺から体を離すと、美服院さんはかかっと笑ってみせた。


    「もう。姫ひめは最後まで破は廉れん恥ちなんだから。行きましょ、木綿君！」


    「あぁ、行こう」


    　自分のための戦い。


    　それはどういう意味だろう。


    　答えが出ないまま、廊下に出ると、そこにはずらっと人が並んでいた。


    「せーのっ」


    



    『古ふる織おり木綿！　頑張れー!!』


    



    　廊下には一回戦で戦った罪つみ木き四し季きさん、二回戦で戦った灯とう夜や、三回戦で戦ったカザリちゃんとそれにルリヲ。そして赤あか城ぎのおっさん。


    　だけじゃない。


    　愛知県からわざわざ駆けつけてきてくれたのか、予選大会の選手たち。


    　メイド姿のあいりんさん、ＯＬコスの局つぼねさん、美人に見えて実は男な伊い集じゆう院いんさん。


    　そして───。


    　うさ子さんと着ぐるみ姿のぷに子さんまで勢せい揃ぞろいしていた。


    　みんな、俺に向かって手を掲げる。


    　俺はそんなみんなに対してハイタッチをしていった。


    　みんなそれぞれ応援の声をかけてくれた。


    　最後のハイタッチの相手はうさ子さんだった。


    「木綿さん、今日こそミシンさんのハートをキャッチする時ですよ」


    　今までみんなが、試合に頑張れとか、優勝しろよ、と声をかけてくれたけど。


    　うさ子さんだけは違った。


    「え……」


    　と聞き返す暇ひまもなく、俺は声援に押されて会場へと飛び出してしまった。


    　会場は異様な興奮に包まれていた。


    　興奮を[image: ]あおるように、ドコドコと太鼓の音が鳴っている。


    　そして俺が舞台へ上がると、それだけで会場中が大歓声を上げた。


    　祭りの熱が人々を非日常の興奮へと誘っている。そんな気さえしてくる盛り上がりだ。


    　俺の正面には、美み杏あんさんの姿があった。


    　可愛かわいらしいブレザーの学生服姿に不釣り合いな、無骨な日本刀を手にしている。


    　俺は改めてじっくりとその姿を観察した。


    　カッターシャツにネクタイ。体にぴったりフィットした細身のブレザー。推測だが、俺の心眼による測定ではＣカップと推測している。


    　そして目を引くミニスカート。階段登ったらパンチラ必至だぜ。すらりと伸びた脚を隠すのは黒のニーソックス。ニーソックスとミニスカの間の絶対領域がたまらん。しゃぶりつきたい。


    　そして日本刀を握る手には白い手袋。美杏さんは元々色白なので手袋と肌が馴な染じんで遠目には手袋をしている感じには見えない。


    　ふぅ、完かん璧ぺきな美少女高校生がそこにいた。


    　これから脱がすことができると思うと、涎よだれがとまらねぇぜ。


    　と、いかんいかん。心の声がミシンちゃんに聞こえていることを自覚しなくては。


    　でももうここまできたらむしろオッケーな気もしてきた。


    〈全然オッケーじゃないですよ。変態ですよ、今の思考は完全に〉


    〈ごめんなさい。気をつけるから〉


    　そんなやりとりをしていると、粛しゆく々しゆくと海え老び子こさんが舞台の上に上がってきた。


    「さて、今日この試合をもちまして、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の優勝者が決まります。私、このような歴史的瞬間に立ち会えることを非常に嬉うれしく思います！」


    　かつてない程の熱気と歓声。しかしそれも舞台に上がり相手に集中してしまうと、まるで無音の部屋に入ったかのように届かなくなってしまうのだ。


    　これは選手だけが味わえる感覚だろう。


    「では、選手に意気込みと共に名乗りを上げていただきましょう」


    　海老子さんはまず美杏さんへとマイクを差し向けた。


    　美杏さんはマイクを左手に、[image: ]さやに収まった刀を俺に向かって突きつけた。


    「中国ブロック代表チーム〈妹いもうと姫ひめ〉。妹いもうとヶが原はら美杏……古ふる織おり木綿もめん、相手にとって不足なし。いざ尋常に勝負」


    　そしてマイクは俺に回ってくる。


    　俺は深呼吸してからマイクを取った。


    「東海ブロック代表チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉。古ふる織おり木綿もめんですっ。見ていてください、全国の皆さん、金鯱きんのしやちほこ魂背中に背負い、今日は奇跡を起こしてみせます！」


    　自分を昂たかぶらせるような宣言をしながらも、心の中は驚くほど落ち着いていた。


    　意識はすでに美み杏あんさんを脱がすことだけに集中している。


    　そして海え老び子こさんは軍配を上げる。


    　試合開始の合図だ。


    「それでは両者見合って───脱がし合い、開始！」


    　海老子さんの宣言が終わった瞬間、舞台上でぴしぴしっ、というガラスにヒビが入るような歪いびつな音が響いた。


    　見れば、俺の両手から〈糸し解かい〉による糸が発射されていた。


    〈やっぱりマチ姉さんは最初から〈糸解〉を使ってきてます。マチ姉さんの攻撃は全て私が防ぎますから。木綿君は美杏さんを頼みます〉


    〈了解！〉


    　俺は頷うなずくと、袖そでから滑り出した巨大扇せん子すカッターをその手に開き、美杏さんと睨にらみ合った。


    　美杏さんはまだ刀身を抜き放ってはいない。刀を[image: ]さやに収めたまま、刀の柄つかに手を添えている。


    　あれは抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつの構え。


    　うさ子さんの戦いで見せたその技は、抜き放はなった刀身に〈糸解〉による糸を絡ませ、斬ざん撃げきの間合いを格段に伸ばし、そして太刀筋を増やす。


    「でも今日は〈糸解〉には頼れねぇよな」


    　ミシンちゃんがマチさんの〈糸解〉を全て防ぐと言ってくれた。


    　だとすると、美杏さんは手にした刀の間合いでしか攻撃できないはず。


    「一気に攻めるか」


    　自然と脱だつ衣い力りよくが渦を巻いて体から[image: ]ほとばしった。


    　俺は足の筋肉を引き千ち切ぎらんばかりに力を込めて、美杏さんに向かって駆け出そうとした。


    　その時、目の前であり得ないことが起こった。


    　美杏さんの姿が消えたのだ。俺は驚くよりも先に〈第六感〉───〈未み来らい視し〉を発動させていた。


    　俺が〈未来視〉によって美杏さんの一秒先の動きを読み取る。見えてきたのは、美杏さんが俺の天てん衣いの左ひだり袖そでを刀による斬撃で引き裂さこうとしている光景だった。


    　とっさに巨大扇子カッターで左袖をガードする。


    　きぃぃぃん、と耳をつんざく金属音が響き、美杏さんの刀と巨大扇子カッターが打ち合った。


    　美杏さんは追撃をすることなく、俺の後方へと抜けていく。


    　というより、瞬間移動していった、と言った方が正確かもしれない。


    　六メートルは先に立っていた美杏さんが、一瞬のうちに俺の間合いに入り一撃を入れ、そして気づけば背後を取られていた。


    「えっと……超能力？」


    　俺は頰ほおを引き攣つらせて、振り返った。


    　そこには刀を[image: ]さやに収め、再び抜刀の構えをとる美み杏あんさんの姿があった。


    「出ました！　妹いもうとヶが原はら選手の目にも留まらない攻撃！　準決勝ではほとんどの観客が試合内容を把握できず、観客殺しと呼ばれる現象が発生いたしました！」


    　海え老び子こさんの実況が入る。俺はそんな実況を聞きながら目を白黒させていた。


    　美杏さんは俺の疑問に答えるように呟つぶやいた。


    「抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつ〈縮しゆく地ち〉。超能力とは違う。これは脚力を使った超高速の移動法」


    　それ漫画で読んだことある。


    　さすが決勝戦と言うべきか、ホントに常人離れした超人を相手取らないといけないわけだ。


    　うさ子さんと美杏さんの対決でその高速の動きは見ていたが、実際体感するとあまりの無茶苦茶っぷりに呆あきれてしまうほどだ。


    「それよりも私の一撃を防げたのが不思議。……なにを視みた？」


    　いつもはぼんやりとしている美杏さんの瞳ひとみが鋭くなった。


    　ごぉっと爆炎を思わせる赤いオーラが美杏さんの体から放出された。


    　赤しやく炎えんの脱だつ衣い力りよく。いつ見ても凄すさまじい。


    「………あなた、未来を〈視て〉いる？」


    　その言葉を残して再び美杏さんが姿を消した。来る！　超高速の斬ざん撃げきが！


    　しかも相手は俺の〈未み来らい視し〉に気づきつつある。それでも美杏さんからの攻撃を防ぐには、〈未来視〉に頼るしかない。


    　脱衣力を研ぎ澄まし美杏さんの一撃を見定めろ。


    　しかし俺の〈未来視〉に美杏さんの姿は映らない。俺の〈未来視〉の弱点は視界の範囲外である背後からの攻撃は読めないというものだ。


    　もし美杏さんが俺の〈未来視〉の弱点を看破したというのなら！


    　すかさず巨大扇せん子すカッターを開いて振り返った。


    　そこには予想通り、刀を高速で抜く美杏さんの姿があった。


    　弱点は背後だけ。なら防ぐのも容易だ。


    　しかし、美杏さんの攻撃はそんな俺の思惑の上を行くものだった。


    「その扇、邪魔……」


    　そんな囁ささやきが聞こえたかと思うと、ガードのために使っていた巨大扇子カッターが横一文字に斬きり払われていた。


    「なにっ……！」


    　ミシンちゃん特製の鋼鉄製巨大扇子カッターが、まるで紙のようにたやすく斬られた！


    「抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつ〈斬ざん鉄てつ〉」


    　美み杏あんさんの口から冷たく言い放たれる。鉄をも断つ一刀なんて……そんなのありかよ。


    　さらに美杏さんは抜いた刀ではなく[image: ]さやの方で俺の天てん衣いの裾すそを絡め取っていた。[image: ]も武器の一つってことか！　俺は仕方なく巨大扇せん子すカッターを手放し後方へ飛んだ。


    　しかし美杏さんは攻撃の手を休めない。すかさず超高速移動を使って俺の間合いに入り込むと、刀を振るった。


    　俺は扇子カッターを両手に開いて、刀を捌さばこうとするも、あっけなく斬きり裂さかれてしまった。


    「ちっ……！」


    　バク宙しながら後方へ飛ぶ。俺はなんとしてでも美杏さんと距離を取りたかった。しかし美杏さんはぴったりと俺を追ってくる。


    　まずい。美杏さんの動きに俺はかろうじてついていけているだけだ。さっきから〈未み来らい視し〉も使いっぱなしで集中力も限界に達している。


    　なのに美杏さんはその動きを止めない。


    　次の攻撃が来る。もう受け止める武器がない。


    　あの斬ざん撃げきを俺は躱かわせるか？　やるしかないのはわかっているが、体が言うことをきかない。


    「くそっ！」


    　確実に天衣を切り裂く一撃が俺を捉とらえていた。


    　目にも止まらぬ斬撃が、俺の胸を裂く。白い天衣が羽根のように散っていく。おそらく攻撃はこれでは終わらない。連撃が来る！


    　けれど予想ははずれ、美杏さんが後方へと引いた。そしてすとんと床に足をつけると動きを止めた。


    「攻防が一いつ旦たん落ち着いたようです。古ふる織おり選手、次々に武器を奪われていきます。妹いもうとヶが原はら選手優勢のまま試合が進んでいるようです！」


    　お互いの距離は五メートル。


    　美杏さんが動きを止めた理由はただ一つ。


    　美杏さんのスカートに、瑞みず々みずしいふとももが目立つスリットのような一筋の切れ込みが入ったからだ。


    〈ようやくマチ姉さんの隙すきをついて一撃入れられました〉


    　頭の中でミシンちゃんの声が響いた。声色が高まっている。


    〈それってミシンちゃんの技術がマチさんを上回ったってこと？〉


    〈自分で言うのもなんですが、そう……ですね。マチ姉さんの攻撃の癖は摑つかみました。これならマチ姉さんの〈糸し解かい〉を防ぎつつ、美杏さんを狙ねらっていくのも可能です〉


    〈良かったじゃん。姉妹対決は妹の勝利ってわけだ〉


    〈でも脱衣戦では互角です。本当にマチ姉さんに勝つには、美杏さんを丸裸にして勝利しなければ〉


    〈そうだな。なんとかしてあの高速攻撃を捌さばいて、こっちからも攻撃しないとな〉


    　ふぅ、と俺は呼吸を整えた。


    　事前にミシンちゃんと立てた作戦通りに行動するなら、俺がなんとか美み杏あんさんの攻撃を躱かわし続け、その隙すきにミシンちゃんの〈糸解〉でじわじわと美杏さんの天てん衣いを削っていく。というものだけど───。


    　美杏さんの高速攻撃は俺たちの予想を遥はるかに上回る厄やつ介かいな代しろ物ものだ。〈糸解〉によってじわじわと美杏さんの天衣を削る前に、こちらが抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつの餌え食じきになってしまう。


    　美杏さんはミシンちゃんの〈糸解〉による攻撃を警戒しているのか、攻撃するタイミングを見計らっている。けれどその状況もいつまで続くわけじゃない。


    　またあの抜刀脱衣術が来たら次こそ終わりだ。


    　だったら俺は───。


    〈ミシンちゃん、やっぱり奥の手を使わなきゃいけないみたいだ〉


    〈あれですか……本当にそれで勝てるんでしょうか？〉


    〈やってみなけりゃわからない。でも今のままだと俺たちは確実にやられる。俺はミシンちゃんや美び服ふく院いんさんのために負ける訳にはいかないんだ。だから！〉


    「おぉぉぉぉぉぉ！」


    　俺は気合いと共に自分の天衣の襟えり元を握り締めると───。


    「脱だつ衣い技わざ奥義───〈天てん衣い無む用よう〉！」


    　一気に自分の天衣を脱ぎ去った。


    　思い出がたくさん詰まったミシンちゃん特製天衣〈白はく鶴つる童どう子じ〉は本物の鶴のように宙を舞い、そしてミシンちゃんとの絆きずなの証あかしである手袋も脱ぎ捨てた。


    　そして俺は、赤ふんどし一枚の姿へと変わった。


    　このふんどしは、俺の家、古ふる織おり神社に代々伝わるご神体。古織の魂。


    「たった一つの魂のみで、俺はあなたに勝ってやる！」


    　拳こぶしを突き出し、俺は美杏さんに宣言した。


    　その途端、俺の体から常軌を逸した量の脱だつ衣い力りよくが[image: ]あふれ出した。青いオーラとなって[image: ]ほとばしる脱衣力は舞台を覆おおい尽くし、武ぶ道どう館かんの天井まで到達していた。


    「なんということでしょう！　古織選手から[image: ]れ出る脱衣力に会場が呑のまれております。これほどまでの脱衣力、私は初めて目にしました！　感動的とも言えます！」


    　けど、まだだ。まだこんなもんじゃない！


    「限界を超えて燃えろ！　俺の脱衣力！　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


    　研ぎ澄まされ、凝縮されて真っ青なオーラの塊となった俺は、美杏さんの正面に立った。


    　これが脱衣技四し十じゆう八はつ手て───最終奥義の力。


    　自ら天てん衣いを脱ぎ捨て、背水の陣を敷くことによってのみ得られる神域の脱だつ衣い力りよく。


    　けれども美み杏あんさんはすぐさま俺の奥の手の弱点を見抜いてきた。


    「確かに脱衣力は極限まで高まってる……でも長くは持続できないはず」


    「あぁ。でも速攻で美杏さんを脱がしきれば問題はない！」


    　そして、真っ向から抜ばつ刀とう脱だつ衣い術じゆつを打ち破る！


    　美杏さんはそんな俺の意思を感じ取ったのか、刀を[image: ]さやへと仕舞い抜刀術の構えをとった。


    　互いの視線が交差する。次の瞬間。


    　美杏さんが刀の柄つかを握り締め、抜刀するよりも早く俺は駆けた。


    　ミシンちゃんの〈糸し解かい〉がない今、マチさんは確実に美杏さんと呼吸を合わせてうさ子さんを倒したあの技を使ってくるはず。


    「抜刀脱衣術〈飛ひ燕えん〉」


    　抜き放たれる刀身、そして刀身に絡みついた幾重もの糸は見えない斬ざん撃げきとなって俺を襲おそう。


    　けれど、限界を超えた脱衣力によって研ぎ澄まされた俺の感覚は、見えない斬撃すらも予見できる！


    　全ての糸による斬撃を紙一重で躱かわし、俺が雷光のような素早い動きで美杏さんへと詰め寄ると、待っていたのは美杏さん自らの抜刀術。


    　美杏さんが狙ねらうは一点、俺のふんどしのみ。


    　それなら、神速の居合い抜きの軌道も読める！


    「───そこだっ！」


    　さらに〈未み来らい視し〉によって完全に居合いの軌道を読んだ俺は、ひりつくような緊張感の中、抜き放たれた刀身を渾こん身しんの想いと共に両の手の平で挟み、そして止めた。


    「なっ……私の居合いを、取った！」


    「真剣白刃取り、成功！」


    　俺は刀身をぎっちりと両手で挟み込み、そのまま一気に全力を込めて刀身をへし折った。


    「……っ！」


    　美杏さんの手から刀がこぼれ落ちる。


    　その刹せつ那な、俺は全身全霊を込めた技を仕掛けた。


    　へし折った刀身を投げ捨てて美杏さんの懐ふところに飛び込むと、ネクタイが結ばれたシャツの襟えり首の中へと手を滑らせる。そして一気に脱がしきる！


    「これで俺の勝ちだ───！」


    「いえ、まだ。脱がされないっ……！」


    　俺の全力を込めた脱だつ衣い技わざから、美杏さんはとっさに体を翻ひるがえして脱出した。さらに脱出の際に俺の胸に強烈な蹴けりまで喰くらわし俺の体を後方へと弾はじき飛ばす。


    「はぁ……はぁ……」


    　美み杏あんさんが初めて呼吸を乱していた。


    　その姿は、純白のパンツに黒いニーソックス。露あらわになった胸を手で隠している。


    　あと、一歩。一瞬でも時間があればすべて脱がしきれていたはず。


    　あそこまで技が決まったというのにそれでも諦あきらめなかった美杏さんの強い想い、そして天才的戦闘スキル。


    　俺の渾こん身しんの脱だつ衣い技わざでも通じないっていうのかよ。


    　違う、まだ諦めるな。


    「俺は絶対に勝って、ミシンちゃんを喜ばせるんだ！」


    「私も負けはしない。お姉様と約束したから」


    　共に武器はなく。


    　下着姿になったまま、俺と美杏さんは手を伸ばせば攻撃が仕掛けられる距離を保って睨にらみ合った。


    「どうやら次の一手で勝利は決まりそうです！　先に動くのはどちらでしょうか！」


    　限界を超えた俺の脱だつ衣い力りよくはあと数十秒も保もたない。


    　それを超えれば、美杏さんの超高速の動きには対応できないだろう。


    　だったら、先に動くんだ。


    　美杏さんより一歩でも、いや半歩でも早く、先に近づき懐ふところに入れば勝負は決まる。
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    　俺は勝たなきゃいけない。


    　勝って〈聖人〉にならなきゃいけない。


    「…………っ！」


    　なのに、どうしてこんな時に俺の足は動かないんだ。


    　美み杏あんさんのカウンターを恐れているのか。


    　いや、違う。


    　迷いが俺の足に絡みついている。


    　勝って〈聖人〉になる覚悟はとっくにしたはずなのに。


    　今ごろになって、俺は勝つことに───〈聖人〉になる覚悟が揺らいでいるのだ。


    「体が震ふるえてる。勝つのが、怖い？」


    　俺にそう問いかけると美杏さんが先に動いた！


    〈縮しゆく地ち〉を使って一気に懐ふところに入ってくる。


    　俺はその動きに反応して、後ろに飛んでしまった。


    　逃げてしまった！


    「くそぉぉぉぉっぉぉぉ！」


    　逃げるな古ふる織おり木綿もめん。


    　ミシンちゃんのために、勝ちにいけ！


    　今ならそれができるんだから！


    　俺は地面を踏みしめ、追撃を仕掛けてくる美杏さんを迎え撃とうとした。


    　その時だった。


    　頭の中ではなく。


    　実際に、この耳に声が聞こえたのだ。大歓声の中、届くはずのない声が。


    「木綿君！　私は！　私はまだ、木綿君の願いを聞いてないです！　私は聞きたい！　木綿君がどうしたいかを。答えて、木綿君！」


    　それはミシンちゃんの声だった。〈糸し解かい〉による心への呼びかけじゃない。


    　ミシンちゃんが舞台の脇わきで声をからさんばかりに叫んでいた。


    　そんな言葉を聞いてしまったら、俺の覚悟が……！


    　────今までの出来事が一瞬のうちにフラッシュバックする。


    　山奥での厳しい修行、予選大会で掴つかんだ決死の勝利、それに、戦ってきたライバルたちからの声援、期待、託された想いの数々。


    　そして昨晩、俺はミシンちゃんと美び服ふく院いんさんに対して〈聖人〉になると誓った。


    　美杏さんよりも早く動く自信はある。脱衣力もまだ残っている。〈第六感〉も冴さえている。勝利はすぐ目の前にある。


    　けれど……それでも俺は……それら全てをなげうってでも、この耳に届いたミシンちゃんの想いに応えずにはいられなかった。


    「はぁぁぁぁぁぁっ！」


    　ありったけの脱だつ衣い力りよくを気迫と共に美み杏あんさんに叩たたきつけた。


    　すると美杏さんは気迫に押され、攻撃の手をほんの僅わずかだが緩めた。


    　その間かん隙げきを突いて俺は───。


    「これが俺の答えだ！」


    　自分自身の最後の天てん衣い。


    　赤ふんどしをむしり取った。


    　古ふる織おり家の魂を、俺は拳こぶしに握って突き上げた。


    　会場から声が消えた。


    　俺の行動に、観衆も、海え老び子こさんも、そして美杏さんまでもが何も言えずに、ただただ見ていることしかできなかった。


    　俺はふんどしを握りしめたまま、全裸になって舞台の上からミシンちゃんと顔を合せた。


    　ミシンちゃんは口に手を当て、瞳ひとみに涙を溜ためていた。


    　そんなミシンちゃんに対し、俺はありったけの想いを口にした。


    「大好きだ、ミシンちゃんのことが大好きだ！　だから俺は〈聖人〉にはなれない！　俺の夢は、ミシンちゃんと結婚することだから！　ミシンちゃん───世界で一番、愛してる!!」


    　静まりかえっている会場中に響き渡る声で、俺は叫んだ。


    　そして俺の全力の叫びに、誰だれよりも早く答えたのは。


    「私も……私も木綿もめん君が大好きです！　誰よりもずっと、大好きです！」


    　ミシンちゃんは舞台へと駆け上がってくると、俺に向かって勢いよく抱きついてきた。


    　俺はミシンちゃんを抱きしめ、そして自然と唇くちびると唇の距離が近くなる。


    　俺たちの唇が触れ合った瞬間、会場の観客が一斉に沸わいた。


    「勝負あり！　古織選手、自ら天衣を脱ぎ、かつ〈恋愛禁止令〉に違反したため、失格といたします！　よって優勝はチーム〈妹いもうと姫ひめ〉脱だつ衣い士し、妹いもうとヶが原はら美杏。お針はり子こ巫み女こ、天あま縫ぬいマチの両者となります！　そして個人的に一言！　古織選手、突然の棄権は意味不明ではありますが、それでもあなたは最高に格好いい漢おとこです！」


    　海老子さんの宣言により、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉決勝戦の勝者は決まった。


    　俺はミシンちゃんからタオルを渡されると、大事な所を隠して美杏さんに近づいた。


    「美杏さん、俺の完敗です！　でも今までで一番熱くなれた試合でした。ありがとうございました！」


    「こちらこそ、私の全力に応えられる脱衣士がいるとは思わなかった。それに、全裸での愛の告白も予想外。あなたは全てが規格外で面白かった」


    　うっすらと笑みを浮かべ、美杏さんは俺が差し出した手を握った。


    「じゃあ。私は、〈聖人〉になるから。あなたは、そこの子と幸せになって」


    「で、でもっ……なんか〈聖人〉なんていう辛つらい立場にあなたを立たせてしまって……その、ごめんなさい」


    「辛くない。なぜなら」


    　気がつくと、舞台の上にマチさんが上がってきていた。


    　マチさんはそっと美み杏あんさんに寄り添うと、タオルをかけて露あらわになっていた胸を隠した。


    「なぜなら私にはお姉様がいるから」


    「そう、私と美杏は相思相愛。私は〈聖人〉となった美杏の傍そばに生涯仕え、純愛を育はぐくみますわ」


    　にっこりと笑みを浮かべてマチさんは美杏さんと顔を見合わせた。


    　相思相愛……で、純愛って。


    　まさかこの二人！


    「同性でも愛し合えるのですわ。ねぇ、美杏」


    「はい、お姉様」


    　相思相愛ってことは、いわゆる百ゆ合り？　……だとしてもそういう人たちだって、エロいことはするんじゃないの？


    　美杏さんとマチさんの体を舐なめ回すように見つめて妄想していると、それを見抜いたのか、美杏さんが口を尖とがらせた。


    「なにやら不謹慎なことを考えているようだけど、お姉様と私との関係は純愛」


    「そうよ。二人でプラトニックな関係を貫く覚悟ができていたからこそ優勝できたのですわ。私はこれからも〈聖人〉となった美杏の側そばで一生純愛を育んでいきます」


    　そう言い残し舞台を下りていく仲むつまじい二人の姿を見て、俺ははぁと溜ため息いきをついた。


    「ったく、敵かなうはずないよな。あんな愛の力になんて」


    「そうでしょうか。私たちの愛の力も負けてませんよ」


    「……っ!?」


    　ミシンちゃんは俺の腕に自分の腕を絡めて、顔を真っ赤にしていた。


    　俺も気づいて、顔がどんどん熱くなっていく。


    　さっきは試合の勢いであんなことしちゃったけれど。


    　冷静になって考えると、俺、とんでもないこと言っちゃったし、しちゃったよな。


    　でも、俺の想いが通じてよかった。


    　結局、俺は自分の想いをしまっておくことなんてできなかった。


    〈脱だつ衣えの儀ぎ〉で優勝することよりも、〈聖人〉になることよりも。


    　大切な想いがあったから。


    　俺は今一度、ミシンちゃんの顔を見つめて告げた。


    「ミシンちゃん、ずっと一緒にいよう」


    「もちろんですっ。あ、あれだけみんなの前で大声で宣言したのですから。……木綿もめん君、その、嬉うれしかったです。私を選んでくれてありがとう」


    　そんなこと言われたら、抱きしめずにはいられなかった。


    　けれど、俺がミシンちゃんの体に腕を回したところで。


    「二人とも、愛してるぜー！」


    　舞台に上がってきてしまった美び服ふく院いんさんが俺とミシンちゃんをその豊満な胸に包み込んできた。


    「全国ネットで大告白なんて、木綿君の度胸には感動した！　君らは日本一のバカップルだ！　かかっ」


    　目いっぱい笑いながら、美服院さんの瞳ひとみからは涙が零こぼれていた。


    　俺は美服院さんがこんな風におおっぴらに泣くところなんて初めて見た。きっとこの機を逃のがしたら一生見られない光景だろう。


    　すると、舞台の上に続々と選手たちが集まってきてしまった。


    　本戦に出場した選手たちだ。中には黒くろ乃のさんやルリヲにカザリちゃん、赤あか城ぎさんや罪つみ木きさんの姿もあった。


    　そして人ひと集だかりを搔かき分けるようにしてやってきたのは。


    「木綿さん、ミシンさん。二人ともおめでとうございます！　結婚式にはぜひ呼んでくださいね！」


    　気が早いことを言ってくるのはうさ子さんだった。


    　うさ子さんは本当に嬉しそうに俺たちを祝福してくれた。


    「よしっ、そんじゃ景気づけに木綿君を胴上げといこうか！」


    　美服院さんがそう言うと周りのみんなが俺の体を持ち上げようとしてくる。


    「ちょっ、待ってください！　俺、優勝してないから！　負けた方だから！」


    　と言ってみても勢いは止まらない。


    　あれよあれよと俺の体は仰向けになってそして、


    「木綿君、おめでとー！」


    　観客の拍手喝采の中、胴上げされてしまった。舞台脇わきでそれを楽しそうに眺めているチーム〈妹いもうと姫ひめ〉の二人が、俺に向かって手を振っていた。


    　ほんとはあんたらが俺の代わりに胴上げされるべきなんだからな！


    　心の中でそうは言ったものの。


    　人生初の胴上げというのは、なかなかどうして楽しいものだった。


    



    　こうして、四百年ぶりに行われた〈脱だつ衣えの儀ぎ〉は無事に終わりを迎えたのだった。

  



  
    終章　それでも脱衣は続いていく


    



    〈脱だつ衣えの儀ぎ〉終了から一ひと月つき以上経っている。


    　美み杏あんさんはこの国のどこかで〈聖人〉となりマチさんと暮らし始め、後援者の九ここの重えさんはなんと日本初の女性総理大臣となった。


    　そんなこんなで日々が過ぎ、今日は十二月二十四日。


    　───つまりクリスマスイブだ。


    　ちょっと前まで、日本中が〈脱衣の儀〉で盛り上がっていたというのに、そんなこともあったよね。という感じで世間はクリスマスというイベントに夢中になっている。まったく日本人は熱しやすく冷めやすいとはよく言ったものだ。


    　まぁ、俺も人のことは言えないんだけど。


    　なにせ今日はミシンちゃんとデートする約束があるのだ。


    〈脱衣の儀〉の決勝戦で告白した俺は、晴れてミシンちゃんと恋人同士となった。


    　ミシンちゃんはマチさんの取りなしと、本戦での活躍が認められ勘当は取り消し。名古屋にある天あま縫ぬい家の実家に戻れることになった。


    　うちとミシンちゃんの家は離れてはいるものの、電車に乗ればすぐに会いに行ける距離だ。週に一度は会ってデートを楽しんでいる。


    　そして今日も俺はミシンちゃんに会うために、名古屋に出てきていた。


    　出がけに郵便ポストを覗のぞくと、うさ子さんからの手紙が入っていたので、電車に揺られながら読むことにした。


    　手紙によれば、うさ子さんは念願だったアイドルになる許可を両親にもらい、さっそく名古屋をメインに活躍するアイドルグループの新メンバー加入オーディションに受かったそうだ。今は研究生という見習いのような立場でレッスンの日々を送っているらしい。


    　ちなみにそのアイドルグループは〈恋愛禁止〉を掲げており、〈脱衣の儀〉が終わったというのにうさ子さんは律儀に恋愛禁止の道を進むそうだ。


    　実は手紙を読む前から、うさ子さんがアイドルグループに入ったのは知っていた。なぜなら、〈脱衣の儀〉で全国を戦せん慄りつさせた凶気の脱だつ衣い士しが一転、明るく朗ほがらかなキャラとしてアイドルになったという話はテレビやネットでも報道され話題になっていたから。


    　俺としてはファン第一号として今後もうさ子さんの活躍を応援していきたい。ステージに立つようになったらまたキリコモードにならないといいんだけど。


    　ほかにも本戦で知り合った人たちとは今でも電話やメールでやりとりしている。


    　灯とう夜やと黒くろ乃のさんはいい感じに交際を続けているようだ。ミシンちゃんと付き合っていくにあたって、灯夜からは色々と教わっている。灯夜は俺がミシンちゃんを傷つけないように、なんだかんだとアドバイスをくれるいい兄貴分って感じだ。


    　ルリヲはこの間、カザリちゃんへ三回目の告白に失敗したと泣きながら電話してきたが、昨日はクリスマスイブに勝負をかける！　と意気込んだメールを送ってきていた。頼むから、今日だけは泣き言の電話はしないで欲しい。


    　赤あか城ぎさんはなんと予選ブロックで敗退したとある脱だつ衣い士しの女性からお見合いの申し込みがあったといって張り切っていた。頑張ってくれ、おっさん。


    　そんなみんなとのやりとりを思い返していると、すぐに名古屋駅が見えてきた。


    　俺は待ち合わせの場所に行く前に、銀行に寄ることにした。


    〈脱だつ衣えの儀ぎ〉が終わってからの一か月間、必死にバイトして貯めたお金を下ろすためだ。


    　もちろんお金の使い道は今日のデート。クリスマスイブなんだし、ここは一つミシンちゃんをエスコートして、プレゼントを一緒に選んだりするんだ。


    　そう意気込んで銀行でお金を下ろし、いざ待ち合わせの場所へ向かおうとした途端。


    　ぱんっ───！


    　と、映画やドラマの中でしか聞いたことのない銃声というやつが銀行内に響いた。　


    　っていうか、俺の真後ろで響いた。お陰で鼓こ膜まくがじんじんする。


    　なんて思っていると事態は急展開した。


    　俺は後ろからいきなり襟えり首を摑つかまれると、そのまま首に腕を回された。


    　その際、密着した背中には柔らかな二つの感触が伝わってきた。


    　これは……おっぱい！　カップ数は推定Ｄ。


    　じゃなくて！　俺、今、やばい状況？


    「静かに！　大人しくしてれば酷ひどいことにはならないわ」


    「そう、私たちの言う通りこの鞄かばんに金を詰め込めば誰だれも天国にはいかないの。わかるわよね？」


    　女性二人組の強盗は、ご丁てい寧ねいにミニスカサンタのコスチュームを身に纏まとっていた。クリスマスイブにはぴったりな格好だ。サングラスと手にした拳けん銃じゆうさえなければもっといいのだけれど。


    「あのぉ、俺これから予定があって……」


    　俺の首に腕を回し、拳銃を掲げていた背後のお姉さんに向かってそう言うと、背中にごつっと硬いものが当たった。おそらくは拳銃の銃口だろう。


    「あら、坊や。もうちょっと我慢なさい。じゃないと、お腹の風通しがよくなっちゃうわよ？」


    「はは……そりゃ勘弁だっ！」


    　俺は苦笑いを浮かべながら、お姉さんの腕を振りほどいた。


    　その瞬間、二人の強盗お姉さんの間に緊張が走り、俺に向かって銃口を突きつけようとしたが、その時には、二人とも一糸纏わぬ姿となっていた。もちろん拳銃も取り上げている。


    「悪いな。ホントに急いでるんだ」


    　俺は脱がした服と下着と拳銃を近くの銀行員に投げて渡すと、そのまま銀行を後にした。


    　ホントはじっくり強盗お姉さんズの裸が見たかったけれど、ぼやぼやしてるとミシンちゃんとの待ち合わせに遅れてしまう。


    　俺は銀行を飛び出して、地下鉄で待ち合わせ場所の栄さかえ町まちに向かおうとしたのだが。


    「かかっ、見てたぜ。腕は衰えてないみたいだな。安心した」


    　銀行の前には真っ赤なポルシェが停まっていた。


    　そしてポルシェにもたれかかっているのは誰だれあろう、あの美び服ふく院いんさんだ。


    「こんにちは、木綿もめん君。ちょっと美服院さんに捕まっちゃいまして」


    　美服院さんの横には、私服姿のミシンちゃんまでいる。


    「美服院さん、なんでここにいるんですか！　俺とミシンちゃんはこれから……」


    「デートの予定は取り消しだ。ちょいと野や暮ぼ用を頼みたくってね。〈脱だつ衣えの儀ぎ〉で私に優勝をくれなかった借り返してもらうぜ」


    「えぇ？　なんで今日に限って。明日とか明後日あさつてじゃ駄目なんですか？」


    「駄目だ、事態は急を要している。あ、そうだ。一応確認。木綿君、ミシンともうヤッちゃった？」


    「姫ひめ！　そんなはしたないこと聞かないでくださいっ。婚前交渉などありえません！」
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    「さっすがミシン。信頼してたぜ。っつーことは木綿もめん君はまだ童貞で脱だつ衣い士しなわけだ」


    「……そうですけど。それがどうかしたんですか？」


    　そうなのだ。俺は恋人ができれば、即エッチができると信じてたけれど、お堅いミシンちゃんにはきっぱりと宣言されてしまった。結婚するまでは交渉を持てませんと。


    　というわけで俺はまだまだ童貞で居続けることとなった。


    　い、いいけどな。ミシンちゃんが恋人でいてくれるならっ。


    　抑えられない性欲は今まで通り一人で解消しよう。


    「そんじゃさくっと行くとするか。木綿君、乗れよ？」


    「だから。まずは要件を言ってください。じゃないと美び服ふく院いんさんになんてついていきません！　だって絶対無茶なこと言うに決まってますし」


    「相変わらずかったるいな。まぁいいや。よく聞け。全ぜん日につ本ぽん脱だつ衣い連れん盟めいに所属してなかった野の良ら脱衣士どもがどっからか湧わいてきてな、この間の〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に不満があるとか言い始めやがった。で、〈聖人〉となった美み杏あんやその後援者の九ここの重えのババアを狙ねらってるらしい。今から私たちはそいつらにちょいとお灸きゆうを据えてやるのさ。九重のババアに恩を売るためにな」


    　美服院さんはにやりと笑みを浮かべて、くいくいと指を動かし俺を誘った。


    「もちろん、野良脱衣士はほとんど女子ばっかり。この国には君のまだ見ぬ処女の裸が潜んでたってことよ」


    　はっ。俺を誰だれだと思ってるんだか。今や俺はミシンちゃんという恋人を得た超絶リア充。そんな安い挑発に乗るわけが……といいたいところだけど、それとこれとは話が別だ。


    　また処女を裸にできるんだったら、喜んで手を貸しましょう。


    　俺の股こ間かんが熱くうなるぜ。


    「やれやれいいですよ。付き合いましょう。ミシンちゃんもついてきてくれるよな」


    「もちろん。そんな輩やから、許せませんっ」


    　俺とミシンちゃんはさっそく美服院さんの車に乗り込んだ。


    　ったく。これだから脱衣士は止められない。


    　処女を裸にできると想像しただけで、俺の中の脱衣士の血がたぎってきた。


    　脱衣士たるもの、常に裸が見たいと願うのは宿命か、それとも男の性さがか。


    　ミシンちゃん特製の天てん衣いを再び纏まとい。


    　いざ、新たな戦いの場へ。


    



    　燃えるぜ───俺の脱だつ衣い力りよく!!


    



    
      完

    

  



  
    あとがき


    



    　お久しぶりです。


    『脱衣伝』二巻、楽しんでいただけましたでしょうか？


    　今巻をもちまして脱衣伝は無事にハッピーエンドを迎えることができました。最後まで書ききることができて素直に嬉うれしいです。ほんと、予選で打ち切られたらどうしようかと心配しっぱなしでした。


    　これもひとえに脱衣伝という作品を手に取っていただいた皆様のお陰です。


    　素敵なイラストを描いていただいた笹ささ森もりトモエ先生、たくさんのキャラクターを描いていただきありがとうございます。個人的にはうさ子のイラストが大好きでした。


    　そして、編集部をはじめ制作に携たずさわっていただいた多くの方々に感謝しています。


    　最後に、なにより読者の皆様に感謝したいと思います。


    　読んでいただき、本当にありがとうございました。


    



    　次回作、頑張って作っていこうと思いますので待っていていただけたら幸いです。


    



    
      大おお谷たに 久ひさ
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    大谷　久


    Hisa Ootani


    



    名古屋出身、札幌在住。


    暑い夏におすすめのスポーツは脱衣バトルです。


    海水浴場で行うのが最適です。
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